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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「さてと、無事に帰って来たからには、ちゃんと約束を果たさないとな……」

　翔しよう馬まは、そんなことをつぶやきながら、机の上に置かれた小皿の上に、小こ袋ぶくろから出したミックスナッツをざらざらと載のせた。

　峡きよう谷こく砦とりでの攻こう防ぼう戦せんで、クラフトたちと自転車に乗って帝てい国こく軍の小型蒸気機関車と蒸気砲ほうを破は壊かいして、まる一日が過ぎていた。

　昨日の夕方、偽装ギリー服スーツに身を包んだ王国軍の偵てい察さつ員たちが、夕ゆう闇やみにまぎれて峡谷砦を出発した。彼らは一晩かけて帝国軍の陣じん地ちに接近し状じよう況きようを確かく認にんして、朝早くに戻もどるはずだった。

　だが、予定の時刻になってもまだ、誰だれ一人戻ってはいなかった。

　小型蒸気機関車と蒸気砲を破壊された帝国軍がどう動くのか。

　撤てつ退たいするのか、それとも今の陣地に居座るのか、それがはっきりしないまま、峡谷砦の中には、もやもやした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　そんな中、翔馬は、王宮から持って来てもらったサバイバルグッズの中にあった、非常食のミックスナッツを、ライナの使い魔まであるネズミに与あたえる、という約束を果たそうとしていた。

　皿に盛り上がっているピーナッツやアーモンドを平らに均ならした翔馬は、隣となりの部屋に向かって呼びかけた。

「準備できたよ、ライナさん。連れてきて」

「かしこまりました」

　返事と共に部屋に入ってきたライナは、左手に銀色の鳥カゴのようなものを提さげていた。

　その中には、茶色いネズミが一いつ匹ぴき、ちょこんと座っている。

「やあ、ネズミくん、久しぶり。この前は世話になったね」

　翔馬が呼びかけると、カゴの中のネズミは嬉うれしそうに、鼻先をひくひくさせた。

「へえ、ショーマが帝国軍に捕つかまった時に、助けてくれたネズミって、こいつなんだ。なんだか頭良さそうな顔してるネ」

　カゴを覗のぞき込んで、感心したようにつぶやいたミルチに、瀬せ里り奈なが答えた。

「そのネズミは、ライナの使い魔になっているから、半分ライナみたいなものなのよ。だから一時的に知能が上がっているの。魔法が解けたら、普ふ通つうのネズミに戻っちゃうのよ」

　瀬里奈の答えを聞いたライナは、微笑ほほえみながら首を振ふった。

「いいえ、瀬里奈様。そうでもないみたいです」

「あら、そうなの？」

「はい、昔はそう言われておりましたし、私の師し匠しよう様からもそう教わりましたが、最近の研究では、人間と意識を共有している時間の長い使い魔には、思考能力が育つらしいのです。本能が支配する野生の動物とは明らかに違ちがう行動が見られるそうですわ」

「へえ、じゃあ、このネズミちゃんが、犬みたいにお手をしたり、投げた棒を持って帰ってくるようになるの？　すごいじゃない！　そのうち、会話できるようになるかもしれないわね！」

「いえ、そこまで知性化できるわけでは……」

　ライナは笑いながら首を振った。

　翔馬が皿に広げたミックスナッツを見ていたミルチが不思議そうに聞いた。

「ねえ、ショーマ。これは何？　何かの種みたいに見えるんだけど……」

「そうだよ、いろいろな植物の種の殻からを割った中身さ。そいつを炒いったりバターを絡からめて揚あげたりして、塩味や風味をつけた食べ物だ。

　ナッツ類るいは油ゆ脂しが豊富でカロリーが高い。そして保存も利くので、サバイバルの時の非常食には持って来いなんだ」

「へえ……」

　そうつぶやいたあとで、ミルチは目を輝かがやかせて翔馬を見上げた。

「食べてもいい？」

「少しなら構わないよ、ネズミ一匹には多すぎるし、塩分も高いから全部食べさせるわけには行かないしね」

「わあい！」

　大喜びで手を伸のばすミルチを見て、ライナがため息をついた。

「ネズミ用の食べものの、つまみ食いですか？　好こう奇き心しん旺おう盛せいなのはいいですけど、変なもの食べてお腹なかを壊こわしても知りませんよ？」

「ネズミ用じゃないわ、ライナ！　これはれっきとした人間用よ！」

「あ、あら、そうでしたか、申し訳ありません！」

　むっとした顔になった瀬里奈を見て、ライナがあわてて頭を下げたとき、ミックスナッツをつまんで口に放り込んだミルチが、目を丸くして叫さけんだ。

「何これ！　すッごく美味おいしい！　香こうばしいし、塩味もついてる！」

「でしょ？」

　瀬里奈は嬉しそうにうなずくと、ライナに向き直った。

「ネズミちゃんをカゴから出して、食べさせてあげて。ミルチが目の色を変えてるから、早くしないと全部食べちゃうかもしれないわ」

「は、はい、承知しました」

　ライナはそう言うとカゴの扉とびらを開けた。

　ネズミは、ひょこひょことカゴから出てくると、辺りを見回して、鼻をひくひくさせて匂においを嗅かぎ、そのまま皿に載っているミックスナッツのところに近づいた。

　ほとんど警けい戒かい心しんのないその様子は、野生のネズミとは明らかに違っていた。

「今、このネズミくんとライナさんは、意識を共有しているの？」

「はい、共有しています。ミョルの見ている景色を私も見ていますし、聞こえる音を私も聞いています。同じように、ミョルも私の考えていること……複雑な概がい念ねんは理解できませんけど、本能的な部分、たとえば目の前の人間が危険な相手かどうか、などの概念は受け取ってくれています」

「ミョル？　誰のこと？」

　怪け訝げんな顔をする翔馬を見て、ライナはあわてて答えた。

「この子……ネズミの名前です。正しくはミョルニと言います。ネズミの間では『白き腹毛を持ち群れを統治する者』という意味なんだそうです」

「すげえ大層な名前だな……」

　翔馬がつぶやくと、ミョルは後ろ足で立ち上がり、お腹の白い毛の部分を自じ慢まんげに前足で叩たたいて見せた。

「うわ、ドヤ顔された……でもまあ、仕方ねえな。俺はこいつに助けてもらったわけだし。このミックスナッツはそのとき、お礼に食べさせてやるって約束したんだから」

　翔馬のつぶやきを聞いていた瀬里奈がにっこり微笑んで言った。

「翔馬って、変なところで律りち儀ぎだよね」

「昔、ボーイスカウトの先せん輩ぱいに言われたんだ。目下の者、弱いものと交かわした約束を守れないヤツはクズだ、ってね。〝スカウトは誠実である〟ってのは、そういうことだって……さあ、約束のミックスナッツだよ。どれでもいいけど、最初は定番のアーモンドだな、うん、それ、その茶色い大き目のヤツ」

　ミョルニは前足でアーモンドを取り上げると、カリカリと音を立ててかじり出した。

　そして、数秒もしないうちにぴょんと飛び上がり、テーブルの上を、興奮したようにぐるぐると走り出した。

「どうしたの？　もしかして、こっちの世界のネズミには毒だったとか……」

　瀬里奈の言葉を聞いたライナは、頰ほおを染めて首を振った。

「いいえ、違います。ミョルは喜んでます。私の意識の中にミョルの『うまい、ぞぉおおおおおお！』という意識が飛び込んできて……」

　机の上をぐるぐる回っていたミョルは、そのまま皿に飛び込むと、一心不乱にナッツをかじり始めた。

　ライナは、上気したような頰を両手で押さえてつぶやいた。

「ミョルが、すごく興奮していて、なんだか……お酒を飲んだ後みたいな感じで……頭の中に『もっと！　もっと！　もっと！　もっと食べたい！』って意識が伝わってきて……どうしましょう、立ってられない……」

　ライナはそう言うなり、椅い子すの上に崩くずれるように座った。

「大だい丈じよう夫ぶ？　使い魔との感応状態を外すことはできないの？」

「でき……ません。感応の度合いを薄うすくすることはできますけど……」

「じゃあ、薄く……」

「薄くしているんです。でも、すごく興奮しているので、その余波がこっちにも伝わって来てしまって……」

　そう言って身をよじるライナは、壮そう絶ぜつに色っぽかった。

　──なんでライナさんがこんな風になっちゃったんだ？

　もしかして使い魔が発情期に入ると、使し役えき主も影えい響きよう受けちゃうとか……。

　翔馬は、机の上で一心不乱にピーナッツを貪むさぼり食っているミョルを見た。

　──確かに興奮状態だけど、食しよく欲よくで興奮しているだけだよな？

　ネズミにしてみれば、こんな高カロリーの食い物をまとめて食える機会なんかないだろうし、興奮するのも無理もないけど……。

　そこまで考えた時、翔馬は一つの可能性に思い当たった。

　──そうか。ネズミみたいな動物は、餌えさが豊富なうちに子孫を残すという本能が発達している……つまり食欲と繁はん殖しよく欲よくが直結しているんだ。

　このまま一いつ緒しよにしておくと、ライナさんが持たない。距きよ離りを置けば少しはマシになるかもしれない。

　翔馬はあわてて、瀬里奈に言った。

「ライナさんの様子がおかしい。ちょっと休ませたほうがいい。部屋に連れて行ってやってくれ！」

「あ、うん、わかった……」
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　ライナの様子に気がついていたのだろう、瀬里奈はそう言ってうなずくと、ライナの手を取って立たせ、ふらつくライナを支えるように寄より添そって控ひかえ室しつに向かった。

「……ライナ、大丈夫かなあ？　顔、赤かったヨね……熱が出たのかな？」

　口にバタピーを放り込みながら、ミルチがつぶやいた。

「……そろそろ食べるのやめたほうがいいぞ」

「え？　あ、そうか、そうだヨね。一個だけつまもうと思っただけなのに、気がついたらずっと食べてた……ショーマ、これってもしかして魔法の食べ物なのか？」

「ピーナッツ類はあとを引く、って言って知らないうちに手が伸びちゃうんだ。別に魔法じゃないよ」

「そうか、なら安心だネ」

「そう言いながら手を出すんじゃない……」

「え？　あ、あははは、やっぱりこれって魔法の食べ物だヨ」

　気がつくと、机の上で、ミョルが満足そうに転がっていた。

　お腹はパンパンに膨ふくれ上がり、頰ほお袋ぶくろも満タンだ。

「さてと。君との約束は果たしたよ、これで満足かい？」

　翔馬の呼びかけに、ミョルが、実に嬉うれしそうにうなずいた……そのとき。

　翔馬の部屋のドアがノックされ、フィラメント少しよう佐さの声が聞こえた。

「失礼します！」

「どうぞ！」

　翔馬が答えると、ドアが開いて、フィラメント少佐が飛び込んできた。

　その表情は喜びに輝いていた。

「ショーマ様！　偵てい察さつ部隊が戻もどりました！」

「その表情から見ると、いい知らせですね？」

「はい！　帝てい国こく軍は撤てつ退たいしました！　峡きよう谷こく砦とりでの正面に展開していた帝国軍は、わずかな監かん視し兵を残し、すべてモーントーン砦に引き揚げたようです！」

「……と、いうことは……」

　フィラメント少佐はにっこり笑って言った。

「峡谷砦は持ちこたえました！　我々は勝ったのです！」

　翔馬は、何も言わなかった。ただ、大きく息を吐はいた。

　ここに来てからずっと……いや、モーントーン砦にいた頃ころからずっと、翔馬の身体からだの中に居座って凍こおり付いていた何かが一気に溶とけて、それが息と共に抜ぬけ出していくような気がした。

「そう……ですか……ははは、なんだろう？　いきなり身体の力が抜けてしまいました……」

「無理もありません。異世界から来て、いきなり戦争に巻き込まれ、圧あつ倒とう的な敵と戦う羽目になったのですから、その重圧たるや、私などには想像も及およばぬものだと思います。

　しかし、安心してください！　敵はまだあきらめてはいませんが、当面の危機は去りました！




　そして、王宮に状じよう況きよう報告を行ったところ、アニス女王様から、瀬里奈様とショーマ様を王宮に呼び戻し、休息を与あたえるように、という命令が折り返し参りました。

　今、送そう迎げい用の飛ひ竜りゆうがこちらに向かっております」

「え？　これからですか？」

　驚おどろく翔馬を見て、フィラメント少佐は優ゆう雅がに頭を下げた。

「はい、旅支じ度たくのほうをよろしくお願いします」

「は、はあ……」

　翔馬は気の進まぬ表情でうなずいた。

　──うわあ、またあの飛竜の背中に乗って何時間も旅するのかよ。

「どうしました？」

「あ、いや、ジェットコースターは遊具であって乗り物じゃないんだって、思っただけです」

「じぇっとこーすたー？」

　怪訝な顔をするフィラメント少佐を見て、翔馬は肩かたをすくめて見せた。

「俺の世界には、そういう遊具があるんですよ、すごい速度で上下しながら走る遊具が……俺はそれがすごく苦手なんです……」
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　王宮にたどり着いた翔しよう馬まは、自分の足で立てないほどに憔しよう悴すいしていた。

　飛ひ竜りゆうの鞍くらから降りて、そのまま崩れ落ちそうになった翔馬を、出で迎むかえに来ていたジーラが、あわてて駆かけ寄って支えた。

「大丈夫ですか？　翔馬殿どの！」

「ええ。大丈夫です……すいません……」

　ジーラの肩を借りる、というよりも半分抱だきかかえられている翔馬を見て、瀬せ里り奈なが不ふ機き嫌げんそうに言った。

「何よ、鼻の下伸ばしちゃって、この軟なん弱じやく者！　ジーラ、こんなヤツほっとけばいいのよ！」

「いや、そうはまいりません。見れば翔馬殿は本当にお疲つかれの様子……」

「何をそんなに疲れているのよ、ずっと飛竜の背中に乗ってきただけじゃない！」

「その……飛竜の背中に乗っている間、ずーっと力入れて踏ふん張ばってたせいか足に力が入らないんだよ」

「なんで足に力が入るのよ、力抜けばいいじゃない。身体を飛竜に預けるのよ、そうすれば、すごく面おも白しろいわよ。こう、ふわーっと身体が浮ういたり、沈しずんだり……もしかして翔馬って高所恐きよう怖ふ症しようなの？」

「高いところは平気だ、飛行機だって乗れるし、ビルの屋上から下を見てもなんともない。俺は落下恐怖症なんだ。足元からすうっと落ちていく感覚、アレだけはどうしても克こく服ふくできない。飛竜みたいに羽ばたかない、グライダーみたいな乗り物なら平気なんだろうけど……」

　翔馬の言葉を聞いたジーラが怪け訝げんな顔になった。

「ぐらいだあ？　なんですか、それは」

「翼つばさを広げた飛竜みたいな格好の、空を飛ぶ乗り物です……俺の世界にはそういうものがあるんです」

　ジーラは目を丸くした。

「空を飛ぶ乗り物ですか！　翔馬殿のいた世界は、本当になんでもあるんですね！

　その知識を、ぜひともこの国を救う戦いに役立てていただきたく存じます！

　最強魔ま法ほう使つかいである瀬里奈様と、賢けん者じやである翔馬殿の峡谷砦での戦いぶりは、この王宮に伝えられております！」

　ジーラの言葉を聞いた瀬里奈が不満そうにつぶやいた。

「なんだか、それって、肉体労働は私で、頭脳労働は翔馬、って言われてるみたい……」

「いつもより、余計に回しております……ってヤツか？」

「なによそれ」

「俺もよく知らない、ネットの動画で見た曲芸の人が言ってたセリフさ」

「翔馬って、ホントときどき、どうでもいい、って事まで知ってるよねぇ」

　瀬里奈はそう言って、あきれ果てたように、ため息をついた。

「俺は、どうやら人より好こう奇き心しんとやらが旺おう盛せいらしくてね。何にでも興味を持つクセがある。まあ、そのおかげで、こういうときに役に立つんだけどな」

「私には興味持たないくせに……」

「え？　なんだって？」

「なんでもないわ、さあ、早く行きましょう、女王様が待ってるんでしょ？」

　瀬里奈が不機嫌そうに翔馬を追い立てると、ジーラは苦く笑しようした。

「女王様にお会いになる前に、しばらく休きゆう憩けいしましょう。翔馬殿は、少し横になっていただいて……瀬里奈様は、お茶でもいかがですか？」

　瀬里奈は少し考え込んだ後でうなずいた。

「……そうね、ジーラの肩につかまって、鼻の下伸ばしてるへろへろな姿の翔馬を女王様に見せるのは恥はずかしいものね」

「なんだよ、やけに突つっかかるなあ……」

「うるさいわね、さっさと行けばいいでしょ！　ジーラ、翔馬が変なところ触さわってきたら、叩たたき斬きっちゃっていいからね！」

　ジーラは笑いながらうなずいた。

「かしこまりました。さあ、翔馬殿、参りましょう」

「わかった……」

　肩を借りて歩き始めた翔馬の後から瀬里奈が不機嫌そうな顔で付いていくのを見ていたミルチが、ライナに小声で言った。

「ジーラは、瀬里奈のヤキモチに気がついてないのかな？」

「いえ、気がついているとは思います……ただ、ジーラ様も、結構鈍どん感かんなところがあるので……」

「……だヨねえ」

　ミルチは、うんうん、とうなずいた。




　王宮の中にある、瀬里奈の部屋の中に、ライナの淹いれた香こう茶ちやの香かおりが漂ただよっている。

　その、甘い香りを嗅かぎながら、寝椅子カウチに寝ね転ころがった翔馬は、天てん井じように描えがかれた細かな装そう飾しよく画を見上げていた。

　──あんな風に、天井にまで絵や紋もん様ようを描くなんてことは、平成の日本じゃ考えられないけど、日本でも古い城やお寺なんかは、天井に絵が描かれているよな……ヨーロッパなんかも、中世のお城とかには、天井画はつきものだ。でも、今はほとんど見かけない。

　俺の世界では、いつ頃ごろから天井に絵を描かなくなったんだろう……。

　ぼんやりと、そんなことを考えていると、ドアをノックする音と、フィラメント少佐の声がした。

「ご休憩のところ、申し訳ありません。翔馬殿にお知らせしたいことがございます……」

　香茶を淹れていたライナが、手を止めたのを見て、ミルチが椅い子すからぴょん、と立ち上がった。

「あ、私が行くヨ！　ライナは忙いそがしいでしょ？」

「はい、申し訳ありません」

「その代わり、私にクッキー一枚オマケしてね！」

　ミルチはそう言い残し、てててっ、と走っていってドアを開けた。

「やっほー、フィラメント少しよう佐さも、戻もどって来たんだね！」

「はい、私は、後発の輸送用飛竜に乗ってきましたので」

　フィラメント少佐はそう言うと、部屋の中に入ってきて、瀬里奈と翔馬に一礼した。

　寝椅子から起き上がった翔馬を見て、フィラメント少佐は、心配そうに聞いた。

「お加減はいかがですか？」

「大丈夫です、少し横になったらずいぶん楽になりました……やっぱり飛竜は苦手ですね」

「申し訳ありません。この国では飛竜に乗るのが最も速い移動手段ですので……」

「確かに、空中には山も川もありませんからね、慣れることができればいいんでしょうけど……ところで、俺に知らせたいことってなんですか？」

　翔馬の言葉を聞いて、フィラメント少佐は、はっとしたように目を見開いたあとで、にっこり笑った。

「申し訳ない、大事なことを忘れていました。帝てい国こく軍は完全に撤てつ収しゆうした、という知らせが来ました。モーントーン砦とりでまで下がっているようです」

「本当ですか！」

「ええ、蒸気砲ほうが置かれていた、あの陣じん地ちを完全に放ほう棄きした後、残っていた監かん視し兵もすべて撤収したそうです。

　偵てい察さつ部隊の第二分隊が、撤収する敵部隊の後について、モーントーンの渡わたしが見える場所まで行って、そこで状じよう況きようを確かく認にんしたそうです。

　帝国軍はモーントーン砦の先にある川の浅あさ瀬せに建設用の巨きよ大だいゴーレムを四体投入し、石を積んで、頑がん丈じような橋を構築している、とのことです」

「わかりました……これで当面の脅きよう威いは去った。だが、帝国軍は、あきらめてはいない、ということですね」

　フィラメント少佐はうなずいた。

「ええ、橋が完成すれば、あの、大型の蒸気機関車が川を渡って来るでしょう。夕刻より、女王陛下御ご臨りん席せきの、国民会議が開かれます。翔馬殿にご出席いただいて、あの化け物を止める手段をご開示していただければ幸いです。もう何かよい考えがおありなのですよね？」

「え？　あ、はい……」

　翔馬は言葉に詰つまった。

　モーントーン砦の戦いの前に、川の対岸に姿を現した、あの陸上戦せん艦かんのような巨大な黒い鉄の塊かたまりを見たときから、そいつを破は壊かいする方法を、ずっと考えていた。

　峡きよう谷こく砦とりでで蒸気砲をやっつける方法を考える、その前から、ずっと翔馬の頭の中に、あいつをなんとかしなくては、という想おもいが引っ掛かかっていた。

　だが、まだ、何も思いついていなかった。

　そのとき、今までずっと黙だまって翔馬の顔を見ていた瀬里奈が、いきなり割り込んできた。

「それは当然考えてるに決まってるじゃない！　こいつを誰だれだと思ってんのよ！　蒸気砲ぶっ潰つぶしたアイディアより、もっとすごい、どかーんというヤツがあるのよ。でも、相手は大物だし、大仕掛けになるから、秘密厳守ってわけ。

　このあとアニス女王様に会うから、そのときには言うつもりだけどね！」

　フィラメント少佐は、横から割り込んできた瀬里奈に、目を丸くしていたが、すぐに何かを考え込むような表情になった。

「……そうか、そうですよね。相手の不意を突く作戦をお考えだとしたら、それを会議で発表するわけには行きませんよね。モーントーン砦の防衛戦のときは、時間的余よ裕ゆうが無かったから、帝国に作戦の詳しよう細さいな内容が漏もれずに済みましたが、今回は帝国の侵しん攻こう開始まで、一ヶ月か、長ければ数ヶ月以上の時間があります。会議で軽々しく発表すれば、帝国に情報が流れてしまう可能性が高い……」

　翔馬はあわてて話をあわせた。

「え、ええ、今考えている作戦は、一発勝負の、どんでん返しなんですよ。帝国に情報が流れたらもうダメですね」

「わかりました、そういうことでしたら、会議の際には具体的な内容は伏ふせて、対たい抗こう策がある。ということだけを発表していただく事にいたします……」

　フィラメント少佐は、そこまで言うと、少し声をひそめて付け足した。

「……あの、作戦内容は女王様にはお伝えするのですよね？」

　翔馬は腹をくくった。

「はい、女王様には、ウソも隠かくし事もできませんから」

　その答えを聞いたフィラメント少佐は、ほっとしたような表情になってうなずいた。

「わかりました。では、その、翔馬殿どのの秘策、お話ししていただける日を心待ちにしております。では、私はこれで失礼させていただきます！」

　フィラメント少佐は、そう言うと敬礼して、部屋を出て行った。

　少佐が出て行ったドアを見つめて、瀬里奈が、ぽつりと言った。

「……どうすんの？」

「まあ、何とか考えるよ、フィラメント少佐も言ったとおり、帝国軍の侵攻まで、一ヶ月くらいあるみたいだから……」

　翔馬の答えを聞いた瀬里奈は、その、形のいい眉まゆを吊つり上げた。

「なに馬ば鹿かなこと言ってんのよ！　締しめ切りが先だからってネトゲざんまいしているラノベ作家じゃあるまいし！　私が言っているのはそんな先のことじゃないわ！　私たち、これからアニス女王様の所に行くのよ？　なんと言って説明するつもりなの？」

「正直に言うさ。まだ、何も思いつきません……って。あの女王様には、隠し事をしても無む駄だだからね」

　瀬里奈は目を丸くした。

「正直にって……あんた馬鹿なの？　今からでも何か思いつきなさいよ！　ほら、こう、どかーんと一発で逆転ホームラン、みたいなアイディア！」

「そんな、すごいアイディアが、いきなりポロッと浮うかぶわけ無いじゃないか。俺は天才でもなけりゃ発明家でもないんだ！」

「じゃあ、どうすんのよ！」

「だから言っているだろ？　正直に言うって。幸いなことに、今回は少し時間がある。だから、俺の頭の中にある、俺の世界の対戦車戦の歴史……俺たちの世界でも、ああいった鉄の塊と戦ってきた歴史があるんだ。その歴史の知識をひっくり返して、戦う方法を考えるから、時間をくれって言うつもりさ」

　瀬里奈は、探さぐるような目で翔馬を見た。

「……ホントに大丈夫なんでしょうね？　ちゃんと思いついてよ？　できるの？」

「なんだよ、やけに心配するなあ……どうしたんだ？　いつもなら、何も思いつかない無能なあんたなんか死んじゃえ！　とか言うのに。そんなに俺のことが心配か？」

「そりゃ心配するに決まってるじゃない！　私はいいのよ、最強の魔ま法ほう使つかいだから、国こく賓ひん待たい遇ぐうで生きていけるもん。でも、魔法が使えないあんたは、アイディアも作戦も出てこなくなったら、お払はらい箱ばこよ？

　この城を追い出されて、その辺の橋の下とかでホームレスになっちゃうかもしれないのよ？　ましてや何の魔法も使えないあんたができる仕事といえば、ゴーレムみたいな単純労働だけ。落ちぶれて、ボロボロになって、私のところにやってきて、なあ、瀬里奈、金貸してくれよ、もう三日も何も食ってないんだ……とか言われたら、困っちゃうじゃない！」

「考えすぎだ！」

　瀬里奈と翔馬の会話を聞いていたライナが、うなずいた。

「ええ、そうです。アニス女王様は、たとえ役立たずになっても、翔馬様を追い出したりはしません！　王宮にも、庭掃そう除じとか、草むしりとか、そういう魔法を使わない仕事があります！　部屋だって、物置の隅すみっことかで住まわせていただける筈はずです！

　……もし、それがダメなら、私の部屋に住んでいただいても……」

　ミルチも話に加わった。

「そうだヨ！　王宮追い出されたら、クラフトの里においでヨ！　サフェダの爺じいちゃんなら大歓かん迎げいしてくれるヨ！　ミルチと一いつ緒しよに暮らそうヨ！」

　ライナとミルチの言葉に、瀬里奈はあわてた。

「ちょ！　まってよ！　何の話してるのよ！　もしそんなことになったら、私が翔馬の面めん倒どうを見るに決まってんじゃない！　追い出したりしないわよ！　私は、翔馬があまりに危機感が無いから、そういう風に言っただけよ！」

　ライナはにっこり笑った。

「あら、そうだったんですか……申し訳ありません。でも、もしそんなことになったら本当に私の部屋に来ていただいても結構ですよ、翔馬様」

　ミルチも、ニヤニヤ笑いながらうなずいた。

「そうだヨ。もし、瀬里奈とケンカして追い出されたら、いつでもクラフトの里に来てヨ！　ホント、大歓迎だからね」

「そうか、いや、これで、いつ追い出されても安心だな」

「何をニヤケてるのよ！　馬鹿じゃない？　最大電でん撃げき食くらいたいの？」

　瀬里奈が怒ど鳴なったとき、部屋のドアが再びノックされた。

「誰よ！」

　怒鳴った時の剣けん幕まくのまま聞いた瀬里奈の声に、びびったような侍じ女じよの声がした。

「あ、あの……謁えつ見けんの準備ができましたので、お迎むかえに……」

　あ、いけない！　という顔になった瀬里奈を見て、ミルチはにやっと笑うと、また、てててっ！　とドアのところに走って行き、ドアを開けてこう言った。

「気にしないでいいヨ、いつもの痴ち話わげんかだから」

「ミルチ！」

「は、はあ……」

　侍女は、困ったような笑えみを浮かべて、部屋の中に入ると、瀬里奈と翔馬に向かって深々とお辞じ儀ぎした。

「瀬里奈様、翔馬様、アニス女王陛下からお二人をご案内するように申しつけられました。ご用意が出来ましたら、謁見の間までご案内致いたします。私と共においでください」

　瀬里奈と翔馬は、あわてて頭を下げた。

「かしこまりました、ただ今参ります」

「は、はい、お願いします！」

　侍女に従って、部屋を出て行く二人を、一礼して見送るライナは、にっこり笑って瀬里奈に言った。

「瀬里奈様、粗そ相そうの無いように、くれぐれもお気をつけください」

「あんまり失礼なこと言うと、ホントに追い出されちゃうかもしれないからね、気をつけなヨ、ショーマ！」

　ミルチに声をかけられた翔馬は、苦笑いを浮かべてうなずいた。

「うん、肝きもに銘めいじておくよ」

　ドアを閉めて、廊ろう下かに出た瀬里奈と翔馬は、厚い絨じゆう毯たんが敷しき詰められている廊下を歩く侍女の後に従って、ゆっくりと謁見の間に向かって歩き始めた。




　アニス女王は、いつものように謁見の間の真ん中に置かれた、細工を施ほどこした艶つやのある濃こい茶色の木材で作られた一回り大きな椅い子すに座っていた。

　最初にこの部屋に通されたときと同じ、北ほく欧おうの民族衣装を思わせる小さなレースの飾かざりの付いた、ゆったりとしたドレス風の服を着ている。

　初対面の時は、薄うす桃もも色いろのドレスだったが、今日は鮮あざやかな水色だ。

　色白でぽっちゃりとした女王には、良く似合っている。

　女王は、部屋の中に入ってきた瀬里奈と翔馬を見て、にっこりと笑った。

「お待ちしておりました、救国の英えい雄ゆう、偉い大だいなる魔法の使い手瀬里奈、そして溢あふれ出る智ち謀ぼうの持ち主にして、魔法の外に立つ者ショーマ。さあ、どうぞこちらへ」

「ありがとうございます」

　瀬里奈が、スカートをつまんで、小さく腰こしをかがめたのを見て、翔馬もあわてて一礼した。

「あ、どうも……」

　その返事を聞いた瀬里奈が、翔馬をにらんで小声で言った。

「なによそれ、ちゃんとご挨あい拶さつしなさいよ！」

　翔馬は、あわててアニス女王に向かって深々と一礼した。

「お招きいただきましてありがとうございます」

　アニス女王は、あわてたように顔の前で手を振ふった。

「いえいえ、お礼を申し上げるのはこちらです。わざわざ、峡谷砦から来ていただいたわけですから。さあ、立ち話もなんです。こちらへどうぞ……」

　女王はそう言うと椅子から立ち上がり、謁見の間の奥にあるテーブルと椅子が置かれた談話室に瀬里奈と翔馬を誘さそった。

　侍女に香こう茶ちやを持ってくるように言ったあとで、アニス女王は、翔馬に向き直った。

「ショーマ殿どのの、峡きよう谷こく砦とりででの戦いぶりを、フィラメント少しよう佐さからお聞きしました。帝てい国こくの秘密兵器を見事に破は壊かいし、撤てつ退たいに追い込んだその勲くん功こうは、この王国の歴史に刻まれることになるでしょう。あなたがたお二人は、まさにこの国を救うために、神が遣つかわした英雄です！　王国の国民に成り代わり、心より感謝致します……」

　女王はそう言って、頭を下げた。

「あ、いえ、そんな、それはいくらなんでも大げさです。俺は、そんなすごいことをしたわけじゃありません……って、なんだか、初めてここに来たときも、同じようなことを言った覚えがありますけど……」

　翔馬がそう言って頭を搔かくと、女王は、再びにっこり笑った。

「ええ、私も、同じようなことを言った覚えがあります。あのとき、あなたは自分にはそんな能力は無い、買いかぶりだ、とおっしゃいましたね？　でも、私にはわかっていたのですよ、あなたが英雄になるだろうって……」

　アニス女王の言葉を聞いた瀬里奈がびっくりしたように聞いた。

「女王様って、未来予知能力もあるんですか？」

「いいえ、私にはそんな力はありません。私が持っているのは、人の心……正確には、何を考えているのか、その思考を判別する能力だけです。

　でも、この能力によって、目の前にいる人間の器量と気質がわかるのですよ」

「器量と気質？　どういうことですか？」

　わけが分からない、という顔をする瀬里奈に、アニス女王は、ゆっくりとした口調で説明を始めた。

「人間は、一つのことだけを考えているわけではありません。頭の中ではさまざまなことを同時に考えています。知的なことを考えながらもそれと同時に、お腹なかが空すいた、とか、あの女の子の胸は大きかったな、とか、そういう本能的なことも考えているわけです。

　この、頭の中に浮かぶ色々な思考の中に、理性的で知的な思考が占しめている割合が多い人物は、集中力があり、自分を律する器量があります。

　逆に、本能的な部分が多い人間は、自分の感情と欲よく望ぼうを優先する、自己中心的な人物が多いのです」

　アニス女王はそこで言葉を切ると、翔馬の顔を見て、悪いた戯ずらっぽい微び笑しようを浮かべた。

「ここで、初めてショーマ殿にお会いした時。あなたの思考は、この部屋の調度品や、香茶の中身などに対する興味と疑問で一いつ杯ぱいでした。あなたは、あのとき、ここはどこなのか、この世界の文明はどんなものなのか、そればかりを考えていました。

　若い男の子ですから、当然、私の胸とか、侍女たちの身体からだの線とかにも興味はあったようですが、そういった本能的な欲望は、ほとんど意識の表面に浮うかんでいなかったのです……」

　翔馬は、あわてて首を振った。

「あ、いや、それは当然というかなんというか……知らない世界にやってきて、そこの女王様と会うんですから、誰だれだって、自分がどうなるのか、とか、ここはどういう世界なんだろう、とかに興味が行くに決まってます。あ、この人胸が大きいな……なんて考えてる余よ裕ゆうなんかありませんよ」

「それは、ショーマ殿がそういう人間だから、そう考えるのです。世の中には色々な人がいます。公的な地位が高く、大きな責任を負っている立場の人でも、頭の中では、そういうことしか考えていない人は、いくらでもいます」

　アニス女王の言葉を聞いた瀬里奈が、憤ふん慨がいしたように言った。

「そんなスケベオヤジみたいなヤツが、なんでそんなに偉えらくなれるのかしら？」

「先ほども言いましたが、そういう人の多くが自己中心的で、自分の利益を真っ先に考えています。しかし、それは悪いことではないのです。当然といえば当然のことなのです。言い換かえれば、そういう人は自分がより多くの利益を得るための努力を惜おしみません。王国が豊かになることで自分の地位が上がり自分の利益になるなら、そういう人は、王国を豊かにするために一いつ生しよう懸けん命めい働いてくれるでしょう。ある意味、自分の利益だけで動いてくれる人の方が、使いやすいこともあるのです」

「それはそうですけど……」

　納なつ得とく行かないような顔で首をひねった瀬里奈を見て、女王はうなずいた。

「瀬里奈には、まだ、納得行かないでしょうね。でも、世の中には、有能でなおかつ善良で、損得抜ぬきで世のため人のために汗あせを流せる人ばかりいるわけではありません。そんな人間は、ほんの一ひと握にぎりです。そういった完かん璧ぺきな人間を基準にして国家を運営してはなりません。

　愚おろかで、即そく物ぶつ的で、目先の利益だけにこだわる人間であっても、その人の中に、人より優すぐれた部分があれば、それを評価し、認めなくてはなりません……人を使うというのは、そういうことです」

「みんなでしあわせになろうよ……ということですね」

　翔馬のつぶやきを聞いたアニス女王は、にっこり笑ってうなずいた。

「はい、そしてそれを可能にするのが、ショーマ殿のような、合理的に、物事を考える能力の持ち主なのです」

「どういうことでしょう？」

「ショーマ殿は、この王国に、余裕と希望をもたらしてくれた、ということです。先ほど申したとおり、人間は、誰でも自分が大事です。目の前の危機や災さい厄やくに面したとき、そこで踏ふみとどまれる人はそう多くありません。多くの人間が、持ち場を捨てて逃にげ散るでしょう。国家は人の集まりです。人々が集まり、王国の一員でいることを望むのはなぜか。それは国家の庇ひ護ごを受けることができるからです。

　国民に庇護を与あたえることができなくなればその瞬しゆん間かんに、国家は滅ほろびます。人々が逃げ散り、誰もいなくなった王宮で、私一人が残ったとしても、それは国家ではありません。

　ショーマ殿は、目の前に迫せまった危機から逃げようとはしませんでした。あなたは、自分に求められていることは何なのか、そしてそれを可能にするにはどうすればいいのか、それを常に考え、そしてそれをやり遂とげました。

　それは本能的なことしか考えない、自己中心的な価値観の人間には、為なしえないことなのです」

　黙だまったままアニス女王の言葉を聞いていた瀬里奈が、不安そうに言った。

「女王様に、そうおっしゃってもらえるのはとてもありがたいんですけど……今までのことは、まぐれ当たりかもしれません。ホントはなにもできない、ただのサバイバルオタクで、女王様のご期待に添そえないかもしれないんです……」

　アニス女王は、しばらく黙ったまま瀬里奈の顔を見ていたが、やがて、小さくうなずいた。

「なるほど、確かにそれは不安ですね。でも、ご安心なさい。そしてショーマ殿を信じてあげなさい。

　確かに、今、ショーマ殿の思考の中に、あの帝国の鉄の塊かたまりを倒たおす具体的な方法は何一つありません。しかし、こうして話している間にも、ショーマ殿の記き憶おくの中から、さまざまな方法が浮かんでは消え浮かんでは消えを繰くり返しています。

　ショーマ殿は、単に思いつくだけではありません。思いつくのと同時に、その方法が実現可能かどうかを検討しています。脳内で仮説を組み立て、さまざまな可能性を当てはめて、その思いつきは実行可能なのか、どうすれば実行可能になるのか、その試行錯さく誤ごの繰り返しという、この考え方はいわば順列組み合わせのようなもので、時間がかかるのですよ」

　翔馬は、アニス女王が自分の思考パターンを言い当てたことに驚おどろいた。

「あ……はい、言われてみれば、確かに、俺は頭のなかで、そんな風に考えを繰り返していますね……」

「へえ、ぼけーっとしてるだけみたいに見えるけど、ちゃんと考えているんだ」

「あたりまえだ！」

　アニス女王は、小さく、ふふっと笑った後で、少し真面目まじめな顔になった。

「夕刻から始まる国民会議では、峡谷砦における戦いの報告と、帝国軍がモーントーン川に架かけている橋の工事進行状じよう況きよう。そして何よりも、帝国軍の巨きよ大だい蒸気機関車に対するショーマ殿の秘策が議題となるでしょう。

　私は、会議の席で、ショーマ殿はすでにその秘策を思いついており、その秘策を打ち明けられた。と発表するつもりです」

「ウソをついちゃうんですか？」

　目を丸くする瀬里奈を見て、アニス女王はにっこりと笑ってうなずいた。

「ええ、でも、それはウソというよりも、前まえ倒だおしする、と言った方がいいと思います」

「前倒し？」

　怪け訝げんな顔をする瀬里奈を見て、翔馬が答えた。

「つまり、俺がこの先、あの蒸気機関車をやっつける方法を思いつく。ということを前提にして、先に『方法はある』と言ってしまう、ということさ。空手形を切るようなものだよ」

「そういうことです。本日これから開かれる会議の目的は、国民に、帝国との戦争に勝つ望みがあるのだと広く知らせ、国民に希望と未来を信じさせることです。

　確かに、ここで『策はある』と言えば、それは騙だましたことになるかもしれません。しかし、正直に話すことだけが、正しい結果を生むとは限りません……」

　アニス女王はそこで言葉を切ると、翔馬を見つめて悪戯っぽく笑った。

「私をウソつきにするかどうかは、あなた次し第だいです。信じていますよ、ショーマ殿……」

「うわあ、責任重大だ……ホントにやれるのかな、俺……」

「やれるのかな……じゃないの！　やるの！　やんなきゃなんないの！　これは命令……いえ、あんたの使命なんだからね！」

　思わず頭を抱かかえた翔馬に、瀬里奈が追い討うちをかけた。







[image: 第二章　クラフトの紋章　CHAPTER TWO]







　三日後。

　翔しよう馬まと瀬せ里り奈なは、ライナとミルチと共に、王国の貴き賓ひん車に乗って、クラフトの里に向かっていた。

　四頭立ての走そう竜りゆうの牽ひく王室専用の貴賓車は、以前、クラフトの里に行く時に乗った竜車よりも一回りほどゆったりとしていて、向かい合わせに三人ずつ、計六人が悠ゆう々ゆうと座れるほどの大きさがある。

　御ぎよ者しやが竜車の客室に掛かけている浮ふ揚ようの魔ま法ほうのおかげで、まったく揺ゆれることも無く、滑すべるように街かい道どうを走っていく。

　窓や扉とびらのたてつけもしっかりしているのだろう、車内には、土つち埃ぼこりがほとんど入ってこない。

　──こういうしっかりした加工は、全部職人の手によるものなんだろうな。

　やっぱり、クラフトの人たちの腕うでは、確かだ。

　対帝てい国こく用の兵器とかを作るとしたら、クラフトの人たちの協力が絶対に必要だな……。

　翔馬がそんなことを考えていると、ミルチが嬉うれしそうに言った。

「ショーマがクラフトの里に来るのは二回目だけど、前回は、来たと思ったら、すぐに帝国が攻せめて来ちゃったから、全然案内できていないんだヨね。

　また里に来るって聞いて、サフェダ爺じいちゃんたちも大喜びだヨ！　ジテンシャのことで、聞きたいことが一杯あるって！」

「俺は別に職人でもなんでもないから、あまり実用的なアドバイスはできないかもしれないぞ？」

「それでもいいヨ。ショーマはいろんなこと知っているから、それを聞くだけでも充じゆう分ぶんだヨ！　里には宿屋もあるけど、そんなところに泊とまらなくたって、うちに来ればいいヨ！　毎晩大おお騒さわぎで、きっと楽しいヨ！」

「ミルチの申し出はありがたいですけど……私は女王様から、宿しゆく泊はく代ということで、お金を預かっておりますので……」

　ライナが申し訳無さそうに答えると、ミルチは首を振ふった。

「それって、護衛の兵隊さんたちの宿泊代も一いつ緒しよなんでしょ？　だったら、兵隊さんたちは宿屋に泊まってもらって、ショーマと瀬里奈とライナはうちに泊まればいいじゃん。

　浮ういたお金は兵隊さんの食事を一品多くしてもらうとかすればいいと思うヨ。わざわざ、私らのためにここまで付いてきてくれているんだもん」

「ミルチの家って大きいの？　私たちが泊まっても大だい丈じよう夫ぶ？」

「お客さんの泊まれる部屋は二つあるヨ。ライナと瀬里奈で使えば？」

　翔馬は顔を上げた。

「え？　俺は？」

「ショーマは、私の部屋に泊まればいいんだヨ」

「そんなのダメにきまってるじゃない！」

　眉まゆを吊つり上げる瀬里奈を見て、ミルチは首をかしげた。

「なんでダメなの？」

「なんでって……翔馬は男なのよ？　女の子と同じ部屋に泊まらせるわけに行かないのは、あたりまえじゃない！　何か間ま違ちがいでもあったらどうするのよ！　ましてやこいつ、澄すました顔してるけど、何考えてるかわかんないヤツなんだから！　男はみんなオオカミだって言葉、聞いたことないの？」

「知ってるヨ、でもさ、男がみんなオオカミならば、女はメスのオオカミだヨね？　それに、ショーマとなら問題ないもんね。女王様から大勲くん章しようを授じゆ与よされた英えい雄ゆうを旦だん那なにできるなら、パパもママも大だい歓かん迎げい、サフェダ爺ちゃんなんか、孫まご娘むすめよ、でかした！　って褒ほめてくれそうだもん」

「あんたねえ……」

　ケンカになりそうな雰ふん囲い気きを察して、ライナがあわてて止めに入った。

「ミルチ、ちょっと言いすぎですよ？　翔馬様の件については瀬里奈様は冗じよう談だんが通じないと、何度も言ったでしょう？」

　ミルチは、ちょろっと舌を出した。

「えへへ、瀬里奈をからかうと面おも白しろいので、つい……」

「ほんとにもう……」

　瀬里奈は、ミルチをにらんだ後で、すっと翔馬に視線を合わせた。

「あんたも、なにをニヤニヤ笑ってるのよ！　女王様から勲章もらって、救国の英雄になった、これで、どこに行ってもモテモテだぞ……とか考えているんじゃないでしょうね？」

「そんなこと思ってねえよ！　なんだよいきなり！」

「こんなことなら、あんな勲章なんかもらうんじゃなかった。ねえ、ライナ、勲章、女王様に返してもいいかな？」

「あ、いえ、そういうわけには……それよりも、瀬里奈様……ちょっとよろしいですか？」

　ライナはそう言うと、瀬里奈を手招きした。

「なによ、言いたいことがあったら、この場で言えばいいじゃない！」

「いえ、これは、内密のお話ですので……」

　いつもと違ちがうライナの真しん剣けんな表情を見て、瀬里奈は気をのまれたようにおとなしくなって、ライナの隣となりに座った。

　ライナが両手で瀬里奈の耳を覆おおって、向かいに座っている翔馬にすら聞こえないくらいのひそひそ声で何かを話し掛けると、瀬里奈は目を丸くした。

「え？　だって……そんなわけない……え？　それが女王様の本当の気持ちなの？　やだ、ホント？　うそぉ……」

　瀬里奈の表情は劇的に変わって行った。

　不ふ機き嫌げんそうな眉み間けんの縦ジワが消え、攻こう撃げき的な目が、おどおどとした小動物のような目に変わり、青ざめた顔色は一転して頰ほおが赤く染まっている。

　やがて、ないしょ話を終えたライナが離はなれると、瀬里奈は、すっかり落ち着いていた。それどころか、上機嫌である。

　翔馬は、隣に座っていたミルチに聞いた。

「……なあ、ライナって、何か特別な魔ま法ほう使つかえたっけ？」

「ううん、経理魔法の腕はピカいちだけど、それ以外に特別な魔法を習得しているって話は聞いてないヨ？　それより、私に話しかけないほうがいいヨ。瀬里奈がまた怒おこるヨ？」

「あ、いけね！」

　翔馬があわててミルチから離れるのを見て、瀬里奈は笑った。

「大丈夫よ、ミルチといちゃついたって、もう、怒ったりしないから。そんな子供じみたことで怒るのは馬ば鹿か馬鹿しいものね」

　その、どこか余よ裕ゆうすら感じさせる微笑を見て、ミルチは目を丸くした後で、客室の窓に張り付いて、空を見上げた。

「もしかして……雪でも降ってくるんじゃないかな？」

「どういう意味よ！　要するに、私も翔馬も、アニス女王陛下から、勲章をいただいた大英雄なんだから、軽はずみなことはできないってこと！　翔馬も、あの勲章の重みをじっくり考えた方がいいわよ？」

　瀬里奈が言っているのは、三日前、王宮で開かれた国民会議の前に行われた式典で、アニス女王から瀬里奈と翔馬に授与された大勲位英雄褒ほう章しようと呼ばれる、大変栄えい誉よある英雄勲章のことである。

　王宮で開かれた国民会議は、王族や領主だけでなく、広くさまざまな階層と職業団体の代表も参加する、一年に一回開かれるアンゼリカ王国の伝統行事だった。

　会議が始まる前に、恒こう例れいとなっている褒賞式典が開かれ、その席上で、瀬里奈と翔馬に対し、この王国において最も功労があったものに贈おくられる大勲位英雄褒章が授与されたのだ。

　本来ならば、この勲章は、引退するまで勤め上げた将軍や、技能職の長などに贈られるものであり、年若い、ましてや異世界から来た瀬里奈や翔馬が授与されるようなものではない。

　だが、授章に先立ってアニス女王は、峡きよう谷こく砦とりでにおける戦いで、帝国軍が持ち込んだ鉄製の秘密兵器が、翔馬のアイディアによって作られた自転車と投石機、そして瀬里奈が作り出した液体窒ちつ素そによって破は壊かいされたことを告げ、これは、瀬里奈と翔馬なくしては成し遂とげられなかった英雄的行こう為いであり、さらに、たとえ帝国軍の巨きよ大だい蒸気機関車が峡谷砦に迫せまろうとも、それは翔馬の編み出した秘策によって、必ず撃げき破はされるであろう、と続けた。

　そして、アニス女王は、満面の笑えみを浮かべて、会議の出席者を見み渡わたして、スピーチにこう付け足した。

「今、ここで、その秘策を述べることはできません。しかし、私はショーマ殿どのの秘策を知っています。それは、私たちがいまだかつて、見たことも経験したことも無い、驚きよう異いの方法です。

　帝国に勝つ方法は、あります！　信じましょう、信じて待ちましょう。私が胸を張って皆みな様さまに言えることは『待て、そして希望せよ！』ということだけです」

　アニス女王のスピーチは、満場の拍はく手しゆをもって迎むかえられ、その後の会議は楽観的な雰囲気を残したまま進められた。

　フィラメント少しよう佐さの峡谷砦における戦いの報告と、偵てい察さつ部隊が確かく認にんしてきた帝国の現状報告が行われた後、会議では、王国が持つ戦力の確認と、戦時体制が続いた場合、予備役えきの動員やクラフトの参戦に伴ともなう戦力の維い持じは可能か、食しよく糧りようなどの生産予測量と備び蓄ちく量、補給路の整備、竜車の調達などの戦線を支える兵へい站たん能力の確認、などが行われ、王国は帝国に屈くつしない。という議決を国民の総意として採さい択たくし、終わった。

　そして、一夜明けると、翔馬は、すっかり有名人になっていた。

　瀬里奈に召しよう喚かんされて、この世界にやってきた異世界人であるということは広く知られていたが、帝国との戦争において卓たく越えつしたアイディアで劣れつ勢せいを撥はね除のけた中心人物だということは、王宮の中でも限られた人間、特に軍の関係者だけが知っており、一いつ般ぱんの人々にまで周知されていなかったのだ。

　だが、国民会議で、翔馬の名前が一気に広まったのである。

　王都の市場に出ればあっという間に人が集まってくる。王宮の中でも、常に注目の的になっている……という状態に、翔馬は悲鳴を上げた。

　動物園のパンダみたいな、こんな状態では、とても考えがまとまらない……とアニス女王に訴うつたえて、王宮を出る許可をもらい、ミルチの誘さそいに乗って、クラフトの里に逃にげ出した、というわけである。

　翔馬は、窓の外に広がる田園風景を眺ながめながらぼやいた。

「勲章かあ……俺の暮らしていた平成の日本じゃ、勲章なんて、全然興味なかったし、マスコミもそんなに騒さわがないから、大したものじゃないと思ってたけど。なんだかすごいことになってるよなあ……」

　ライナが、あたりまえです。と言わんばかりにうなずいた。

「大勲位英雄褒章の受章者には、王国から、家一いつ軒けんを建てて使用人を雇やとっても十分に暮らしていけるだけの年金と、男だん爵しやくの爵しやく位い称しよう号ごうが贈られます。ですから、瀬里奈様も翔馬様も、正式に肩かた書がきをつけてお呼びするなら、男爵閣下という称号をつけてお呼びしなければならないわけです」

「男爵？　私女の子なのに、男爵になるわけ？」

「男爵の爵位を持つ女性は『女男爵』英語では『バロネス』と言うんだ。ちゃんと存在するんだよ」

　ミルチが悪いた戯ずらっぽく笑った。

「年金がもらえるってことは、ショーマと一緒にいれば、一生食いはぐれない、ってことだヨね？」

「そういうことです。結けつ婚こんすれば、身分は男爵夫人ですし、世の若い女性が、翔馬様に群がり寄って来るのも、当然といえば当然かもしれません」

「王宮を抜ぬけ出して正解ね。女の子に囲まれて、鼻の下伸のばしてたんじゃ、帝てい国こくの蒸気機関車をやっつける方法なんか思いつくわけ無いもの。翔馬には、静かな環かん境きようで集中力を高めてもらって、一発逆転の方法を思いついてもらわなきゃならないんだから」

　翔馬はため息をついた。

「なんだか、締しめ切りに追われた作家が、温泉旅館にカンヅメにされにいくような気がしてきた……」

「何をのんびりしたこと言ってるのよ、責任重大なんだからね！」

「わかってるよ……クラフトの里に着いたら、俺達の世界で使われていた対戦車砲ほうみたいなものが作れないかどうか、色々試ためしてみるつもりさ」

「たいせんしゃ……ほう？」

　きょとんとした顔になった瀬里奈を見て、翔馬は、もう一度小さくため息をついた。

「戦車は知ってるよな？」

「うん、ブルドーザーに大砲乗っけたような格好してるヤツでしょ？」

「そうだ、帝国軍の蒸気機関車は、いわば蒸気で走る戦車みたいなものだ。俺たちの世界の戦争では、さまざまな兵器を使って、戦車をやっつけてきたんだ。その方法を再現できれば、あの蒸気機関車をぶっ潰つぶすことができる、というわけさ」

「ふーん、よくわかんないけど、まるっきり当てが無いってわけでもないのね」

　瀬里奈はそう言うと、少し安心したように微笑ほほえんだ。




　クラフトの里に到とう着ちやくした瀬里奈と翔馬たちの馬車は、あっという間にクラフトたちに取り巻かれた。

　里の住民たち総出なのだろう、女性や、年寄り、そして子供たちまで交じって、花を振ふって大だい歓かん迎げいである。

「なんか、すごいな……前回とは比べ物にならない歓迎振りじゃないか」

「そりゃそうだヨ、だって、今の瀬里奈とショーマは王国の英えい雄ゆうなんだもの」

「勲くん章しよう一つでずいぶんと違うんだな……」

「勲章じゃないヨ。結果だヨ。瀬里奈とショーマは帝国軍を撃げき退たいしたって結果を出したから、みんなが称たたえてくれるんだヨ。勲章はその目印みたいなものだヨ」

「ミルチって、意外とシビアなんだな……」

「クラフトの一族は合理的だからネ。機械ってのはちゃんと動いて結果を出さなくちゃ意味が無いでしょ？　どんなに理論や能書きが立派でも、実際に動かなけりゃ意味が無い。それと同じだヨ」

　そう言って屈くつ託たくのない微笑を浮うかべるミルチを見て、翔馬は思った。

　──なんでも魔ま法ほうで解決してしまうこの世界の考え方には今一つなじめなかったけど、クラフトの人たちと話が合うのは、こういった合理主義的な考え方が、俺たちの世界のテクノロジーに似ているからなんだろうな……。

「ちょっと、翔馬。そんなところでぼんやりしてないで、早く荷物降ろすの手伝ってよ！」

「あ、ゴメン」

　瀬里奈に声を掛かけられた翔馬は、あわてて竜りゆう車しやの荷物入れに駆かけ寄った。

　荷物入れの扉を開けていると、後ろでミルチの声がした。

「爺じいちゃん！　ただいまーっ！」

　見ると、サフェダ長老と、その家族らしい迎えの人々の一団に、ミルチが飛びついていた。

　クラフトの里の人々は、男も女も背格好に、さほど差が無い。みんな、中肉中背で血色が良く、にこにこ笑っている。

　ミルチが抱だきついているサフェダ長老と、その隣となりにいる四十歳くらいの男の人は顔が似ている。きっとミルチの父親なのだろう。そして父親の隣には、おそらくミルチの母親なのだろう、ミルチが三十歳を過ぎたらこんな風になるんだろうなあ、という雰ふん囲い気きの女の人がいる。

「ねえ、ショーマたちを、うちに泊とめてもいい？　客間空いているヨね？」

「おお、そういうことじゃろうと思って、準備してあるぞ！　王国の英雄ご一行様に泊まっていただけるとは名めい誉よなことじゃな」

　ミルチは、くるり、と振り向いて翔馬たちに手を振った。

「ショーマ！　瀬里奈！　大だい丈じよう夫ぶだヨ！　うちに泊まりなヨ！　と、いうわけで、荷物は、私の家まで運んでね！」

「わかったよ」

　翔馬はそう言うと、竜車の客室の後ろにある荷物入れから大きな旅行カバンを取り出した。




　翔馬の仕事は、この日の午後から始まった。

　集会所にクラフトの里の職人たちが集まって、翔馬が説明する、さまざまな武器の概がい念ねんを聞き、それを再現したものを実際に試作して実験するのだ。

　集会所の大広間に集まった職人達の前に立った翔馬は、ホワイトボード代わりの石板に、チョークで図面を書きながら説明した。

「帝国軍の大型蒸気機関車は、峡きよう谷こく砦とりでの戦いのときに俺達が破は壊かいしたヤツと基本的な構造は同じです。ただ、あれの四倍ほどの大きさがあるというだけのことです。でも、その大きさと重量そのものが武器なんです。あれほどの大きさの鉄の塊かたまりが突とつ進しんしてくれば、木造石積みの峡谷砦の城じよう壁へきや城門は、簡単に破壊されてしまうでしょう。

　こいつを、どう無力化するかについて、皆みなさんと相談したいと思います。

　それでですね、こいつの呼び名なんですが、今までこいつのことを『蒸気機関車』と呼んできましたが、それだと、先日皆さんと一いつ緒しよにぶっ壊こわした、あの小型のヤツと混同しやすいので、これからは蒸気戦車と呼びたいと思います」

「蒸気……せんしゃ？」

「せんしゃってのは、どんなものかね？」

　怪け訝げんな顔をするサフェダ長老たちを見て、翔馬は、簡単に戦車の絵を書いて見せた。

「戦車というのは、俺の世界にある、あれと同じような鉄で作られた巨きよ大だいな兵器で、こんな形をしています」

「あまり似ておらんようじゃが？」

「ええ、俺たちのいた世界の戦車は蒸気機関ではなく、石油……地下から湧わき出す油のことなんですけど、こいつを燃料にして動く機関を使い、車輪じゃなくて無限軌き道どうで動くんです。機関で動く大きな鉄の塊、という部分では同じですね」

　翔馬の説明を聞いていた、職人の一人が手を挙げた。

「その、無限軌道というのは、どんなものかね？　車輪では無い、そのチェーンみたいなものが、その、無限軌道ってヤツなのか？」

　翔馬は、石板にロウ石で、無限軌道の図を描かきながら説明した。

「はい、自転車のチェーンと原理は同じです。チェーンのコマ一つ一つに、幅はば広ひろい板をつけてそれを車輪のように回して、進むのです。接地する部分が広いので、泥どろや雪のような、車輪では進めない場所でも進むことが出来ます」

「ふむ、面おも白しろい構造だが、これを回すとなると、かなりの力が必要になりそうだな」

「車輪よりも転がり抵てい抗こうが高そうだ」

「はい、俺の世界では、もっぱら重量物を動かすときや、不整地で物を運ぶ時に使われていました。戦車は鉄の塊で、めちゃくちゃ重いので、この無限軌道を使わないと、車輪では、地面にめり込んでしまって進めないのです」

「そういえば、わしらがぶっ壊した帝国の蒸気機関車は、幅の広い鉄の車輪を付けていたな……あれは、そういう理由だったというわけか」

　翔馬はうなずいた。

「はい、蒸気戦車は、このボイラーと呼ばれる円えん筒とう形の部分に水を貯ため、石炭を燃やして蒸気を発生させています。いわばあれ全体が巨大な湯ゆ沸わかし器きなのです。内部の水の重さだけでもかなりのものになると思われます。その重さは、欠点であるのと同時に利点にもなります。動き始めた蒸気戦車は、ちゃちな障害物などでは、足止めできないでしょう」

「重ければ重いほど慣性も大きく作用する、というわけじゃな……」

「はい、慣性力はその物体の重量の二乗に比例する。という慣性力の法則が働きますから」

　翔馬が、さらりと、慣性力の法則を口にすると、その場にいた職人たちが一いつ瞬しゆん静まり返った後で、口々に騒さわぎ出した。

「ちょっと待ってくれ、今、ショーマ殿どのが言った、その『慣性力は、物体の重量の重量の……』とか言うのは、それは本当か？」

「法則……ということは、どんな物にも共通の真理なのか？」

　翔馬は驚おどろいた。

「え？　うわ、この世界では『慣性力の法則』が知られていなかったんですか？　慣性力の法則なんてのは、周知の事実で、いわゆる受験の暗記項こう目もくの一つに過ぎないと思っていたんですけど……」

　そこまで言ってから翔馬は気がついた。

　──あ、そうか、この世界には、魔法が普ふ通つうに存在するんだ。魔法で物理法則がどうにでもなっちゃうとしたら、そんな法則なんか、まったく研究されてこなかったのかもしれない。

「えーとですね、今、俺が言った慣性力の法則というのは、魔法の影えい響きようが一いつ切さい無い状態では、そういう作用が起こる、という意味です。この世界が、魔法以外は俺の世界と同じならば、物体がどんな重さであれ、どんな材質であれ、この法則は変わりません」

　翔馬の言葉を聞いたクラフトの里の職人たちは、互たがいの顔を見合わせてしきりに感心したようにうなずいた。

　やがて、サフェダ長老が口を開いた。

「わしらは、経験則でなんとなく、そういう風に動く、ということは知っておったが、それを計測し、法則を見つけ出し、真理として記録する。ということをして来なかった。

　この国で、学者、と言えば、それは魔法学の学者だけじゃ。魔法の及およばぬ、魔法とは縁えんの無い物事について、研究したり、実験したり考えたりするものはおらなかった。

　魔法の恩おん恵けいが及ばぬ場所でも、機械によって魔法と同じことができるのなら、そのための魔力を違ちがうことに使えるはずじゃ。

　ショーマ殿の知っている、そういった法則や、定理をすべてわしらに教えて欲しい。わしらはそれを記録し、書物として末永く伝えたいと思う。どうじゃな？　ご教示願えるかな？」

　翔馬は、あわててうなずいた。

「ええ、俺の覚えている限りの知識をお教えします。この世界には存在しない物や、再現できないこともあると思いますが、共通する物もあるでしょうし、もし、この世界に無くとも、代用品になる物もあるかもしれませんから……」

「おお、それはありがたい！　ショーマ殿の知識の素す晴ばらしさは、あのジテンシャの説明を聞いたときに、わかりました。『ぼると』と『なっと』の仕組み、それをつくる『旋せん盤ばん』という物の存在。

『たいや』をつくっている『ごむ』と呼ばれるあの弾だん力りよくのある素材が、植物の樹液を集めて酸を加え、固まらせたものに硫い黄おうを入れて加熱することで作られる、という話。

　ショーマ殿は、自分が持っているものを、どうやって作るのか、どうしてそう動くのか。それを説明できる人間ですじゃ。そしてそれは、わしらクラフトの一族と同じなのですじゃ！

　自分が使う物が、どういう物なのか、どうやって作られるか、それを知らぬ、それに興味を持たぬクラフトは、この世におりません。わしらは、それを誇ほこりとして生きてきたのです……」

　サフェダ長老は、集会所に集まっているクラフトの職人達に振ふり向いて言った。

「わしは、ショーマ殿を、名誉クラフトとして、クラフトの紋もん章しようを授さずけようと思う。みんなはどう思う？　反対の者はおるか？」

　その場にいる職人達は口々に賛同の声を上げた。

「いや、異存は無いぞ！　ショーマ殿は我らとともに最前線で戦った戦友だ！」

「十年一日のごとく同じものばかり作っていた我々に、ジテンシャという、まったく新しい概念を教えてくれたのはショーマ殿だ！」

「それを言うなら共通の規格、という概念もそうだ！　規格統一のおかげで、作業時間が素晴らしく短縮された！」

「それは、ネジを作るのに長たけたものが、ネジをつくり、細かい鍛たん造ぞうが得意なものがチェーンやギヤを作るようになり、分業が進んだおかげでもある！　生産性の向上の恩恵をもたらしてくれたのはショーマ殿だ！」

　サフェダ長老は満足そうにうなずくと、翔馬に向き直り、懐ふところからミスリルで作られたキラキラ光るメダルを取り出した。

「里の者には異存が無いそうじゃ。どうじゃ、わしらの仲間……クラフトの一員になってくれんかの？」

　翔馬は考えた。

　──ここでクラフトの一員として認められることで、俺になにか不都合はあるだろうか？

　この先、対戦車用の兵器を実用化するのに、この里の人たちの力が絶対に必要だ。それに、クラフトの人たちの考え方は、魔ま法ほうの代わりにテクノロジーの発達した俺の世界の考え方とよく似ている。

　俺の知識を役立ててもらえるのも嬉うれしい……と、考えると、断る理由は無いよな。
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　翔馬は、サフェダ長老に向かって、頭を下げた。

「わかりました。謹つつしんで、クラフトの紋章を受け取らせていただきます」

　サフェダ長老は、翔馬に近づくと、背せ伸のびをして、首にメダルのリボンを掛かけた。

　職人たちが拍はく手しゆする中で、サフェダ長老は、晴れ晴れとした顔で言った。

「これで、ショーマ殿は、このクラフトの里の一員じゃ！　この里のあらゆる場所は、そなたに開かれた！　すべての工こう房ぼう、すべての炉ろ、すべての鍛か冶じ場がそなたと我らの共有物であり、そこに一切の秘ひ儀ぎは無い！

　そなたがミスリルを鍛きたえしとき、里はその向こう鎚づちを叩たたくであろう。そなたがミスリルを鋳い溶とかすとき、里はそのふいごを踏ふむであろう。我らクラフトは、鋳い型がたのごとく隙すき間ま無く、その内部を熱き希望で満たし、その成果はミスリルの輝かがやきとともにこの世に生まれ出るであろう！　汝なんじの鎚にクラフトの女め神がみの恩恵のあらんことを！」

　サフェダ長老の言葉が終わるのと同時に、誰だれかが叫さけんだ。

「祝しゆく宴えんだ！　酒を持って来い！」

　集会所の中が、わあっと盛り上がった。

　事前に準備ができていたのだろう。その歓かん声せいととともに、集会所の扉とびらが開いて、女の人たちが、料理を山盛りにしたお盆ぼんや、ビールやワインらしい樽たる、そして大きなマグカップを持って、入ってきた。

「さあ、祝しゆく杯はいじゃ！　王国の英えい雄ゆうショーマ殿が、我がクラフトの一員となった、その祝いじゃ！」

　作戦会議は、あっという間に、宴えん会かいになだれ込んだ。

　──まあ、こうなるんじゃないかって気はしていたんだ。クラフトの連中って、根が陽気でくよくよしない、ストレスは飲んで騒いで吹ふっ飛ばす。というタイプの人間なんだよなあ……。

　まあ、いいか、あせっても仕方ない、今日は歓かん迎げい会かいだと割り切って、明日あしたから本格的にやるとするか。

　実に嬉しそうに料理を食べて、豪ごう快かいに酒を飲み始めたクラフトの里の職人たちを見て、翔馬は、胸の中で一回ためいきをつくと、宴会の輪に加わった。

　サフェダ長老の隣となりに座らされた翔馬の前には、ミートパイや、肉を揚あげたものに甘あま酢ずのような匂においのするソースをかけたもの、ハチミツのようなシロップをかけたパンケーキなどが盛られた大皿が並んでいる。

　どれもこれも美味うまそうだ。

「さあ、ショーマ殿、何でも自分で好きなものを取り皿に取ってお召めし上がりください。作法なんぞ気にしなくて結構。好きなものを好きなように食って、みんなで楽しむのがクラフト流礼れい儀ぎ作法です」

「あ、そうなんですか、じゃあ、この唐から揚あげみたいなヤツと、ミートパイを……」

　翔馬は大皿の脇わきにあるトングで料理をいくつか取り皿に取った。

「飲み物はなにがいいですかな？　ワイン、エール、なんでもありますぞ？」

「あ、いえ、俺はまだ未成年ですので……お酒はちょっと……」

　サフェダ長老は、きょとん、とした顔になった。

「未成年であることと、酒を飲むこととの間に、どのような関係が？」

「未成年の飲酒は法律で……って、あ、そうか、ここは別世界だから関係ないのか……」

　翔馬は怪け訝げんな顔をするサフェダ長老に、目の前のマグカップを指差して言った。

「俺の世界では、二十歳はたち未満の人間に酒を飲ませることは禁止されていまして……お酒って飲んだことが無いんですよ……もしよろしければ、ジュースかお茶をいただければ嬉しいんですけど……」

「おお、そういうことでしたら、今用意させます。おい、誰か、ショーマ殿に、ジュースを持って来てくれ！　ワインにする前のヤツだ！」

　サフェダ長老の声を聞いて、宴会が開かれている隣の部屋から、ミルチの母親が、首の長い陶とう器きの壷つぼを二つ持ってやって来た。

「はい、これ、ワインにする前のブドウのジュース。甘酸っぱくて美味おいしいわよ。子供達の大好物」

　ミルチの母親の言葉を聞いたサフェダ長老は笑った。

「王国を救った英雄でも、まだ酒と女には縁が無いようですな」

「ええ、どういうわけか、昔からどっちも縁が無いですね」

　サフェダ長老の目が光った。

「ほう……昔からとおっしゃられましたか、では瀬里奈様とは？」

「ああ、あいつは友人の妹でして、俺のことは用心棒ぐらいにしか思っちゃいませんよ、いわば、俺は、あいつの使い魔みたいなものですしね……そう言えば瀬里奈たちの姿が見えませんが……」

　そう言ってあたりを見回した翔馬に、サフェダ長老は、ミルチの母親が出てきた隣の部屋に続く扉を指差した。

「ああ、瀬里奈様たちは、あっちで、里の女たちがもてなしておる。この里では宴会をするときは、男女別々なのじゃよ。

　男は、女がいると虚きよ勢せいを張っていいところを見せたがる。女もそれは同じじゃ。本音で気き兼がねなく話すには、こっちの方が良い。家庭円満の秘ひ訣けつじゃ」

　そう言って笑うサフェダ長老の顔を見て、翔馬は、なんとなく、そんなものかもしれないな……と思った。

　宴会が始まって少し過ぎた頃ころ、四十歳くらいの、気の良さそうな風ふう貌ぼうの職人が、ミスリルで作られた筒つつのような物を持って、翔馬のところにやってきた。

「長老とお話が盛り上がっているところに割り込んで、申し訳ありません。私はこの里でミスリルの鍛造を主にやっておるマルケンと申す者ですが、ちょいとショーマ殿どのにおききしたいことがございましてな」

「あ、はい、なんでしょうか？」

「よろしいですか？　えーとですな、私は峡きよう谷こく砦とりでの戦いで、敵の蒸気砲ほうを破は壊かいする部隊におったのですが、破壊した蒸気砲の構造に興味がありまして、里に戻もどってから、あれの模型を作ってみたのですよ……こいつなんですが」

　マルケンと名乗ったその職人はそう言うと、手に持ったミスリルの筒を差し出した。

　直径は三センチくらい、長さは四十センチくらいある、その筒はずっしりと重かった。「えーとここが、こう、開くようになっていまして、ここに弾たまを込めて、蓋ふたを閉じて、ネジで締しめ付け、蒸気が漏もれないようにして、この、後ろから鍋なべで沸わかした蒸気を送り込んだんですが、まったく飛ばないのですよ、どこがいけないんでしょうねえ？」

「鍋から蒸気を送ったというのは、もしかして、沸ふつ騰とうした鍋に蓋をしてそこからパイプで蒸気を送った、ということですか？」

「ええ、そうです」

　翔馬は、原因に気がついた。

「それでは飛びません。圧力が違ちがうんです」

「圧力と言いますと？」

　翔馬は模型の蒸気砲の後部を指差して言った。

「砲そのものは、これでいいと思います。薬室も、ちゃんと密閉できるようになっています。問題は、この砲に装そう塡てんした弾の下に送り込む蒸気圧なんです、ふつうに鍋でお湯を沸かして発生した蒸気を送り込んでも、常に同じ量の水蒸気が発生するだけです。

　蒸気圧で砲ほう弾だんを飛ばすには、発生した蒸気を溜ためて、圧力を上げてから、一気に薬室……つまり装塡した弾の下の部屋に送り込まなくてはなりません。蒸気機関車の円えん筒とう形の胴どう体たいの上に、ドーム上の突とつ起きが出ていますが、あそこが、その蒸気を溜めておく場所です。蒸気機関車は、厚い鉄板をリベットで繫つないで作られていますからかなり高い蒸気圧に耐たえられます」

　マルケンは、ぽん、と膝ひざを叩いた。

「なるほど！　高圧の蒸気を一気に送り込まねばならない、ということでしたか」

「鋳い物ものをつくる時に、炉に空気を送り込む、ふいご、がありますよね。あれで大量の空気を一気に押し出せば、その勢いで小石とかを吹き飛ばせますよね？　それと同じように、高圧の気体を一気に筒の後ろから送り込むことで、エネルギーを筒の前に集中させて、筒の中に置かれた弾を遠くまで飛ばす、というのが、大砲や銃じゆうの原理ですから」

　翔馬の言葉を聞いていたサフェダ長老が聞いてきた。

「……ということは、蒸気でなくとも、たとえば空気でも、圧縮して圧力を上げておけば、弾丸は飛ばせる。ということですな？」

「はい、俺の世界ではそれを空気銃と呼んでいます。しかし、空気を溜めておく部分が大きくなるのと、空気を圧縮する手段が必要なので、小さな弾丸を撃うつことしかできません。

　ですから俺の世界では、火薬という薬品を使う方法を考え出しました。火薬というのは火をつけると、あっという間に燃え上がり、大量の燃ねん焼しようガスを出します。その火薬を、この部分に入れて……」

　翔馬はマルケンが持ってきた模型の蒸気砲の、底の部分を指差した。

「この蒸気を入れる穴を塞ふさいで、代わりに小さな穴を開け、弾を入れて、火薬に点火すれば、火薬が一気に燃焼して、轟ごう音おんとともに目に見えないほどの速さで弾丸が飛び出します。俺達の世界では、ごくありふれた武器です。

　硬かたく鋭するどい形状の弾丸と、威い力りよくの強い火薬を使うと、厚い鉄の板でも貫つらぬくことができます。つまり戦車を破壊することもできる、そういう砲を対戦車砲と呼んでいます」

　翔馬のまわりに集まって、話を聞いていたクラフトの職人達から驚おどろきの声が漏れた。

「戦車を破壊するだって？　そんな威力、どうやって出すんだ？」

「確かに、ミスリルとアダマンタイトの合金は、鉄よりも硬い弾丸を作ることも出来るだろう。だが、その弾丸に、厚い鉄板を貫かん通つうさせるだけの力を与あたえることができるのか？」

「魔ま法ほうでぶつけるのはどうだ？　魔法を使って運動エネルギーを与えれば、弾丸そのものはただのミスリルとアダマンタイトの塊かたまりだから、鉄に近づいてもエネルギーは無力化されないぞ？」

「いや、魔法の力で飛ばしても、その速度は手で投げつけているのとほとんど変わらない、とても貫通させるだけの速度は出せない」

　一人の職人が翔馬に聞いた。

「火薬というのは、つまり、爆ばく発はつを筒の中で起こして、そのエネルギーで弾を飛ばすもの、ということですな？　その火薬の代わりに爆発魔法を使うことはできませんかね」

　翔馬が答えるより早く、隣にいた職人が答えた。

「爆発魔法ってのは、狙ねらいをきっちり決めて、視線の先に魔力を集中させて、爆発を起こすものだ。筒のような、中が見えていない場所では爆発を起こさせることは出来んな」

「では、こう、覗のぞき窓のような物をつけてだな……」

「その、覗き窓から爆風が噴ふき出してきて危険なことになるに決まっているじゃないか」

「弾丸を飛ばすには、火薬が一番いいのだろうけど、火薬は手に入らない。だから帝てい国こくはその代わりに蒸気を使ったのだろうな……」

「なんとかして、遠えん距きよ離りから、あの鉄の塊を破壊できる方法はないものかな……」

「火薬と蒸気に代わる、第三の方法、そいつを思いつければいいんですけどね。もしくは対戦車砲以外の方法があれば」

　翔馬の言葉をきっかけに、宴会の座は、どうやって蒸気戦車を倒たおすか、というアイディアの発表会になって行った。

「敵の蒸気戦車は鉄でできており、一いつ切さいの魔法が無力化される。しかし、魔法によって冷やされた空気や、魔法によって飛ばした石などが、鉄の影えい響きようを受けないのは、先日の戦いで確かく認にんしたとおりだ。そこでだ。俺は巨きよ大だいゴーレムによる、丸石作戦を提案する」

「丸石作戦？　なんじゃそりゃ」

「峡谷砦の地形を利用するんだ。あらかじめ、岩を削けずり出して、この部屋ぐらいの巨大な球形の石を作る……」

「その石を転がして、帝国軍の蒸気戦車にぶつけようってわけか。敵の魔法使いが方向を変えちまうから無む駄だだぞ」

「そこでだ、敵の蒸気砲の弾丸と同じことをこっちもやればどうなる？　敵の蒸気砲の撃ってきた弾丸は石製で、防ぼう御ぎよ用の魔法を無力化するために鉄の帯が巻かれていた。

　峡谷砦の魔法使いが、狙いを逸そらせようとしたけど無駄だった。つまりだ。丸石に鉄の帯を巻くんだ。そうすれば敵の防御魔法も役に立たない」

　自信満々に言うその職人に、一人が聞いた。

「ちょっと待て、その鉄バンドを巻いた丸石を転がすのはゴーレムか？」

「あたりまえじゃないか、そんなクソ重い丸石は、ゴーレムじゃなきゃ動かせない」

「鉄バンドを巻いた丸石に魔法で動くゴーレムが近づいたらどうなると思う？」

「あ……」

　丸石のアイディアを出した職人が、目を見開いたのを見て、周りにいた年上の職人が、笑った。

「ラクスは、いつも詰つめが甘い」

「お前は思い込みが強すぎるんだ。いいアイディアが浮うかんだら、そのまま突つっ走ってしまう。利点だけを見て欠点を見ない。あ、これはいいぞ！　と思ったら、そこで立ち止まって、一回そのアイディアを疑え」

　まわりのオヤジ連中から、ツッコミを入れられている、ラクスという名前の若い職人に、翔馬が話しかけた。

「でも、大きな丸い石を坂の上から転げ落とす、という手は使えますね。魔法で阻そ止しされないように鉄バンドを巻くというのもいい。問題は、ゴーレムが使えないという点ですけど、こうすればどうでしょう？」

　翔馬は自分の取り皿に、大皿の肉団子を四つほど取り分けて、持ち上げて見せた。

「この肉団子が、鉄バンドを巻いた丸石だとします。こうやって並べて、こっちから……こう、丸太のようなもので、ゴーレムに押させればいいのです。鉄に近づかなければゴーレムは動くわけですから。材木で足場を組んで、太い丸太を上から吊つって、こう、手前に引いて、ブランコのように振ふり、丸石に当て、叩たたき出す、というのはどうでしょう？　丸石が重力にひかれてだんだん加速するのではなく、初速を与えておくのです」

　翔馬はそう言いながら、並べた肉団子をフォークで、つんつん、と押した。

　その光景を見ていた職人達は盛り上がった。

「ああ、それはいいな。速度が乗ればそれだけダメージも大きい」

「問題は、石の加工だな、小さいものなら量産は利くが、大きなものだと時間がかかる。ましてや鉄の加工となると、今までの設備は使えん。新たに鉄を精せい錬れんする炉ろと圧あつ延えんの設備を作らねばならない、そっちの方が時間を食いそうだ」

「我々の魔法炉のある仕事場に鉄分を持ち込むわけにはいかんからな……」

「こうやって考えてみると、思いついたアイディアとそれを実際に行うこととの間に存在する問題に、気がつけるかどうか、というのも重要な部分なのだなあ」

　サフェダ長老は、翔馬に聞いた。

「ショーマ殿の世界では、戦車と戦う方法として、先ほどおっしゃられた対戦車砲以外の方法はあるのですかな？」

「そうですね、簡単なものとしては、対戦車壕ごう、というものがあります。要するに落とし穴ですね。大きな穴を掘ほって、そこに戦車を落として動けなくするのです。

　でも、これは敵の進軍を一時的に遅おくらせることはできますが、決定打にはなりません。落ちた戦車を引き揚あげる時間と、穴を埋うめる時間を稼かせぐだけの効果しかありません」

「なるほど、確かに戦車そのものは無傷ですからな……」

「あとは、火か炎えんびん、というものがあります。これも実に原始的な武器でして、こういうワインとかを入れるびんに、よく燃える油のような液体を入れて、布などで栓せんをして、その布に火をつけて投げつけるのです。戦車の車体にびんが当たって割れ、可燃性の液体が広がって燃えることで、戦せん闘とう不能にするものですね」

　翔馬の言葉を聞いて、ラクス、という若い職人が怪け訝げんな顔になった。

「戦車ってのは、鉄でできていますよね？　油が燃え上がったって鉄は燃えませんよ？」

　翔馬はうなずいた。

「ええ、鉄は燃えません、でも乗って操縦している人間は鉄でできているわけじゃありませんから」

「あ、そうか、操縦する人間がいなければ、動かせないってわけか」

「しかし、その火炎びん、とやらは、よほど近づかないと無理だな。蒸気戦車のまわりは、帝国兵が固めているから、近づくのは難しい……」

「やはり遠距離から破は壊かいできる方法を編み出さないといけませんな……」

「こうやって考えると、実に厄やつ介かいですな、あの帝国の蒸気戦車とやらは……」

　翔馬はうなずいた。

「ええ、この世界は魔法を基準に物事が考えられています。そこに、魔法の通用しない鉄製の武器が持ち込まれたのですから、対たい抗こう策を考えるのが難しいというのは無理も無いことだと思います。でも、鉄でできていようが、ミスリルでできていようが、そんなのは金属の違いでしかありません。熱を与えれは軟やわらかくなりますし、とことん冷やせば脆もろくなります。衝しよう撃げきを与えれば曲がりますし、硬く尖とがったもので突けば穴が開きます。そう考えれば、なんとかなるんじゃないかと思いますけどね」

　翔馬の言葉を聞いた職人達はうなった。

「うーん、魔法が通用しない、というだけで、手も足も出ない、と考えてしまうのは、やはり我々が魔法の世界に生きているからなのだろうな……それは、魔法の外から来たショーマ殿どのならではの、言葉だな」

「うむ、実に新しん鮮せんで驚かされる。さあ、ショーマ殿、どんどん飲んで、食べてくだされ！　わしらにできることはなんでもさせてもらおう！」

　そう言ってサフェダ長老が注いでくれたブドウのジュースを一口飲んだ翔馬は、思わず声を上げた。

「あ、これ、美味おいしいですねえ」

「おお、お口に合いましたか、それは良かった！　これはクラフトの里で栽さい培ばいしているブドウを搾しぼったものでしてな、糖度が高く一級品ですのじゃ。クラフトの里のワインは、このジュースから造られるので、これまた一級品でしてな、王家御ご用よう達たしでもある。ささ、遠えん慮りよせずに、どんどんお飲みください」

　翔馬の世界、つまり、現代日本で流通しているぶどうジュースは、ほとんどが、濃のう縮しゆく果か汁じゆう還かん元げんか、もしくは糖類を加え加熱して殺さつ菌きんされている。

　ブドウの果実の表面には、酵こう母ぼが付着しており、搾しぼったジュースは、何もしなくても発はつ酵こうが進んで酒になってしまうので、加熱して殺菌し糖分を加えて酸味をやわらかくして、流通させるしかないのだ。

　搾りたての新鮮なブドウの果か汁じゆうは、搾ったその場でしか飲むことはできない。

　翔馬は、取り皿に取った、唐から揚あげの甘あま酢ずあんかけ、のような料理を口に放り込んだ。

　──美味うまい！

　唐揚げは、衣ころもがかりっとしており、上にかかっている甘酢は、果実の酢を使っているのだろう、オレンジの風味がさっぱりとして美味い。

　鶏とり肉にくは、嚙かみ締しめると肉にく汁じゆうが溢あふれ出てくる。

　──そうだよ、俺はこういう、惣そう菜ざいっぽい食い物が食いたかったんだ。

　王宮で食べている食事も美味かったけど、俺には、ちょっと上品過ぎて、いつも物足りなかった。

　ガツンと来る脂あぶら、甘あま辛からい濃こい味付け。俺みたいなガキには、会席料理みたいなのより、こういうジャンクな食い物の方が美味いんだ！
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　西に傾かたむいていた夕日が、完全に地平線の向こうに落ちた。

　太陽の姿は無いが、まだ西の空は明るく、クラフトの里は、夜でも夕方でもない微び妙みような暗さと明るさが混じった夕ゆう闇やみに包まれていた。

　翔馬は、その夕闇の中を、どこかおぼつかない足取りで、ミルチの家まで戻もどって来た。

　集会所の大宴えん会かいは、まだ続いている。

　どちらかというと、日が落ちてからが本番なのだろう。歌を歌う声やそれに合いの手を入れる声が、賑にぎやかに集会所の外まで聞こえてくる。

　──悪いけど、俺はもう限界だ……。

　翔馬は、トイレに行く振りをして、そーっと集会所を抜ぬけ出したのだ。

　気分は最悪だった。意識はしっかりしているつもりなのだが、身体からだの平へい衡こう感覚がおかしくなっている。

　ふらつく足でミルチの家にたどり着いた翔馬は、そのままリビングにある長なが椅い子すに倒たおれこんだ。

　勧すすめられたビールとワインを断って、ジュースとお茶を飲んでいたのだが、どうやらジュースの中にワインが入っていたらしく、頭がくらくらする。

　ミルチの家の人たちは全員宴会に行ってしまっているのだろう。家の中は静まり返っていた。

　翔馬がリビングの長椅子に倒れこんでしばらくしたとき、玄げん関かんから誰だれかが入って来た。

　それはミルチだった。

「ショーマ！　どうしたんだ？　飲み過ぎたのか？」

「いや、酒は飲んでいないよ……未成年だしね。でも、なぜか気分が悪くなっちゃって……ジュースにワインが混ざっていたのかもしれない……」

「ジュースって、ブドウのジュース？」

「ああ、そうだよ、ブドウの味がした。甘くて美味しかったから結構な量飲んだんだけど……」

「クラフトの里のぶどうジュースって、ブドウを搾ってそのままにしてるヤツだからネ。酵母が生きていて、放っておくとみんなワインになっちゃうんだヨ。きっとショーマが飲んだのは、ワインになりかけのヤツだったんだと思う」

「え？　殺菌してないの？」

「うん、あの、お酒になりかけの生ジュースとワインの間の風味が美味しいんだヨ」

「……知っていれば飲まなかったのに」

「ショーマが、こんなにお酒に弱いとは思わなかったヨ」

「弱いも何も、飲んだことが無いからなあ……あー、それ聞いたら急にくらくらしてきた。天てん井じようが回っているみたいだ」

　ミルチは心配そうに顔をのぞきこんできた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　部屋で休む？」

「いや、ちょっと起き上がれそうにない……酔よいが醒さめたら動けるようになると思うから、しばらくこのままでいいよ」

「わかったけど、今、家に誰もいないから火の気が無いんだヨね……全員宴会に行っちゃってるから……私も台所の大おお鍋なべ取りに来ただけで、戻って手伝わなきゃならないんだ。日が落ちると寒くなるから、毛布持ってくるヨ！」

「悪いな……」

「いいからいいから、気にしないでって！」

　ミルチはそう言い残すと、とんとんと階段を上がって、二階の自分の部屋から毛布を持ってくると、長椅子に寝ねている翔馬の身体に掛かけた。

「これでどう？　大丈夫？」

　毛布からは、ふわりといい匂においがした。

「ありがとう、なんだか安心する……」

「上から何か一枚掛けるだけで、暖かさが違ちがうからネ！　じゃあ、私、お母さんの手伝いしなくちゃならないから……ごめんネ！」

「ああ、毛布を持ってきてくれただけで充じゆう分ぶんだ、ありがとう……あ、そうだ、瀬里奈には言わないでくれ、あいつが聞くときっと大おお騒さわぎするから、かえって休めなくなりそうだ」

「うん、絶対大騒ぎするヨね！　わかった、瀬里奈にはナイショにしておく！」

　ミルチは、そう言い残すと、大きな鍋を抱かかえて家から出て行った。きっと次の宴会料理を作るのだろう。

　──日本でも、昔は結けつ婚こん式しきとかお葬そう式しきには、あんな風に隣となり近きん所じよが集まって、家々のお母さんたちがみんなで料理を作って、宴会をやってたらしいけど、このクラフトの里も同じようなものなんだな……。

　それにしても、クラフトの一族って、身体は小さいけど、すげえ食うし、酒もがぶがぶ飲むし、めちゃくちゃパワフルだよなあ……でっかいハンマー振ふるって金属を鍛たん造ぞうしているから、すげえ筋肉質だし。

　峡きよう谷こく砦とりでで、帝てい国こくの蒸気砲ほうぶっ壊こわした時も、あのアダマンタイトの斧おので、ガッツンガッツン叩たたいて、あっという間に鉄製の蒸気機関車と蒸気砲、バラバラにしちゃったものなあ……いくら液体窒ちつ素そぶっかけて、脆くなっているとはいえ、人力であんなことできるのは、クラフトの一族だけじゃないのかな……。

　──待てよ？　あのアダマンタイトの斧は、ミスリルとの合金を作って、それを鍛造してさらに硬かたくして作る……って言っていたよな……ってことは、アダマンタイトの鍛造弾だんが作れれば、戦車の装そう甲こうを貫かん通つうする徹てつ甲こう弾の代わりになるかもしれない。

　と、なると……問題は、どうやって、その徹甲弾を撃うち出すか……だよなあ。

　長椅子に寝転がって、毛布をかぶっている翔馬の頭の中に、さまざまな考えが浮うかんだ。

　──帝国と同じように、蒸気砲を作って、蒸気圧で撃ち出してもいいけど、鉄の車体を貫通できるだけの初速が出せるのか？　やってみる価値はあるけど。蒸気発生用のボイラーから作るとなると、大変な作業だ。

　──空気砲……も蒸気砲と似たようなものだよな。空気を圧縮する装置から作らなきゃならないけど、俺はコンプレッサーの仕組みについては詳くわしくないし、そもそもクラフトの技術力で気密性の高いエアタンクを作ることができるんだろうか？　パッキングは、ゴムに似た樹じゆ脂しを使えばなんとかなるだろうけど……。

　──投石機……は問題外だ。あれは放り投げるための道具であって、砲ほう弾だんが落ちる重力を利用して、相手を破は壊かいするものだ。巨きよ大だいな弾だん丸がんを放り投げれば、蒸気戦車にダメージを与あたえることはできるだろうけど、そんな巨大な弾丸を投げることのできる投石機なんて物を作るとしたら、それはもう、土木工事になってしまう。

　重力を利用して質量の大きな弾丸でダメージを与えるなら、昼間、宴会でラクスって人が言っていた、大きな丸石を坂道の上からゴロゴロ転がしたほうが早い。

　大きな設備もいらないし、手軽に作れる……効果は薄うすいけど。

　あ、いや、蒸気戦車に対しての効果は薄いけど、蒸気戦車に随ずい伴はんして行動する騎き兵へいや歩兵には効果的かもしれない。特に心理的に、かなり効果があるんじゃないかな？

　直径二メートルくらいの大きな丸い石が、何十個も、すごい速度でごろんごろん地じ響ひびきたてて転がってきたら、誰だってパニックになる。

　ラクスという人が言っていたように鉄の帯を巻いておけば、魔ま法ほうで止めたり進路を変えたりはできない。

　こいつは使えるアイディアだな、戦車を破壊するのは無理だけど、併へい用ようすることで相乗効果があるような気がする。

　と、なると、問題は蒸気戦車か……。

　徹甲弾は、なんとかなる。まわりの随伴歩兵もなんとかなりそうだ。問題は、徹甲弾を高速で撃ち出すエネルギーだ。

　火薬が存在しないこの世界で、使えるのは、圧縮された気体。それと重力……だけか。

　ゴムがあれば巨大なスリングショットを作って……とかできるけど、そのゴムが無い。似たようなものはあるけど、とても弾丸を撃ち出すことができるような復元力は無い。

　……と、なると、弾丸にエネルギーを与える、気体、重力、に代わる第三の方法をなんとしてでも思いつかなくちゃいけないってことか……。

　どうすればいいんだろう？　俺が知ってるのは、火薬を使った銃じゆうのメカニズムだけだ。それ以外の方法なんか知らない。

　高校生の、ミリタリー・サバイバルオタクには、これが限界なのか？

　いっそのこと、どっかに穴あな掘ほって隠かくれちまうか……ほとぼりが冷めた頃ころ出てきて……いや、きっとその後が悲ひ惨さんだ。裏切り者の末路は目に見えている。

　瀬里奈の泣き顔と、女王様の悲しむ顔は見たくない……。

　翔馬は、毛布を頭までかぶった。

　視界が暗くなると、酔いも少し治まるようだ。

　やがて、頭の中に浮かぶさまざまな考えが、すこしずつあいまいになってきた。

　──ああ、俺は今、寝ようとしているんだな……。

　そう考えたのを最後に、翔馬は眠ねむりに落ちて行った。




　どれくらい寝たのだろうか。

　翔馬が目を覚ましたとき、リビングは、ライトの魔法の掛かったランプの灯あかりで照らされていた。

　窓の外はすっかり日が落ちて真っ暗だ。

　上半身を起こした翔馬は、自分の首を伝わる汗あせの感かん触しよくに、思わず顔をしかめた。

　──うわ、寝汗かいちゃった、気持ち悪い……。

　ミルチが掛けてくれた毛布が暖かいのはいいけど、酔っ払ぱらって寝てたから寝返りとか打てずに、それで汗をかいてしまったんだろうな……。

　翔馬は毛布を簡単に畳たたむと、部屋の中を見回した。

　まだ、誰も帰っていないのだろう。ミルチの家は静まり返っていた。

　──さて、どうするかな？　部屋に戻ってもいいけど、もう眠くないし、宴会に戻って酔っ払ったクラフトの職人さんたちと会うのは勘かん弁べんだ。間ま違ちがいなく酒を勧められるだろうし、これ以上は断るわけにはいかない。ぶどうジュースも勘弁して欲しい。

「と、なれば、とりあえず風ふ呂ろだな……」

　翔馬は独り言をつぶやくと、起き上がった。

　ミルチの家に戻もどって来たときのような、ふらつきはないが、まだ、頭の芯しんの方に、ずん、とした重さを感じる。

　──さて、風呂に入る前に、自分の部屋に行って、着き替がえを持って来ようか……いや、めんどくさいし、今は一秒でも早く、この汗を流したい。

　なに、誰もいないし、風呂上がりにパンツ一丁で歩き回っても大丈夫だ。誰かが帰って来ても、急いで部屋に飛び込めばなんとかなるさ。

　翔馬はそんなことを考えながら、風呂場に向かった。

　ミルチの家は、代々里の長老として、このクラフトの里をまとめてきた、名家だった。

　今は、ちゃんとした宿屋ができたが、宿屋ができる前は、里で生産するさまざまな工具や部品を買い付けに来る商人や役人は、みんなこの家に泊とめていたそうだ。そのため、いくつもの客室と、大きな風呂場があり、ちょっとした民宿みたいな造りになっている。

　翔馬は、脱だつ衣い場で服を脱ぬぐと、それを籠かごに入れて、脱衣場に置かれたサイドテーブルの上に置いた。

　──ここに着替えを置いておけば、誰だれかが後から来ても、俺が入っているということに気がつくはずだ。

　瀬里奈たちの誰かと、風呂場でばったり、なんてことになったら、大騒ぎだものな。

　翔馬は、クラフトの里に着いて、ミルチの家にお邪じや魔ましたときのことを思い出していた。

　長旅で、砂すな埃ぼこりを浴びているだろうから、まずお風呂に入ってはどうか？　とミルチの親父おやじさんに勧すすめられたとき、風呂の順番でモメたのだ。

　瀬里奈は最初「翔馬の後に入りたくない」と主張した。だが、翔馬が「じゃあ、俺が後に入るよ」と言うと、今度は「私たちが入った後のお風呂に浸つかって、ニヤニヤ笑っていそうで不愉ゆ快かいだ」と言い出したのだ。

「なんだよそれ！」

「女の子が入った後のお風呂のお湯に浸かって、変なこと想像しながらニヤニヤ笑ってるあんたの顔が思い浮かんだだけよ！」

「そんなの、お前の想像じゃないか！　俺がそんな変態に見えるのか！」

「うん！」

　瀬里奈は、翔馬の反論を一言で切って捨てた。

「俺の後でもイヤだ！　俺の前でもイヤだ！　じゃあどうすればいいんだよ！」

「わかんないわよ、そんなの！」

　言い返した瀬里奈に、ミルチはニヤニヤ笑って答えた。

「じゃあ、二人一いつ緒しよに入ればいいじゃん！　それなら文句ないでしょ？」

「大ありよ！」

　瀬里奈と翔馬の言い合いを聞いていたミルチの親父さんが、助たすけ舟ぶねを出してくれなけりゃ、どうなることかと思った……。

　翔馬はそんなことを思い出しながら、用意されていた大き目の身体からだを洗う布を持って浴室に入った。

　こっちの世界には、タオルが無い。タオルというのは、よく見ればわかるが、結構複雑な構造の織物であり、織しよつ機きが発達していないこの世界では、まだ、誰もタオルのような布を発明していなかった。

　浴室には湯船が二つあった。一つは五人くらい入れそうな大きなもの、もう一つは、二人がやっとというほどの小さなもの。

　今は両方にお湯が張られているが、本来は小さいほうは冷水が満たされている。

　ミルチの家の浴室には、蒸むし風呂が併へい設せつされており、この小さな浴よく槽そうは、蒸し風呂から出た後に、身体を冷やすためのものなのだ。

　翔馬は、まず、温水のシャワーを浴びた。

　寝汗でベトベトしている首筋が、すっきり洗い流されていく。

　お湯が流れ出るシャワーの口を眺ながめて、翔馬は思った。

　──このお湯は、里の裏山の沢さわの水をタンクに貯ためて、それを里の中央にある大きなミスリル精製炉ろの周りに埋うめ込まれたパイプに通して温めているそうだ。

　ミスリル加工の精せい錬れん炉は、魔法の力で、常に熱く保たれていて、冷えることが無い。

　このお湯はパイプで里のすべての家に送られていて、どの家でもお湯が使い放題だそうだ。

　こういう給湯システムを、誰が考え出したのか知らないけど、魔法の代わりに地熱を使うと考えれば、それは温泉と同じなのかもしれない。

　そんなことを考えながら、翔馬がシャワーを浴びていた……その時。

　家に、ミルチの母親が戻って来た。

　長なが椅い子すに寝ねていると聞いていた翔馬の姿がないのに気がついた母親は、辺りを見回して、浴室から響ひびいてくるシャワーの音を聞いて、納なつ得とくしたようにうなずいた。

　そして脱衣場のドアを開けて、目の前のサイドテーブルに置かれた籠の中の翔馬の脱いだ服を見て、小さくうなずくとそのまま籠を持って行ってしまった。

　翔馬は知らなかったが、ミルチの家では、汚よごれて洗せん濯たくしてもらう衣類を籠に入れて、そこに置くのがいつものことだったのだ。

　まさか、今、シャワーを浴びている翔馬が、風呂上がりに着る着替えを持って来ていない、などということは、思ってもみなかったに違ちがいない。

　後から誰かが来ても、気がつくように、と配はい慮りよした自分の行動が裏目にでたことなど、露つゆ知らぬまま翔馬はシャワーを止めると、浴室を見回した。

　──さて、どうするか。お湯に浸かるか、それとも蒸し風呂で汗を流すか……。

　そう言えば、早く酔よいを醒さますには、サウナに入って汗を流すといい、ってのを、何かで読んだような気がする。

　泥でい酔すい状態でサウナに入るのは自殺行こう為いだけど、今の俺の状態なら大だい丈じよう夫ぶだろう。

　翔馬は厚手の手ぬぐいのような布を腰こしに巻くと、扉とびらを開けて、蒸し風呂に入った。

　蒸し風呂の部屋は狭せまく、板張りの壁かべと床ゆか、そして木製のベンチが置かれている。

　部屋の隅すみっこに、大きな壷つぼのようなものが置かれており、そこから強い熱気が伝わってくる。

　壷の脇わきには、水の入った桶おけと、そしてその水に浸ひたされた木の枝。

　──あ、これ、見たことがある。確かこうして使うんだ。

　翔馬は、水に浸してある木の枝を持ち上げると、壷に向かって振ふった。

　壷は焼けており、降りかかった水は一いつ瞬しゆんで蒸発した。

　枝を水に浸けて振る、というのを、何度か繰くり返すと狭い部屋の中は、あっという間に熱い蒸気で満たされた。

「うひゃあ、こりゃあすごい！　汗がどんどん出てくる！」

　ベンチに座った翔馬が、そうつぶやいた時。脱衣場のほうで声がした。

　それは瀬里奈たちの声だった。

「面おも白しろかったですねー！」

「ミルチのお母さん、料理上手ねえ、私も教わろうかしら？」

「いくつかは、ミルチも作れるよ？　お城に帰ったらミルチが教えてあげるヨ！」

　翔馬は一瞬あせったが、すぐに思い直した。

　──いや、大丈夫だ。脱衣場には俺の脱いだ服が置いてある。それも一番目立つところに。あれを見れば、俺が今、風呂に入っていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。まさか入ってくることは無いだろう……。

　だが、その翔馬の期待は、あっさりと裏切られた。

　浴室のドアが開き、瀬里奈たちが入って来たのだ。

　蒸し風呂の入り口には、中を確かく認にんできるように、小さな窓がついている。

　その窓の外を、白い肌はだが三つ通り過ぎて行った。

　──うわ、やばい！　あいつら、何で入ってくるんだよ！　何で気がつかないんだ！　馬ば鹿かじゃねえのか？

　翔馬の脇の下と額から、一気に汗が噴ふき出した。それは熱さによる汗ではなかった。

　ざあっとお湯が流れ落ちる音がした。

「思いっきり頭からお湯をかぶると気持ちイイよネ！」

　ミルチの声だ。

　シャワーの音に混じって、瀬里奈の鼻歌が聞こえてくる。

　──くそう、リラックスしやがって……こっちは地じ獄ごくだっていうのに！

　翔馬は、だらだらと汗を流しながら、歯を食いしばっていた。

　出て、行きたかった。

　ドアを開ければ、この炎えん熱ねつ地じ獄ごくから逃のがれられるのだ。

　だが、それは更さらなる地獄への入り口だ。

　翔馬の脳内を『土ど壇たん場ば瀬せ戸と際ぎわ崖がけっぷち』とか『前門の虎とら、後門の狼おおかみ』とか『袋ふくろのネズミ』などのフレーズがぐるぐる回っていた。

　浴室からは、楽しそうな会話が聞こえてくる。

「あーやっぱいいわねー足が伸のばせるお風呂って！」

「ミルチに感謝ですわね」

「だから言ったでしょ？　うちに泊まればいいヨーって！」

「だって、こんな気持ちのいいお風呂があるなんて知らなかったんだもの……そう言えば、翔馬のヤツ、大丈夫かな？　宴えん会かい抜ぬけ出して、リビングで寝てたんだって？」

「うん、ワインになりかけのジュースで酔っ払ぱらって、椅子で寝てたヨ」

「それって、私たちも飲んでたアレでしょ？　なんか、ふわっと来る風味があったけど、あれって発はつ酵こうしてたんだ……私はちっとも酔っ払ってないけど、翔馬って意外とお酒弱いのかも」

「まあ、大酒飲んで暴れるような酒さけ癖ぐせの持ち主よりはよっぽどマシだと思いますわ」

「確かにネ。鈍どん感かんなようだけど、結構細かいことに気がつくし、意外と気が弱いのかもしれないヨ！」

「確かにね、昔からそういうところあるかもしれない……結構昔のこと気に病やんでるからね、あいつ……」

「その……肩かたの傷のことですか？」

「うん、私はちっとも気にしてないし、元はと言えば自分のせいなんだから仕方ないと思ってるんだけど、あいつは、一生跡あとが残る傷を負わせたって思い込んじゃってるんだよね……ホント、馬鹿みたい」

「でも、それって、責任感の裏返しですよ。大事に思ってるからこそ、責任を感じているんじゃないんですか？」

「まあね、そう思えればいいんだけど、あいつ、誰にでもきっと同じくらい責任感を持ってるんだよ。私だけ特別ってわけじゃないと思う……」

　ざあざあ、とお湯が流れる水音に混じって、聞こえてくる瀬里奈たちの声は、熱ねつ中ちゆう症しようになりかかっていた翔馬の耳には、もう、ほとんど届いていない。

「ねえ、昼間、お風ふ呂ろの順番で瀬里奈が文句言って、こっちのお風呂に私たちが入って、あっちにショーマが入ることになったじゃない。ショーマは約束守ったと思う？」

「うーんどうでしょう？　アレはほとんど、瀬里奈様の言いがかりのようなものでしたから……」

「言いがかりってなによ！　あんたたち気にならないの？　自分の入ったお湯に、あいつが入って、ニヤニヤ笑ってる姿思い浮うかべたら……」

「それって、瀬里奈のヤキモチだヨ、きっと。瀬里奈だけが入ったお湯に、ショーマが入るって考えたら、気にならないんじゃないの？」

「そんなこと！　……ない……と思う」

　自信無さそうに瀬里奈がつぶやいたその時、翔馬は目の前が真っ暗になり始めていた。

　──ダメだ、死ぬ……このままでは死んでしまう。

　翔馬は立ち上がって、蒸し風呂のドアノブに手を伸ばした。

　──たとえ、地獄でも……評判が地に落ちても……死ぬよりはマシだ。

　俺は……どんな責め苦を負ってもいい……生きていたい！

　そして、ドアノブに手を掛かけたとき、翔馬の意識が、すうっと遠くなった。

　ぐらり、と傾かたむいた身体は、そのままドアに当たり、ドアが、ばたん、と開いた。

　翔馬の身体は、そのまま浴室に転がった。

　きゃあああああ！

　悲鳴。

「なんで、あんたがここにいるのよーっ！」

　罵ば声せい。

「こ、こ、この、ド変態男ぉおおおっ！　成敗してやる！　地獄に落ちなさい！」

　なにやら早口で呪じゆ文もんを唱える声。

「ああッ！　瀬里奈さま！　止やめてください！　お風ふ呂ろ場ばで電でん撃げきは……」

「きゃあああ！　私らも感電しちゃうヨ！」

　悲鳴と、そして、電撃。

　──馬鹿、身体からだが濡ぬれているところで、電撃魔ま法ほう使うヤツがあるか……。

　びくん！　と自分の身体が跳はねる感覚をどこか遠くで感じながら、翔馬の意識は闇やみの中なかに消えて行った。

　その、意識が消える一瞬に、翔馬の頭の中に、何かがひらめいた。しかし、そのひらめきが何だったのか、思考する前に、意識は消えた。




　気がつくと、翔馬は、リビングの天てん井じようを見上げていた。

　──あれ、ここはどこだ？　俺は、何でここにいるんだ？

　そこは、ミルチの家のリビングの床だった。

　風呂場で倒たおれ、電撃を食くらったところまでは覚えている……あのあと、どうなったのだろう。

　俺が風呂に入っているところに、瀬里奈たちが入って来たのだ。あれは不ふ可か抗こう力りよくだと言っても、きっと信じてもらえないだろう。

　英えい雄ゆうの評判は地に落ち、俺は変質者として一生後ろ指を指されるに違いない……。

　そのとき、視界にミルチの顔が入って来た。

「あ、気がついたみたいだヨ！」

「ほうっておけばいいのよ、そんなド変態！」

　瀬里奈の声がした……やっぱり怒おこっている。

「瀬里奈様、今回のことは、翔馬様が先にお風呂に入っていたことに気がつかなかった私に責任があります……ミルチのお母様が、洗せん濯たく物ものだと思って翔馬様が脱ぬいだ服を持って行ってしまったとはいえ、やはり、私が先に浴室を確かめればよかったのです……申し訳ありません」

「ライナには責任なんかないわよ！　こいつ、私たちが来るのを知って、蒸むし風呂に隠かくれていたんだから！　きっと蒸し風呂の中からじっと私たちを覗のぞいていたに違いないわ！」

「覗いてなんかねえよ。そんな元気あるもんか！　こっちは早く出たいし、出れば騒さわぎになるし、どうしようかと思いながら必死に蒸し風呂の中でガマンしていたんだぞ！」

「どうだか……見なさいよ、ライナの手！　この騒ぎで、お風呂場で倒れて手首捻ねん挫ざしちゃったんだから！　これもみんなあんたのせいなんだからね！」

「それは、瀬里奈がお風呂場で電撃魔法なんか使ったから……」

「ミルチは黙だまってて！」

　──やっぱりこいつ、風呂場で電撃魔法使いやがったのか。きっと、そのショックで自じ爆ばくしやがったに違ちがいない。

　そこまで考えたとき、翔馬の脳内に、風呂場で意識を失う寸前に、ひらめいたことが浮かび上がってきた。

　──待てよ？　俺はさっき、気を失う前に何かすごく大事なことをひらめいたんだ。なんだっけ？　確か、瀬里奈の電撃魔法について……だったような気が……。

　次の瞬しゆん間かん、翔馬はがばっと上半身を起こした。

「そうだ！　電撃だ！　電撃魔法だ！」

「なによ、電撃電撃って！　また食らいたいの？　いいわよ？　何発でも食らわしてやるから！」

　翔馬はそのまま立ち上がると、瀬里奈に駆かけ寄って、その手を握にぎった。

「いいぞ！　電撃魔法は電気だ！　電気があれば、徹てつ甲こう弾だんを飛ばせる！　気体でも重力でもない、第三のエネルギーだ！　お前の電撃を使って、レールガンをつくればいいんだ！」

　そう言って、翔馬が握った瀬里奈の両手をぶんぶん、と振ったとき。

　腰こしのあたりを締しめ付けていた何かが、ふわりと緩ゆるんだ感覚があった。

「きゃあああ！」

　目を落とした瀬里奈が悲鳴を上げる。

　見ると、翔馬の腰に巻いてあった布が床ゆかに落ちていた。

「え？　あ？　あれ？」

　立ち尽つくす翔馬の目に、真っ赤になった瀬里奈の顔と、右手の握りこぶしが大写しになった。

「こ、この、ド変態野や郎ろうぅうううううっ！」

　瀬里奈の叫さけび声と、衝しよう撃げきと激痛を残して、翔馬は再び意識を失った。
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　レールガンの模型が完成したのは、それから四日ほど過ぎた頃ころだった。

　集会所の中にある工こう房ぼうで、組み立て終わったそいつは、両手を広げたほどの長さのある、二本のミスリルの棒だった。

「なにこれ？　レールガンとか言うから、何かすごいハイテクの複雑な武器かと思ったら、ただの棒じゃない！」

「そうさ、レールガンの仕組みは、実に単純なんだ。電気を通す二本の棒と、そこに流す電気さえあれば、その上に乗っけた金属製の弾だん丸がんを飛ばすことができる。フレミングの右手の法則って知ってるか？」

　翔しよう馬まの問いに、瀬せ里り奈なは怪け訝げんな顔で答えた。

「フラミンゴの右手？　フラミンゴに手は無いわよ？　鳥だし……」

「フラミンゴじゃねえ、フレミングだ。こういうヤツだよ」
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　翔馬は右手の親指を立て、人差し指を前に伸ばし、中指を直角に右に曲げた。

「中指が電流の流れる方向、人差し指が磁界の方向、親指が導体の動いた方向だ。この右手の人差し指をこう、下に向けると親指が前を向く。つまり二本の金属棒の間に導体を置いて電流を流せば、導体は前に動き出す。ということさ」

　瀬里奈は、翔馬が作って見せた右手の形と同じものを作って、指の方向を色々変えていたが、すぐに手を開いて、肩をすくめた。

「なんだかよくわかんないけど、要するにこの棒に電流を流すだけで、上に乗っけた弾丸が飛んでいくってことね？」

「要約しすぎだけど、まあ、ひとことで言うとそういうことだな」

「電気はどこから持ってくるの？　発電機とか、無いでしょ？」

　翔馬は瀬里奈を指差した。

「ああ、電源はお前な」

「へ？」

「お前の電撃魔法が、このレールガンのエネルギー源になる。頑がん張ばって発電してくれ」

「人を電気ウナギ扱あつかいしないでよ！」

「別に電気ウナギ扱いしているわけじゃない。レールガンを撃うつには、かなり強力な電流が必要なんだ。この世界で、強力な電流を発生させる方法は、お前の電撃魔法以外に無いんだ。

　そもそも、お前の使える電撃魔法ってのは、どんな風にして電撃を相手に食くらわせているんだ？」

　瀬里奈は、両手を顔の前で合わせて、ちょっと考え込んだ。

「えーとねえ、説明するのは難しいんだけど、まず目標を決めるわけよ。そこに電撃を食らわせたい！　って思う場所ね。んでもって呪文を唱えると、周りからエネルギーが集まってくるの。そのエネルギーを炎ほのおにすれば、集まってきたエネルギーはファイヤーボールになるし、雷かみなりにすれば電撃になるわ。爆ばく破はをイメージする呪文なら、爆発が起こるってわけ」

「ずいぶん簡単だな……」

　瀬里奈は怒ったように腰こしに手を当てた。

「複雑な魔法の概がい念ねんとか、呪文の構成とか、魔法を使える人間じゃないと理解できないだろうから省略しただけよ！　どんな複雑なことだって、過程を省略して結果だけ見れば簡単に見えるに決まってるじゃない！」

「そう言われてみればそうか。鉄を焼いて叩たたけば、日本刀が作れると言えば簡単だけど、誰だれでも簡単にできるってわけじゃないものな」

「そういうこと。で？　私は何をすればいいの？」

　翔馬は、作業場の中に立てられたミスリル製のてるてる坊ぼう主ずのようなものを指差した。

「電撃魔法の電流がどんな風に流れるのか、確かく認にんしたい。あの金属の端たん子しに電撃魔法を掛かけてみてくれないか？　弱いやつでいいから」

「いいわよ、下がってて」

「ちょっと待ってくれ、飛ばす弾たまを乗せる」

　翔馬は、二本のミスリル棒に近づくと、その端はしっこに、野球のホームベースのような形の金属片へんを乗せた。

「瀬里奈の電撃魔法の電流が、上手うまくこの二本のレールに流れれば、この弾丸が、飛んで行って、あの重ねた毛布の真ん中に命中するはずだ。こいつは実験用の弾丸だから、飛ぶことを確かめるために、こういう形をしているけど、本番の時は、先の尖とがった徹てつ甲こう弾だんを使うつもりなんだ……飛んでくれればいいけど」

「電気が流れれば飛ぶんでしょ？」

「理論上はな……確信はもてないから、まずは模型で実験さ。さあ準備はできた。電撃魔法を頼たのむ！」

「わかったわ！　下がってて」

　瀬里奈はそう言うと、右手を頭の上に上げて、目を閉じ、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始めた。

「暗くら闇やみと暗雲を切り裂さく雷らい撃げきの精せい霊れいよ。我が求めに応じ、その青白き刃やいばを我が意と為なすものの上に振ふるい、閃せん光こうとともにそのものを地に伏ふせ、戦せん慄りつさせよ！　蒼雷アル・槍撃ギーニン！」

　呪文の詠唱を終えるのと同時に、瀬里奈は、目の前にあるミスリルのてるてる坊主のような電極を指差した。

　ばりばりばりばりぃっ！

　次の瞬しゆん間かん、何も無かった空間から、轟ごう音おんとともに稲いな妻ずまのような青白い閃光が電極に向かって飛んだ。

　稲妻が、そのまま電極に吸い込まれた、と思うのと同時に。

　バン！

　という音と火花が二本のミスリルの棒の間に走り、その五メートルほど先に置かれた毛布の真ん中が、ボスッ！　という音を立てて凹へこんだ。

「おお！　飛んだぞ！」

「本当に飛んだ！」

「電撃の力で、物を飛ばすことができるというのか！」

「信じられん！　魔ま法ほうではないのか？」

　周りで実験を見守っていたクラフトの職人達が、興奮したように声を上げて、わっと集まってきた。

　黒く焦こげて、表面が溶とけ、電気溶よう接せつ特有のオゾンの臭においのする白い煙けむりが立ち昇のぼっている二本の金属棒を指差して、職人達は驚おどろいたように言葉を交かわした。

「見ろ、ミスリルが溶けておる！　あの火花は、このミスリルの棒が溶けたときのものだったのか！」

「魔法炉ろと同じだけの温度に達したということか？」

「電撃魔法など、せいぜい人を麻ま痺ひさせることくらいしかできんと思っておったが……」

　だが、弾丸が当たった厚く重ねた毛布のところに行って、弾丸を取り出してきた翔馬は浮うかない顔だった。

「何かあったの？」

　翔馬は瀬里奈の問いに答えず、逆に聞き返してきた。

「瀬里奈、今の電撃は、いつもの半分くらいか？」

「え？　ああ、さっきの電撃魔法？　二十分の一くらいよ？　それがどうかしたの？」

「ああ、見た目は派手だけど、意外と速度が出ていないから、ひょっとすると電圧は高いけど電流量が少ないのかもしれないと思ってね……」

「電流量？」

　怪訝な顔をする瀬里奈を見て、翔馬は説明を始めた。

「電気には電圧と電流っていう二つの概念があるんだ。電圧は何百ボルトと言われているもので、電流は何十アンペア、みたいな呼ばれ方をしている。

　何万ボルトの電圧を食らったら黒こげだ、みたいな言い方をするけど、電圧がいくら高くても電流量が少なければ実はたいしたことは無い。冬場にセーターを脱ぬぐと、パチパチッと静電気の火花が散ったり、車に乗ろうとドアに触さわって指先にバチン！　と来ることがあるけど、あのときに飛ぶ火花の電圧は数万ボルトもあるんだ」

　瀬里奈は目を丸くした。

「数万ボルト？　ホントに？」

「ああ、でも電流量、つまり火花とともに動く電子の量はすごく少ない、一ミリアンペアも無いくらいだから、ちょっと痛いくらいにしか感じないんだ。

　そして、この動く電子の量がレールガンの推進力になる。小さな弾丸なら問題ないが、蒸気戦車のボイラーを打ち抜ぬくだけの大きさの弾丸に力を与あたえるには、もっと電流量を多くして、加速させるためのレールの長さも必要なんだ……」

　難しい顔のままそうつぶやいた翔馬を見て、瀬里奈が言った。

「原因がわかっているのなら、解決する方法だってあるはずよ。今日のこれって、実験なんでしょ？　それも、第一回。上手くいかなくてもあたりまえだったはずよ？

　だけど、私の電撃魔法で、弾丸は飛んで行った。それで十分じゃない！　それ以上なにを望むのよ、最初から満点出さないとダメなんてことは無いんだから、レールガンが使えるってことを素す直なおに喜びなさいよ！」

　瀬里奈の言葉を聞いた翔馬は、はっとしたように顔を上げた。

「そうか、そうだよな……目標は遠いけど、とりあえず最初の一歩は成功した。この方法はいけるってことがわかったんだから、それを喜ばないとな……過程を省略して結果だけ望んでも上手く行くわけ無いんだ」

　翔馬は自分に言い聞かせるようにそうつぶやくと、レールガンの金属棒に群がっているクラフトの職人たちに向かって言った。

「さあ、もう一度飛ばしてみよう。レールを磨みがいて煤すすを落としてくれ！　電流が上手く流れないと推進力が落ちるんだ」

「わかった。おい、ヤスリを持ってこい！　磨き布もだ！」

　クラフトの職人たちは一いつ斉せいにレールガンに群がった。

　翔馬は、毛布の中から回収した弾だん丸がんを調べた。

　二つのレールにまたがるために、ホームベースのような形をしている弾丸は、レールに接せつ触しよくしていた部分が黒く焦げ、溶けて溶岩のようになっている。

　──黒くなっているのは、プラズマ化した金属のせいだ。電極が溶けているのは、流れた電流が推進力として弾丸を押し出しながら接触面を高温にしたからだ。

　この溶よう融ゆうと、加速のバランスを上手く取らないと、高初速にならないんだろうな……。

　千メートル離はなれたところにある鋼鉄製のボイラーに穴を開けるには、レールガンの出力もそうだけど、硬かたくそして重い弾丸が必要になる。

　そいつを高速で撃ち出し、ちゃんと狙ねらえるだけの命中精度を出せて、初めて実用できる。

　先は遠いけど、何回も試射試験をやって、安定性を高めなくちゃ。

　翔馬は、レールガンのレールを磨いている職人たちに言った。

「表面の煤と溶けた金属を削けずり落としたら、それだけで結構です。二回目の試射を行います。標的を用意してください。次は出力を少し上げますので、毛布の間に木の板を入れてください、弾頭の形状も変えてみます」

　翔馬は、そう言うと、Ｔ字型の弾頭を二本のレールをまたぐように乗せて、レールガンから離れた。

「よし、試射二回目！　アークの火花を直接見ると目に悪い、遮しや光こうメガネを持っていない人間は、火花を直視しないでくれ！」

　クラフトの職人達が、黒いレンズのメガネを掛けたのを確認して、翔馬は瀬里奈に言った。

「よし、電撃魔法を頼む。今度はさっきの二倍の威い力りよくだ」

「わかったわ、下がってて！」

　瀬里奈はそう言うと、呪文の詠唱に入った。

　そして呪文を唱え終わり、電極を指差すと、さっきよりも明るく、音の大きな閃光が、電極に向かって放たれた。

　次の瞬間。

　バン！

　破は裂れつ音と閃光が二本のレールの上を走った。

　そして、五メートル前方に置かれていた毛布を重ねた標的が大きく揺ゆれた。

　明らかに、第一回目の試射のときより威力が増している。

「電撃の威力を上げると、レールガンの威力も上がるようね」

「瀬里奈の言うとおりだ。でも魔法攻こう撃げきは二倍の威力でやったのに、レールガンの威力が二倍になったようには見えないな……結構ロスがあるみたいだ」

「弾丸が飛んでいくときに、何か爆ばく発はつしたみたいな音を立てて、すごい火花を散らすけど、あれって何かが爆発しているわけ？」

「いや、違ちがう、あれはプラズマなんだ、電流が流れた時に接点になっている弾頭の一部が高温になってプラズマ化するんだ」

「へえ、電気しか流していないのに、まるで火薬みたいな爆発が起きるんだね」

「ああ。その爆発を利用する、サーマルガンというのもあるんだ。こいつはレールガンと同じ仕組みだけど、レールで加速するだけじゃなくて、金属製のタワシみたいなヤツを弾丸の後ろに組み込んで、そいつをプラズマ化させて、そのエネルギーで弾丸を撃うち出すんだ。

　何かいい絶ぜつ縁えん体があれば、密閉式にしてプラズマの爆発力で弾丸を撃ち出すサーマルガンが作れるんだけど、プラスチックとか無いからなあ、この世界には……」

「プラスチックに代わる物は無いの？」

「プラスチックなんかあるわけが無いからな……ゴムだってやっと作り始めたばかりなんだぜ……」

　そう答えたとき、翔馬の脳のう裏りに何かが引っ掛かった。

　──まてよ？　プラスチック以外にも、石や陶とう器きは絶縁体として使えるはずだ。高圧線についている、あの白い碍がい子しというヤツは陶磁器だ。

　中学生の時に見学した、新にい潟がた県けんの『越後の豪農　目黒邸』という保存民家では、配電盤ばんに大理石の一枚板を使っていた。大理石や陶器なら、この世界にもある。特に陶器は、ごく普ふ通つうに皿やカップとして使われている。

　──ということは、陶器で筒つつを作って中にレールを入れて、プラズマになるための細い針金を丸めて突つっ込んで尾び栓せんをすれば、サーマルガンを作ることもできそうだ。

　レールガンで、より速く弾頭を飛ばしたければ、電流量を増やすのと同時に、レール自体を延ばさなきゃならない。真まっ直すぐで水平な、十メートルもある金属棒を二本作るのは、この世界の技術では至難の業わざだ。

　レールが作れたとしても、それが歪ゆがまないようにしっかりと支え、なおかつレールを上下左右に自在に動かして照準を合わせることができるような、砲ほう架かと呼ばれる装置も作らなくちゃいけない。

　頭の中に浮かんだアイディアが、少しずつ形になろうとしていた。

　翔馬は少し離れたところで控ひかえていたライナを呼んだ。

「ライナさん！　ちょっと聞きたいことがあるんだけど？」

「は、はい、どんなことでしょう？」

「この世界で使ってる陶器の皿とかカップとか、どこで作っているの？　あれもちゃんと作っている職人がいるんでしょ？」

「は、はい、陶器を専門に作る工こう房ぼうが、王国内にいくつかあって、そちらで……」

「そこに案内してくれないかな？　陶器で作って欲しいものがあるんだ、大至急で」

「ちょっと待ちなさいよ！　クラフトの里に来るだけでも大変なのに、陶器の工房がある里まで行こうって言うの？　それに、そんなに急に思いつきで飛び込んだって、陶器の工房だって困るわよ！」

　瀬里奈の言葉を聞いたライナは、小さく首を振ふった。

「いえ、今からでも……何とかなると思います。腕うで木ぎ式信号を使わせていただければ……」

「なんとかなるって……ライナの知り合いの工房とか、あるの？」

　ライナはにっこり笑って言った。

「実を言いますと、私の実家なんです。陶器工房は……」

「え？」

　目を丸くした瀬里奈の横で、ミルチが言った。

「そうだヨ、ライナの実家は、陶器工房が集まってるセラムの里にあって、腕うで利ききの職人さんをたくさん雇やとっている大きな工房だヨ？　瀬里奈は知らなかったの？」

「だって、ライナって自分の家のことは全然話してくれないんだもの！　でも、まあ考えてみれば腑ふに落ちることが一いつ杯ぱいあるわよね……ミルチと仲がいいのも同じ職人の家に生まれたから話が合った、というところもあったみたいだし……」

「ライナんちはすごいんだヨ！　作る食器は一級品で、王宮で使ってる食器の半分は、ライナの家で作ったヤツなんだ！」

　ライナはあわてて顔の前で手を振った。

「そんな！　半分だなんて大げさです。せいぜい三分の一ですわ」

「すごいな、王宮に何枚皿があるのか知らないが、一国の王宮だ。何百枚もの食器があるだろうし、国こく賓ひんを招いて晩ばん餐さん会とかもするだろうし、そういう時に使われるってことは一級品の証あかしだよな？」

　ライナは少し恥はずかしそうにうなずいた。

「ええ、一応ブランド品として扱あつかわれておりますが……」

　翔馬は考えた。

　陶器で砲ほう身しんを作ると言っても、長いものを一本作るのは難しいだろう。陶器は窯かまで焼かなけりゃならない。五メートルも十メートルもある砲身を焼く窯なんか無い。

　だとしたら、一メートルくらいの砲身を作ってそれを繫つないで延ばしていくしかない。

　問題は、その砲身の均一さだ。

　曲がっていたり、膨ふくらんでいたのでは、真っ直ぐ飛ばないし、プラズマの圧力に耐たえられないだろう。

　食器というのは、その均一さが求められる品物だ。皿の大きさや深さがまちまちでは、収納も難しいし、盛り付けにも困る。

　そういう品を作り慣れている工房なら、きっと均一な陶器の砲身を作ってくれるだろう。

「ライナさん！　悪いけど、実家に頼たのんでみてくれないか？　どんなものを作って欲しいか俺が説明に行くから！」

「翔馬様が来られるのですか？」

　驚おどろくライナに、翔馬はうなずいて見せた。

「手紙や図面だけじゃ伝わらない部分がある。確実に使えるものを作って欲しい。部品の段階で精度を上げておけば、組み立てて試射するときに、試行錯さく誤ごする時間を減らすことができると思うんだ！」

「わかりました、そういうことでしたら、信号所を使わせていただいて、実家に連れん絡らくします」

　そう言ってうなずいたライナに瀬里奈が言った。

「あ、ライナ。私も一いつ緒しよに行くから！」

　ミルチもすかさず言った。

「ミルチも行くからネ！　よろしくー！」

「何でお前らまで付いて来るんだよ！　お前ら関係ないじゃないか！」

「関係ないとはなによ！　私はあんたの召喚主マスターよ？　召しよう喚かんした召喚獣じゆうが、悪さをしないように管理するのは飼い主の責任よ！」

「ミルチはただの野や次じ馬うまだヨ！」

「わかってるわよ、いちいち言わなくていいの！」

「へへへ」

　ミルチはぺろっと舌を出して引っ込んだ。

　その仕草を見ていた翔馬は、なんだか気が抜ぬけた。

　いつもなら、人を召喚獣扱あつかいするな、とかなんとか言い返さねば気がすまないのだが、ふわっと間合いを外されたように、なんだかどうでも良くなってしまったのだ。

「まあ、いいよ、ついてくるなら、好きにしろ」

　翔馬は、瀬里奈とミルチにそう言うと、ライナに向き直った。

「その陶器工房があるセラムの里ってのはどれくらい離はなれているんだ？」

「はい、私の実家は王国の北部にあります。ここからですと竜りゆう車しやでおよそ五日ほどでしょうか？」

「竜車で五日？　うわ、遠いなあ……」

「実家とお城に連絡して飛竜を使わせていただきます。お城の飛竜でしたら、一日で飛べます」

「え？」

　翔馬は凍こおりついた。

「アレにまた乗るの？」

「はい、今は非常時ですから、行って帰るだけで、十日も使うわけには行きません」

「そ、それはそうだけど……」

　ライナはにっこり笑った。

「飛竜を乗り継ついで、十二時間、頑がん張ばってください翔馬様」




　翔馬は頑張った。

　なんとか意識を失わずに、セラムの里までたどり着くことができたのだ。

　だが、里の広場に降り立った飛竜の鞍くらから立ち上がることができなかった。

「何やってるのよ！　早く降りてきなさいよ！」

「あ、いや……ずっと足に力入れて踏ふん張ってたから……」

「まったくもう、仕方ないわね……」

　瀬里奈はそう言うと、翔馬に近づき右みぎ腕うでの下に肩かたを入れて持ち上げた。

「ほら、立って」

「悪いな……」

　耳元で翔馬の声を聞いた瀬里奈は、はっと気がついたように翔馬を見た。

　自分の顔のすぐ横に翔馬の顔があることに、今、気がついたのだろう。一気に顔が赤くなった。

「……どうかしたか？」

「ど、どうもしないわよ！　さあ、降りるわよ、足を踏ん張って……って私の腕つかまないでよ！　痛いじゃない！　なによ、この肩幅……まったく、変なところだけ逞たくましくなっちゃって……」

「悪かったな……」

　瀬里奈の助けを借りて、半分ひきずり降ろされるような格好で、地面に降りた翔馬は、そのまま地面にぺたん、と座って地面を叩たたいた。

「あああ、地面だ。堅かたくて動かないってことが、こんなに素す晴ばらしいなんて！」

「まったくもう、子供じゃないんだから、いいかげん慣れなさいよ！」

「決めた！　帝てい国こくを撃げき退たいしたら俺はグライダーを作る！　飛ひ竜りゆうに引っ張ってもらって、固定翼よくで飛ぶ！　羽ばたきで飛ぶのはもうイヤだ！」

　翔馬は、右手の握にぎりこぶしに力を入れてつぶやいた。




　セラムの里は、人口二百人ほどの小さな村だった。

　山すそに家々が並び、家の背中に背負った山の斜面には陶とう器きを焼く窯が、山に沿って作られている。

　いわゆる登のぼり窯がまと呼ばれるやつで、下で火を焚たくと、熱が斜面を伝わって窯の中を昇のぼっていくため、ロスが少ないのだ。

　里の中に、薪まきを燃やす煙けむりと匂においが立ち込めている。

　翔馬たちは、山の中腹にある、大きな家に案内された。

「ここが私の実家です。父は村の長おさをやっていまして、右半分は、村役場を兼かねています」

「へえ、個人の家が村役場ってのは、つまり世せ襲しゆう制の村長ってわけか……まあ、日本でも江え戸ど時代の名主とかは、世襲だものな……」

　ライナに案内されて家の中に入ると、そこには、セラムの里の長老達が勢ぞろいしていた。

　ライナが、真ん中に立っている四十代半ばの、落ち着いた雰ふん囲い気きの、口ひげを蓄たくわえた男の人を指差した。

「こちらが私の父で、このセラムの里の村長です」

　ライナに紹しよう介かいされた男は一歩進み出ると、一礼して言った。

「初めまして、私がこのセラムの里の村長にして、ライナの父親、シノール・ナスタチウムと申します。ようこそいらっしゃいました」

「初めまして、山やま吹ぶき翔馬と言います、いきなりお邪じや魔まして申し訳ありません」

「いえいえ、峡きよう谷こく砦とりでの戦いには、この村の出身者も、兵士として数多く参加しており、その者たちから、ショーマ様の戦いぶりを聞いております。王国を守るための戦いにこの村の力をお役立てできるのなら、願ったりかなったりです」

「俺が今回、こちらで制作していただきたいのは、陶器の筒つつなのです……こう、繫ぎ合わせると五メートルくらいになる大きさのものでして……」

　説明しようとする翔馬のシャツの裾すそを、瀬里奈が引っ張った。

「細かい話はあとにしなさいよ、今は、歓かん迎げいのセレモニー中なのよ？」

「あ、ごめんごめん、作ってもらうもののことしか頭になかった……」

　翔馬の答えを聞いて、ライナの親父おやじさんは笑った。

「ははは、なるほど、娘むすめから聞いたとおりだ。戦うことではなく、考えることで英えい雄ゆうになった人物らしいお言葉ですな。では、一休みしていただいたら、さっそく工こう房ぼうのほうにご案内しましょう」




　セラムの里の工房では、何人もの職人が粘ねん土どをこねて、ろくろで回し、鉢はちや皿を作っていた。その光景は翔馬が、テレビ番組などで見たことのある、陶器工房と、ほとんど変わらなかった。

　違ちがうのは、ろくろやプレス機を動かしている動力が電気で動くモーターではなく、魔ま法ほうの力で動くゴーレムである、というところだろう。

　翔馬はライナの父親に、持ってきた図面を見せた。

「ここに簡単な図面を作って来ました。陶器で、こういう形状の物を作って欲しいんです」

　翔馬から図面を受け取ったライナの父親は、しばらく黙だまったままその図面を見ていたが、やがて、小さくうなずくと翔馬に言った。

「これなら、なんとかなると思います。職人達の意見も聞いてみましょう。おい、イマールとムシコ、ちょっと来てくれ！」

　父親に呼ばれた二人の職人が、翔馬のところにやってきて、図面を覗のぞき込んだ。

「長さ一メートルほどの筒ですか？　それくらいなら窯かまに入りますね」

「でも、この図面を見ると、内径が同じでも外径が違うのですな、先せん端たんは薄うすく、後端は厚くなっている……」

「こっちの完成予想図を見ると、どうやらこれは繫つないで使うものらしいですな」

「こっちの図面に書いてあるものは、また少し違うのですな、かなり厚めで、内径も広がっている……これは、底が外れるようになっているわけですか？」

　翔馬はうなずいた。

「はい、それは基底部になります。その上に先ほどの筒を繫いで延ばします。全長は五メートルほどになります」

「面おも白しろい形状ですが……ここに書いてある注意書きを見ると、『すべて』同じサイズに作ってくれ、とありますが。これはどういう意味ですか？」
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「はい、これは、一点モノではなく……そうですね、全部で五十組くらい作って欲しいのです」

「五十組も？」

　驚おどろく職人に、翔馬は説明した。

「はい、これらはすべて壊こわれることを前提にしています。これから何度もテストをして、実用に耐たえられるものにしていかねばならないのです。試行錯さく誤ごを前提にしているわけです」

「なるほど、これは、実験用というわけですね」

「はい、改良していくには、すべての基本的な条件が共通でなくてはなりません。同じものを使って、様々な条件で実験し、どこがどう違うのかを突つき詰つめていくことが必要です。ですから、サイズや材質に違いがあったり、歪ゆがみや凹おう凸とつがあってはならないのです。

　こちらの工房では、お皿やカップを作っているそうですが、お皿やカップは、サイズや材質が揃そろっていなければなりませんよね？　その技術を、この品物にも活いかしていただきたいのです」

　ライナの父親は、腕うで組ぐみをして考え込んだ。

「うーん、皿やカップには長い長い蓄ちく積せきがあります。何十年にもわたって同じものを作り続けて来た職人の経験が、指先で差異を感じ取れるから同じものを作れるわけです。

　蓄積が無い、初めてのものを均一に作れるかどうか……」

「やはり、難しいですか……」

　翔馬が肩を落としたとき、図面を覗き込んでいたイマールという職人が笑いながら言った。

「なに、やってみなけりゃわからんだろう？　確かに、生まれて初めて見るような代しろ物ものだが、やってやれんことはない。経験が必要なら、その経験をわしらが溜ためればいいだけのことだ」

　隣となりにいたムシコ、という名前の職人もうなずいた。

「とにかく量産する、というのも一つの手だな……」

「それはどういう意味ですか？」

　怪け訝げんな顔をする翔馬を見て、ムシコは笑った。

「とにかく、このサイズになるように量産する。そして窯で焼いてみる。

　粘土ってのは焼くと縮む。焼きあがるまで、どんなサイズになるかわからん。不良品は山ほど出るだろうが、中には、ぴったりのヤツもあるはずだ。そいつだけ使うってわけだ。歩ぶ留どまりは悪いかもしれんが、とにかく使えるものが欲しい、というのなら、そういう方法もある、ということさ」

「……なるほど、とにかく数で勝負、ということですか」

「お前さんがやりたがっている、その試行錯誤ってのと同じだよ。とにかく作って、使えるヤツだけ残していくことで、どうやれば失敗しないか、というノウハウを積んでいくんだ。

　良いものを作る、というのは、つまるところ同じ筋道を何度もたどるってことさ」

　翔馬はうなずいた。

「わかりました、よろしくお願いします！」

「まあ、任せておけ。わしらセラムの里の職人も、クラフトの里の職人に負けないところを見せてやるぜ」

　イマールとムシコは、そう言って笑った。
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　峡谷砦の戦いから、三週間が過ぎていた。

　帝国軍が、砦の近くに作られた前線基地を放ほう棄きし、モーントーン砦の近くまで撤てつ収しゆうしたことを突き止めた王国軍の偵てい察さつ部隊は、その後、偵察小隊を四つに増やし、峡谷砦とモーントーン砦の帝国軍の前線基地との間に、いくつかの偽ぎ装そうシェルターを設置した。

　シェルターは、上空を飛ぶ帝国軍の偵察用使い魔の目に発見されないように、森の藪やぶの間に穴を掘ほって造られ、その上には翔しよう馬まが作ったものと同じデザインの偽装布を張り、さらに小枝や落ち葉が載のせられていた。一週間分の食しよく糧りようや水が蓄えられたそのシェルターを、王国軍偵察部隊のベースキャンプとし、偵察部隊の各小隊は、近きん距きよ離り偵察班と遠距離偵察班を編成し、ローテーションを組んで常時監かん視し体制をつくり、帝国軍の動静を監視していた。

　この日の夕方。

　帝てい国こく軍の基地から二キロほど離はなれたところに設置された王国軍偵察部隊のシェルターの中では、基地を監視中の偵察員の交こう替たい要員が二人、出動準備をしていた。

「持ち物を確かく認にんしろ。魔法を使ったものや、魔法に関連する護ご符ふなどを持っていないか、もう一度確認するんだ。キーホルダーとかそういうところに、何気なくついていたりするから気をつけろ」

「はい、確認します！」

　指示を受けた兵士が、ごそごそと荷物を確認した後で、指揮官らしい兵士に聞いた。

「班長、護符とかも敵に見つかる原因になるのですか？」

「ああ、敵は日中は前進基地の上空に魔法感知に長たけた使い魔を飛ばし、夜は警備兵を巡じゆん回かいさせている。ほんの小さな護符でも、魔法を感知したら、すぐに兵士がやってくる」

「そこなんですけどね……こないだ偵察に行って、監視地点の偽装布の下から出るとき、ついうっかりして、上空の確認をし忘れまして……いけない！　と思って上を見たら、そこに敵の偵察用の使い魔の鷹たかが飛んでいまして、焦あせったんですが、そのまま何も見なかったみたいにすうっと飛んで行ってしまいまして……。

　なんで、あれで見つからずに済んだのか、不思議で仕方ないんですよ」

「ああ、そのことか……」

　班長はうなずいた。

「王国軍も帝国軍も、敵てき陣じんの偵察は、鳥類の使い魔による上空からの偵察に頼たよっているってのは知ってるよな？　偵察は魔法を使ってするもの、というのが今の常識だ」

「ええ、使い魔能力が無いと偵察部隊には入れませんでした」

「その常識で、逆に敵の偵察部隊を探すことを考えてみろ。目で見て探すより、魔法感知で、魔法を使っている存在がいるかどうかを調べた方が合理的だろう？

　飛んでいる鳥が普ふ通つうの鳥なのか、それとも魔法使いの使い魔なのか、見た目では判別できないが、魔法感知さえすればすぐわかる。使い魔なら追い払はらうし、普通の鳥なら放っておけばいい。

　地上偵察員も同じだ。偵察員は普通、離れたところから遠見の魔法を使って、詳くわしく見ようとする。これも魔法感知さえしておけばすぐにわかる。敵の偵察部隊を見つけるには魔法を感知すればいい……それが常識だ」

「何の魔法も使わない俺たちみたいな偵察員は常識外れ、ということなんですね？」

「そうだ。偽装ギリー服スーツを着て、すぐそばまで近寄り、肉眼で観察して帰ってくる。こんな偵察員がいるということを、帝国の連中は想像すらしていない。魔法感知に引っ掛かからない場所には、誰だれもいないと最初から思い込んでいるんだ。だから、お前のすぐ上を敵の使い魔が飛んでいても見つからなかった、というわけだ。

　だが気をつけろよ。魔ま法ほうさえ使わなければ大だい丈じよう夫ぶ、という保証は何も無いんだからな」

「わかりました、十分気をつけます！」

　部下はそう答えた後で、少し不安そうな顔になって言った。

「あの……でも、班長。大丈夫ですかね？　帝国側は、魔法感知にひっかからないってことは、もしかして魔法を使わない偵察員が来ているのではないか、って気がつく可能性はありませんか？」

　班長は、にやりと笑った。

「安心しろ。実を言うと、今までと同じような使い魔を使った偵察と、遠見の魔法を使った偵察も並行して行っているんだ。帝国に撃げき退たいされて、逃にげ帰るのが、そいつらの仕事ってわけさ……」

「なるほど、帝国の連中は、こっちが二段構えの偵察作戦を取っているということに気づかずに、自分たちは偵察部隊を上手うまく撃退していると信じているってわけですね。

　すげえや、こんな作戦誰が考え付いたんですか？」

　班長は、部下が着ている偽装ギリー服スーツを指差した。

「そいつを発明した人間だよ、あの、ショーマってヤツだ」

「あいつですか！　あの破は壊かいの魔女が異世界から召しよう喚かんした……見たところ、これと言って強そうでもなんでもない、タダのガキにしか見えないヤツですけどねえ」

「腕うでっ節ぷしと頭の中身は関係ない。ケンカが強ければ偉えらくなれる、なんて考えてるのは、動物と変わんないぞ。さあ、準備は出来たか？　監視哨しようでは、昨日からの監視員が交替を心待ちにしているからな」

「はい、準備はできています。魔法関連の品物は何一つ持っていません」

「よし、行くぞ！」

　二人の偵察員は、偽装布を張ったシェルターを出て、夕暮れの森の中に消えて行った。




　交替要員の二人が、モーントーン砦と、その向こうに帝国軍が橋を架かけている工事現場を見通せる岩山に設けられた監視哨にたどり着いたのは、午後十一時を回った頃ころだった。

　岩山の下で、カチカチ、という音を立てて石を叩たたくと、二呼吸ほどのタイムラグがあった後で、上の方から同じような、カチカチ、という小さな音が聞こえて来た。

「……見つかっていないようだな」

　班長が、ほっとしたようにつぶやくのと同時に、目の前に音もなく縄なわ梯ばし子ごが降りてきた。縄梯子を登ると、そこは岩と岩の間にある割れ目の中だった。

　広さは三畳じようほどもあるだろうか、それなりに広く、足元に撒まかれた乾かん燥そうした白い砂のおかげで、夜なのに、ぼんやりと明るく感じる。

「ご苦労さん、何か引き継つぎはあるか？」

「ああ、現在の状じよう況きようを説明する。昨日の昼頃から、帝国軍の雰ふん囲い気きが少しおかしい……」

　班長は怪訝な顔になった。

「おかしい？　どんな風に？」

「何と言うか、ピリピリした雰囲気だな。今までは、軍服のボタンを掛けずに肩かたにひっかけたり、帽ぼう子しもかぶらないような結構ダラけた格好で基地の中をうろついていた歩兵連中が、昨日の昼あたりからみんな軍服をきちんと着こなしている……それと、今日は橋の工事現場で動いていたゴーレムが動いていない」

　監視員の報告を聞いた班長の口調が変わった。

「おい、それって……もしかして」

「ああ、おそらく工事が終わったんだ。いよいよ橋が完成したと見て間ま違ちがいない」

「工事が終わって、ダラけていた兵士の服装がきちんとなって、雰囲気が変わったってことは……」

「攻せめてくるってことですか？」

　班長は首を振ふった。

「いや、違ちがうな。こいつは……おそらく巡じゆん視しだな。橋が完成したという知らせを受けて、帝国の本国から偉い人が巡視に来るんだろう。だから、服装とか態度とかをきちんとしろという指示が出たんだと思う……俺達だって似たようなことがあるだろう？」

　昨日の監視勤務だった偵察員が笑った。

「俺もそう思う……」

「でも、誰が来るんでしょうね？　ひょっとして皇帝とか……」

「馬ば鹿か言え、こんな最前線に皇帝が来るわけないじゃないか」

「いや、わからんぞ？　モーントーン川に架ける橋は、帝国の侵しん攻こう作戦に必要不可欠のものだ。それが完成したということは、いつでもあの蒸気機関車とやらを王国領内に持ち込めるということだ。峡きよう谷こく砦とりでの攻こう略りやくに失敗している部隊を督とく励れい巡視することは、十分にありえる。

　君たちはこの情報を持って、直ちに戻もどってくれ」

「了りよう解かいした！」

　引き継ぎを終えた偵察員はそう言うと、手早く装備をまとめ始めた。

　偽装服に身を包んだ二人の偵察員が、岩山の中腹にある監視哨を今日の勤務員に引き継ぎ、地面に降り立ったのは、午前零れい時じを過ぎた頃だった。

　地面に降りた二人は、五分以上そこから動かなかった。

　ひたすらに神経を研とぎ澄すませ、周囲の物音に気を配る。静から動へ、そして動から静へ、行動を起こすときと、行動し終わったその瞬しゆん間かんが、最も気付かれやすいのだ。

　人間の感覚のなかには、音や、光以外に、空気の動きを感じ取るものも存在する。あたりの空気を動かすと、その空気の動きが波は紋もんのように広がっていく。動かねば、その波紋は静まっていくのだ。

　動くときは確実に、素す早ばく動き、必要が無いときは、静止する。

　偵察員は、翔馬から教わった隠密ストー行動キングの方法を忠実に守りながら、夜の闇やみの中に消えて行った。




　その動きは誰にも見られてはいないはずだった。

　だが、漆しつ黒こくの闇に支配された森の中で、その偵察員の動きを感じ取ったものがいた。それは一羽のフクロウだった。

　帝国軍の前進基地の中にある、警けい戒かい員の詰つめ所で、一人の男が首をひねった。

「おかしいな……」

「どうした？　何かあったのか？」

　同どう僚りようにそう聞かれた偵てい察さつ大隊の夜間監視員は、怪け訝げんそうな顔で答えた。

「使い魔のアイルが、何かを見つけたみたいなんだが……これと言って人間のようなものは見当たらないんだ」

「アイルって、フクロウだったな？」

「そうだ、一応使い魔としての偵察訓練は施ほどこしてあるんだが……」

　同僚は、少し離れたところで、ダウジングのように二本の折れ曲がった針金のようなものを胸の前で持ち、目を閉じている兵士に声を掛けた。

「どうだ？　魔法感知に反応はあるか？」

　二本の針金を構えていた兵士は首を振った。

「いや、特に何も感じない……」

　同僚は、フクロウを使い魔にしている兵士に聞いた。

「どんなものが見えたんだ？」

「人間のようなシルエットなんだが、全身が長い毛のようなもので覆おおわれているんだ」

「巨きよ大だいなサルか何かか？」

「そうかもしれない、フクロウの目を通して俺が読み取っているから、今一つはっきりとはわからない。ただ、あそこに何かがいた、ということは間違いないと思う……」

　同僚は、しばらく黙だまったまま考え込んでいたが、やがて顔を上げた。

「そいつは、報告したほうがいい。警告アラートの呪じゆ文もんを唱えろ」

「こんな不確実な情報で？　魔法感知には何もひっかからないんだぞ？」

「それでも、だ。何か不合理なものを見たら、即そく座ざに警告を出すのが我々の仕事だ。ましてや皇帝陛下の督励巡視が決まった今、感知した異常をほうっておくわけにはいかない」

「わかった……」

　フクロウを使い魔にしていた帝てい国こく軍の警戒員は、そうつぶやくと、小さな声で警告の呪文を唱え始めた。




　寝ね静しずまっていたはずの帝国軍の前進基地に、人が動き出す気配が満ちたのは、岩山の上で監かん視ししていた王国軍の偵察員にもわかった。

「動きがある！」

「こんな夜中に、何をする気でしょう？」

「出しゆつ撃げきでは無さそうだ。警備兵を招集しているらしいな……交こう替たいした連中が、ベースキャンプに下がるときに、発見されたのかもしれない」

　部下が驚おどろいたように振り向いた。

「夜の森の中ですよ？　偽装ギリー服スーツを着て、隠密行動を取っているのに……」

「夜行性の動物はいくらでもいる。そういった動物を使い魔にして、夜の森に放っていたのかもしれん。魔法感知するのではなく、視覚で捜そう索さくされれば、いかに偽装服でも発見される可能性はある」

「どうすればいいのでしょう？」

　班長は首を振った。

「どうすることもできん。夜目の利く使い魔を大量に投入されて捜索されたら、俺達も危ない。岩の割れ目を潅かん木ぼくの枝で隠かくして、ここで息を潜ひそめながら、あいつらの無事を祈いのることしかできん」

「辛つらいですね……」

「派手な戦せん闘とうや、息詰まる追つい撃げき戦、なんてのは芝しば居いの中だけの話だ。本当の戦争の九割九分は、こういった地味な情報戦と兵へい站たんで成り立っているのさ……」

　そう答えた班長の見ている前で、帝国の夜間捜索部隊の兵士たちが、次々に前進基地を出て、森の中に入り始めていた。

　──上手く逃げ切ってくれよ……。

　班長は、胸の中でそうつぶやくと、潅木の隙すき間まから、じっと基地の様子を見つめた。




　帝国軍の夜間捜索部隊は、暗視魔ま法ほうで、一時的に暗視能力を高めていた。

　この魔法は、色しき彩さいの感覚を下げて、明るさに対する感覚を上げるもので、いわゆる微光スター暗視ライト装置スコープの魔法版だ。

　兵士の目には、真っ暗な森の中が、昼間のように明るく見えるが、視界はモノクロである。

　ガサガサと音を立てて森の中を進んで来る帝国兵の存在に、交替して峡谷砦に戻ろうとしていた偵察員たちは、すでに気がついていた。

「発見されたらしいな……」

「どうします？」

「二手に分かれよう、たとえどちらかが捕つかまっても、残りの一人が峡谷砦にたどり着けば、情報は伝わる。重要なのは俺達じゃない、俺達の知っている情報だ。

　いいか、偽装服を信じろ。敵は暗視魔法を使っているだろうが、この偽装服ならごまかせる。下手へたに動かず、じっとしてやり過ごすんだ」

「了解しました……」

　短く会話した後で、二人の偵察員は、その場で別れて、森の中に身を潜めた。

　一人は少し低くなって落ち葉の溜たまった場所に伏ふせ、身体からだの上に落ち葉を掛かけて息を潜め、もう一人は根元まで葉の茂しげった潅木の下でうずくまった。

　やがて、ガサガサという足音と共に、帝国兵が近づいてきた。

　手には、長い槍やりを持ち、それを茂みに突つき刺さしながら、やってくる。

　茂みなどに潜んでいる敵を探さぐり出すには、最適な方法だ。

　帝国兵たちは、地面に伏せている偵察員のすぐ脇わきを通って、山の方に歩いていく。

　顔のすぐ横に、帝国兵の軍ぐん靴かが、ずしゃっと踏ふみ降ろされ、思わず身体がびくっ！　となりそうなのを、必死にこらえる。

　潅木の下にうずくまった偵察員は、近づいてきた兵士が槍を構えるのを見た。

　──刺される！

　ざくっ！

　目を閉じて、息を止めた、その目の前に槍の穂ほ先さきが刺さる。

　偵察員は、思わず声が漏もれそうになった口を必死に押さえ、目の前に鈍にぶく光っている槍の穂先を見つめていた。

　一呼吸ほどの時間の後で、槍は、ずい、と引き抜ぬかれ、帝国兵は関心を失ったように次の潅木の中へと槍を突き立てた。

　やがて、がさがさ、と足音を立てて捜索部隊が通り過ぎて行った。

　偵察員は、ほっと息を吐つき、動こうと思った。

　だがそのとき、偵察員は、翔馬が言っていた二段捜索という言葉を思い出した。

『捜索をするとき、二段構えで行うことがあります。これは、まず兵士を大量に投入し、人海戦術で、不ふ審しんな場所、物もの陰かげ、茂みなどをかきわけて捜索し、その数百メートル後方を少数部隊でついていく、という方法です。

　騒さわがしい兵士達が通り過ぎた後を、物音を立てずに、聞き耳を立て、観察しながらついていくわけです。捜索の兵士が行き過ぎて、気が緩ゆるんだ相手が隠れ場所から出てきたり、位置を変えようとする物音と気配を感じ取るのです。

　人間というのは、ストレスや恐きよう怖ふを感じた環かん境きようから離はなれようとします。じっと身を隠していた場所に、そのまま留とどまることが嫌いやなので、動こうとする。それを探し出すのが、後方からついていく部隊の役目です……』

　二人の偵察員は、隠れた場所から、じっと動かなかった。

　二分、三分……そして五分ほど経過したとき。

　かすかな足音が近づいてきた。

　──来やがった！　あの、ショーマという異世界人の言ったとおりだ！

　身を潜めている偵察員の前を、黒っぽい服装に身を固めた兵士が、忍しのび足で歩いていく。

　その男は、少し開けた場所に出ると、右手を挙げて、小さく笛のようなものを吹ふいた。

　ホウホウ、という笛の音が森の中に消えて行き、それからしばらくしたとき。

　森の暗闇の中から、一いち羽わの大きなフクロウが音もなく羽ばたいて飛んで来ると、男の右手に留まった。

　男は、ポケットから干し肉のようなものを取り出してフクロウに食わせると、そのまま先行する部隊を追って森の中に消えて行った。

　──帝国軍のやつら、フクロウを使い魔に使っていやがるのか……フクロウは夜中に森の中を音もなく飛び回る……こいつは厄やつ介かいなことになった。

　偵察員は、そんなことを考えながら、再び周囲をうかがった。




　帝国軍の夜間捜索部隊をやり過ごして、偵察員が峡きよう谷こく砦とりでにたどり着いたのは、次の日の正午頃ごろだった。

　もし、帝国軍の捜索部隊に赤外ノクト線目視ビジヨンの魔法を使える人間がいれば、二人はすぐに見つかってしまっただろう。

　どんなに偽装が上手うまく行っても、体温はごまかせない。しかし、この世界における暗視の呪文は、いわゆる光学増ぞう幅ふくであり、視覚の色彩の感覚を失う代わりに、明るさを向上させるというものであったため、至近距きよ離りまで近づきながら、夜間捜索部隊は偽装服を着て茂みの中でじっとしている偵察員を発見することができなかったのだ。

　橋が完成し、帝国軍上層部の督とく励れい巡じゆん視しが行われる可能性がある、という情報を知った峡谷砦のミルス総司令官は、この情報を最優先情報として、直ちに腕うで木ぎ式信号により王都に向かって送信した。

　王都を経由し、この情報がセラムの里にいる翔馬に届いたのは、試作された陶とう器きの砲ほう身しんが窯かまから出され、仮組み立てをしている時だった。

「モーントーンの橋が完成した、だって？」

「はい、先ほど、王都よりその旨むねの情報が届けられました」

　ライナはそう言うと、翔馬に通信用紙を差し出した。

　翔馬は、通信用紙を受け取ると、そこに書かれた情報を読み始めた。

　そこには、ゴーレムの動きが止まったことと、兵士の規律が良くなったこと、そして、警けい戒かいが急に厳しくなったこと、この三つの事実から推察できることが箇か条じよう書がきで書かれていた。

『・モーントーン川の橋は完成した。

　・帝国軍のかなり上層部の指揮官が、前線に来ようとしている。

　・警戒の厳重さから、その上層部の指揮官は、帝国皇帝である可能性がある。』

　さらに、橋が完成したことにより、この先どのような変化が生じるかについて、このようなことが書かれていた。

『大型蒸気戦車は渡と河が可能となったが、王国領内の道路は狭せまく、橋も弱い。モーントーン川を渡わたっても、即座に進軍を開始するとは思えない。

　だが、帝国領内より、建設資材、建設用のゴーレムなどを王国領内に持ち込むことが可能となり、それによって峡谷砦までの道路の強化、橋の架かけ替かえが進むと思われる。

　敵の攻こう勢せいは、早ければ一ヶ月、遅おそくとも二ヶ月以内に始まると思量される』

「一ヶ月以内か……」

　翔馬は考え込んだ。

　──今のままのペースで、一ヶ月以内にサーマルガンを実用化することができるんだろうか？　いや、何とかしてやらなくちゃダメだ。

　翔馬は小さくうなずくと、窯から出された陶器の砲身を検品しているライナの父親に言った。

「申し訳ありません。どうやら情勢が変わったようです。帝国軍がモーントーンの渡しに作っていた橋を完成させたみたいです。時間がありません。

　ここで作った砲身のうち、明らかにサイズが違ちがっていたり、歪ゆがんでいるものは捨ててもらって、それ以外の使えそうなヤツを全部、クラフトの里に送ってもらえませんか？」

　職人達は驚おどろいたようだ。

「そりゃあ、送れと言われれば送るが……膨ぼう大だいな数になるぞ？　運ぶだけでも大変だ。ここからクラフトの里まで、どんなに急いでも五日かかるんだ」

　職人のイマールの言葉を聞いた翔馬は、はっと目を見開いた。

　──そうか！　輸送にかかる日数を計算していなかった！

　平成の日本みたいに、全国どこでも次の日に届けてくれる、なんて宅配便みたいなサービスは、この世界には無いんだ！

「あの……すみません、この世界では、陶器はどうやって運ぶんですか？」

　翔馬の質問に、ライナの父親は、一いつ瞬しゆん、え？　という顔になったが、すぐに気がついたようにうなずいた。

「ああ、ショーマ様は、御ご存ぞん知じないのですね。この里で焼かれた陶器は、柔やわらかい粘ねん土どの中に入れられて、箱はこ詰づめにして運ばれます。運んだ先で、箱ごと水の中に沈しずめ、粘土を溶とかして取り出すのです。

　安物の陶器は、わらやおがくずに詰めて運びますが、それだと、運んでいる最中にぶつかり合って割れてしまうこともあります。粘土で固めて運べば、まず割れることはありません」

「粘土が緩かん衝しよう材ざいになっているってことですか……でも、その運び方だと重くなりますよね……」

「はい、竜りゆう車しやに積んで、ゆっくりと運ぶことになります。竜車の速度を上げると破損の恐おそれがありますから」

　翔馬と父親の会話を聞いていたライナが言った。

「王宮に連れん絡らくして、王宮の竜車を使わせてもらいましょう。浮ふ揚ようの魔法を使える御ぎよ者しやならば、竜車の速度を上げても、揺ゆれませんから破損はしません」

「それは名案だが……王宮からここまで三日はかかる。竜車に乗せて、クラフトの里までさらに五日、合計して八日はかかるぞ」

　ライナは残念そうな顔になった。

「そうですね……言われてみればそうでした。名案だと思ったのですが……」

　ライナ親子の会話を聞いていた翔馬は、あることに気がついた。

　──待てよ？　この世界では、竜車に振しん動どうを与あたえないようにするサスペンションがついていない、なぜならそれと同じことを、人間が魔ま法ほうの力でやっているからだ。

　と、いうことは……。

　翔馬は、ぽん！　と手を叩たたいた。

「それだ！　ライナさんそれだよ！」

「え？」

　目を丸くするライナの手を取って翔馬はまくし立てた。

「浮揚の魔法だよ！　竜車を王宮から送ってもらう必要は無いんだ！　送ってもらうのは御者さんなんだ！　浮揚の魔法を使える御者を飛竜でここまで連れてきてもらうんだ！

　そして、陶器の砲身を詰めた箱に浮揚の魔法を掛かけてもらって、全速力で竜車を走らせる。そうすれば、どんなに道が悪くて、竜車が飛び跳はねても、陶器の砲身が入った箱は無事だ。違うかい？」

「おお！　そうか！　その方法があった！　浮揚の魔法を使える御者は、あまりいないから、頭の中に無かった。王宮ならそういった技能を持った御者もたくさんいるだろう」

「ライナさん！　すぐに王宮に信号を送って！　御者の都合がつくかどうか、もしつくなら、飛竜に乗せてここまできてもらえるかどうか、それを！」

「は、はい……」

　ライナは、少し赤い顔でそう答えると、戸と惑まどったように付け足した。

「申し訳ありません……手を離していただかないと……」

「え？」

　翔馬は言われて気がついた。

　ライナの両手を握にぎったままだった。

「あ、ごめん！　つい……」

　ライナの父親が、ゴホン、と咳せき払ばらいをした。

「父親の目の前で、そのようなことは慎つつしんでいただけますと幸いですな……いや、正式に、うちのライナと交際したいとか、結けつ婚こんを前提とした付き合いを、というのなら、やぶさかではありませんが……」

「お父様！」

　真っ赤になったライナを見て、父親は笑った。

「いやいや、王国の英えい雄ゆうとなれば、たとえ異世界人であろうと、わしは構わんよ。このナスタチウム家の名めい誉よだからな、はっはっはっ」

「そんなんじゃありません！　それに、そんなことが瀬せ里り奈な様の耳に入ったら、この里は壊かい滅めつしますわよ？」

「え？」

　驚く父親を見てライナは言った。

「この翔馬様は、瀬里奈様の想おもい人なのです。危機に瀕ひんしたとき、使ったことも無い召しよう喚かん魔法で、この世界に呼び出してしまうほどの強い想いによって結ばれた方なのです。たとえ冗じよう談だんでもそんなことを言ってはいけません」

「あ、いや、冗談のつもりではなく……だな」

「なおさらいけません！」

　ライナはそう言ってクギを刺した後で、ぽかんとした顔で自分を見ている翔馬に気がついて、目を見開いた。

「いけない！　瀬里奈様から口止めされていたのに！」

「瀬里奈に口止め？　どういう意味だ？　それよりさっきのことだけど……」

　ライナはあわてて首を振ふった。

「忘れてください！　私が言ったことが瀬里奈様に知られては……」

　その真しん剣けんな表情を見て、翔馬は、思わずうなずいた。

「わかった。まあいいや、ライナさんが聞くなって言うのなら聞かないし、忘れろって言うのなら忘れたことにしておくよ」

　ライナは、ほっとしたように大きなため息をついた。

「瀬里奈様が、ミルチと一いつ緒しよに食器を選びに行っていて、不在でしたので、気が緩ゆるみました……申し訳ありません」

「いや、いいよ、でも、さっきの話、いつか聞かせてくれないか？」

　翔馬の言葉を聞いたライナは、少し寂さびしそうに微笑ほほえんで首を振った。

「いえ、その話は、瀬里奈様から直接お聞きになった方がよろしいと思います。瀬里奈様が素す直なおになった、その時に……」

　翔馬は肩かたをすくめて見せた。

「じゃあ、俺に不老不死の魔法を掛けてくれ、あと千年はかかりそうだ……」

　ライナは、くすっと笑った。
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『まもなく三十三回目の試射に入ります。対戦車砲ほう、及および標的付近にいる方は大至急離はなれて、待たい避ひ所にお入りください。繰くり返します、まもなく三十三回目の試射に入ります……』

　ライナの声が拡声魔法に乗って、採さい掘くつ所跡あとの岩山に響ひびき渡わたると、試作した対戦車砲と、標的のまわりにいたクラフトの職人たちが、わらわらと翔しよう馬まのいる待避所にやってきた。

　厚手の布に土を詰つめ込んだ土ど囊のうを何段にも積み上げて、三方を囲った待避所は、弾だん丸がんを発射するときに爆ばく発はつして四散する陶とう器き製の砲身の破は片へんから身を守るためのものだった。

「また、砲身が爆発するかもしれんな」

「いや、砲身は、薄うすく叩たたき延ばしたミスリルの板をぐるぐる巻きにして補強を加えてある。さすがに今度は爆発せんだろう」

　職人たちの会話を聞いていた翔馬は、うなずいた。

「砲身に薄く延ばした金属板を巻きつけて補強する、というのは、俺の世界の火ひ縄なわ銃じゆうの作り方なんです。プラズマの爆発力で弾丸を飛ばすサーマルガンの原理は、火薬を燃ねん焼しようさせて弾丸を飛ばす、俺の世界の火薬式の銃と同じですから、きっとうまく行くと思います」

　サフェダ長老がうなずいた。

「うむ、そろそろ、うまく行ってもらわねば困るな。セラムの里から送ってもらった陶器製の砲身も、もう後が無い。なんせ今までの三十二回ことごとく砲身が砕くだけ散っておる」

「そのことなんですけど……」

　翔馬は、はるか遠くに置かれた標的を指さして言った。

「この対戦車砲の目的は、帝てい国こくの蒸気戦車を破は壊かいすることなわけですから、破壊さえできれば、砲がバラバラに吹ふき飛んでも成功だ、と考えた方がいいんじゃないか、と思うんです。

　俺の世界には一発撃うてば、発射機はそのまま捨ててしまう、パンツァーファウストという名前の対戦車兵器がありますが、それと同じものだと考えるのも、一つの方法かと思います」

「確かにそうじゃ、じゃが、それでは一発しか撃てんぞ？　撃って当たれば良いが、当たらねばどうする？　砲が壊こわれてしまえば、次の弾丸は撃てんぞ？」

「ええ、問題はそこなんです。使い捨て兵器は、外れても次を撃てばいい。という発想の数で勝負する兵器です。ですから命中精度はあまり求められません。

　この対戦車砲はそういうわけにはいきませんから、なんとしてでも命中精度を上げる必要があります」

　サフェダ長老はうなずいた。

「うむ、最初の頃ころの『れーるがん』とやらに比べれば、こいつの威い力りよくは凄すさまじい。五百メートル離れたアダマンタイトの厚板を、簡単に貫つらぬくほどじゃ。だが、命中精度はひどいものじゃな。狙ねらったポイントから五メートル以内に着弾すればいい方で、ひどい時は、着弾不明で、あさっての方向に飛んで行ってしまう……」

　翔馬は悔くやしそうにうなずいた。

「ええ、パワーは出せたんですよね、次はなんとかして命中精度を上げなくてはと思っているんですが、その方法がなかなか思いつかないんですよ。

　こいつが金属砲身なら、内側にライフルを……ライフルってのはらせん状の溝みぞのことなんですが、こいつをつけて砲弾に回転を与えて、真まっ直すぐ飛ばす。という、俺の世界の方法が使えるんですが、サーマルガンに陶器製の砲身ではそうも行きません……」

「なるほど……」

　サフェダ長老はうなずいた。

「ショーマ殿どのの技術をもってしても、解決できないとなれば、魔法の出番かもしれませんな……」

「魔法？」

　怪け訝げんな顔になったあとで、翔馬は気がついた。

「そうか、魔法の矢だ！　この世界では、放った矢を視線でコントロールできる魔法があったんだ！」

「左様ですじゃ。この世界の矢の命中精度は、弓矢の腕うで前まえではなく、魔法のスキル次し第だいなのですじゃ。弓兵は、ただひたすらに遠くに飛ばす力だけを鍛きたえればよろしいのです。

　この対戦車砲とやらに似ているとは思わんか？」

「確かにそのとおりです！　砲弾はミスリルとアダマンタイトの合金で、鉄製じゃないから魔法でコントロールができる……」

　翔馬は目を輝かがやかせたが、すぐに、あることに気がついて、首を振ふった。

「あ、いや……ダメだ」

「なぜじゃな？」

「狙撃スナイプ弓射アローの魔ま法ほうは、飛んでいく矢が目に見えるから、視線でコントロールできるんです。この対戦車砲の弾丸は、速すぎて目に見えません。コントロールする暇ひまがありません」

「ううむ、確かに、そのとおりじゃ、こいつの弾丸は、目に見えんほど速いからな……」

　サフェダ長老がそう答えて腕組みをしたとき、再びライナの声が響いた。

『これより、対戦車砲の三十三回目の試射を行います。目視確かく認にんする方は対閃せん光こう用メガネを着用してください……繰り返します……』

「そろそろ時間ですね。ちょっと、瀬せ里り奈なのところに行ってきます。あいつの機き嫌げん次第で砲弾の速度が大きく変わりますから……」

　翔馬はそう言って頭を下げると、待避所の奥にある小屋に向かった。

　外見は、古い鉱山小屋だが、一歩中に入ると、中は綺き麗れいなカーペットが敷しかれたシャレたつくりのリビングになっている。

　さっきの翔馬の言葉のとおり、ここで試射試験をしているサーマルガンの電源は、瀬里奈である。瀬里奈の機嫌次第で、サーマルガンの威力が大きく変わることを知った翔馬は、瀬里奈の待機所に使う、みすぼらしい古い小屋の中をリフォームしてもらい、瀬里奈の機嫌を取ったのだ。

　事実、室内が綺麗で快適になるに従って、サーマルガンの性能はぐんぐん上じよう昇しようした。

　──機嫌次第で性能が変わる大たい砲ほうってのも、困ったものだよなあ……。

　そんなことを考えながら、小屋の中に入って来た翔馬を、ソファに座ってクッキーを食べていた瀬里奈が出で迎むかえた。
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「あら、もう試射の時間？」

「ああ、準備はできているらしいから、迎えに来たんだ」

「あっそ、じゃあ行くわ」

　そう言って立ち上がった瀬里奈は、思い出したように言った。

「あ、そうそう、ライナと話していて思い出したんだけどね。もしかしたら、電でん撃げき魔法が使える人って、私以外にもいるかもしれないわよ？」

　翔馬は驚おどろいた。

「え？　ホントか？　でも、電撃魔法ってお前しか使えないって話だったじゃないか……」

　瀬里奈はちょっと考え込んだ。

「えーとね、私みたいなフルパワーで、電撃バリバリっていうのじゃなくて、もっと弱い電気を起こして、走そう竜りゆうの訓練とかで勝手に暴れないように、電撃でコントロールしたり、医い療りよう用に電気を起こして肩かたこりを治したり、って呪じゆ文もんがあるんだって」

「へえ、でも聞く限りじゃ、あまり大きな電流は流せそうに無いな……」

「うん、でもね、ライナに言わせると、そういう呪文を使える人は、そもそも電撃魔法の素質がある人だから、訓練次第で、強い電撃を出せるようになるかもしれないって話なのよ。いつもいつも私一人でバリバリやってるのも能が無いというか、メンドクサイじゃない。他ほかに使える人が居るならそういう人を集めて、みんなで一いつ斉せいに電撃を加えれば、結構大きなパワーが出せるんじゃないかしら？」

「ああ、それは面おも白しろいな……電気を起こせる人間を何人も並べて……ちょうど電池を直列つなぎにするみたいな感じで同時に電撃を送ってもらえれば、結構なパワーが出そうな気もするな……」

「でしょう？　だから、今、ライナに頼たのんで、そういう人たちを集めてもらってるの」

「そうか、悪いな……」

　瀬里奈はにっこり笑った。

「翔馬は、大砲のほうにかかりっきりだからね。電源のほうは私がやるわ。一人であっちもこっちもできるわけないんだから……さて、準備は出来たかしら？」

「ああ、準備完かん了りようだと思う。電源室に向かってくれ」

「了解！　今回は出力何パーセントだっけ？」

　翔馬は手元の書類を見た。

「前回と同じ八十パーセントで頼む。これで砲身が持てば、砲身強化は成功だ」

「わかったわ、八十パーセントね……うん、何とかやれると思う。じゃあね！」

　瀬里奈はそう言うと、対戦車砲の後ろにある、周囲に土囊を積み上げた小さな部屋に入って行った。その部屋からは直径十センチはある太い金属のロッドが二本突つき出しており、ロッドはそのまま対戦車砲の後ろに繫つながっている。

　陶器製の尾び栓せんを閉じた職人が、後ろからミスリル製の円えん筒とう形の筒つつをかぶせ、周囲をクランプ状の金具で締しめ付けている。

　やがて、締め付けが終わったのだろう、右手を挙げて合図をすると、工具を持って、待避所のほうに走ってきた。

「全員退避したか？　各班の班長は班員の顔と名前を確認しろ！」

　サフェダ長老が声をかけると、待避所のあちこちから声がした。

「標的班、確認しました！」

「電極班、確認しました！」

「砲身班、確認済みです！」

「記録班、全員おります！」

　チェックシートに丸をつけていたサフェダ長老が、翔馬を見てうなずいた。

「人員確認終了じゃ。退たい避ひ完了じゃな！」

「わかりました、では、試射を行いましょう。赤旗を掲かかげてください」

　翔馬の言葉を聞いて、記録係が待避所の壁かべにあるヒモを引いた。

　土ど囊のうの上にあるポールが、かくん、と起き上がって赤い旗が示されると、ライナの声が響ひびいた。

『退避完了。これより三十三回目の試射を行います。秒読み開始！　十、九、八、七、六、五、四、三、二、一……発射！』

　言い終わるのと同時に、対戦車砲ほうの後ろに伸のびたロッドが青白い火花を上げた。

　次の瞬しゆん間かん。

　バリバリ、ともドカン！　ともつかない轟ごう音おんが響き渡わたり、砲身のあちこちからオレンジ色の閃光が漏もれ出し、砲身が煙けむりに包まれた。

『発射完了。各班は、状じよう況きようの確認をお願いします』

　待避所の土囊の後ろから出た翔馬は、顔をしかめた。

　離はなれた場所から見ただけで、砲が破壊されているのがわかる。砲身を強化するために巻かれたミスリルは、形を保っているが、全体に垂れ下がっているように見える。おそらく中にある陶とう器き製の砲身が割れたのだろう。

　尾栓を補強していたミスリルの円筒は、歪ゆがんで、あちこちに黒く煤すすけた跡あとがある。プラズマ化した金属の圧力で、陶器製の尾栓は粉々に吹ふっ飛んでいる。

「やはり、陶器では脆もろくて耐たえられないのでしょうね……」

「しかし、強化したミスリルは、原形を保っておる。これをもうすこし強化して、陶器と組み合わせて、一つの部品。と考えればいいのかもしれん。

　陶器の砲身は、なんじゃったかな……そうそう、絶ぜつ縁えん体、とやらの役目だけにして、使い捨てにする、と考えるしかなかろう」

「つまり、金属製の砲身や尾栓をつくり、その中に陶器製の砲身を入れる、その陶器の部分だけを使い捨てにする、ということですね？」

　サフェダ長老はうなずいた。

「そうじゃ、陶器は脆く壊こわれやすい、それはもうどうしようもない。だからそれはそういうものだとあきらめて、それをどうすれば効率的に使えるかを考えるのじゃ」

「わかりました」

　翔馬がそううなずいたとき、標的を確認していた班が戻もどって来た。

「標的の装そう甲こう板は完全に貫かん通つうしておりました。しかし、着ちやく弾だん点は照準よりも三メートル右にずれております」

「三メートルですか……過去の記録の中では、悪くもなく、良くもない、というところですね……やはり、問題は照準の精度だな……」

　翔馬がそう言って考え込んだところに、瀬里奈がやってきた。

「どう？　上手うまく飛んだ？　パワーは八割くらいでやったつもりなんだけど」

「ああ、ちゃんと飛んで、標的の装甲板も貫通したよ」

「良かったじゃない、成功ってことよね？　なんで、浮うかない顔してんの？」

　翔馬は、持っていたデータの記録にある、着弾点を示した図を瀬里奈に見せた。

「威い力りよくは出せるようになったんだけど、狙ねらいが定まらないんだ。この図面を見ればわかると思う。蒸気戦車の絵のボイラーのところに照準を合わせて狙っているんだけど、当たった場所がバラバラなんだ」

　翔馬の見せた絵には、蒸気戦車の車体だけでなく周囲にも、ぽちぽちと、満まん遍べんなく黒い点が打たれていた。

「この、黒い点が命中した場所だ」

　図面を見た瀬里奈は目を丸くした。

「見事なまでにバラバラね……この上のほうにある三つ並んだ白い丸は何？」

「それはその標的のどこにも弾だん痕こんが見当たらなかったってことさ、どこかとんでもないところに飛んで行ったんだと思う」

　瀬里奈は顔を上げて、標的の後ろにある採さい掘くつ所じよ跡あとの岩山を見上げた。

「こんな山の中の何も無いところに試射場を作った理由がわかったわ、里に作ったら流れ弾だまがどこに飛んで行くかわからないものね……」

「なまじ威力があるから、下手へたすると数キロは飛んで行く。飛んで行った先に人や家があったら大惨さん事じだからな」

　標的の図面を見ていた瀬里奈が、顔を上げて、こともなげに言った。

「魔法で狙えばいいじゃん。弾も砲も、鉄の部品は使っていないんでしょ？」

「そりゃそうだけど、狙撃スナイプ弓射アローの魔法を使うには、視線誘ゆう導どうしなくちゃならないわけだ。でもこの対戦車砲の弾だん丸がんは、速すぎて目に見えないんだ」

「あ、そうか。そうよね。あの魔法は、視線で飛んでいく矢をコントロールするものだものね……」

　翔馬は肩をすくめた。

「魔法ならなんでもできそうに思えるけど、目に見えない速さで飛ぶ弾丸みたいな、魔法の概がい念ねんを越こえた物には、魔法は無力ってことさ」

　翔馬の言葉を聞いた瀬里奈は、むっとした顔になった。

「聞き捨てならないわね……魔法は無力なんかじゃないわ。魔法の力は素す晴ばらしいものよ。この世界の人って、魔ま法ほうは昔からあるものだから、その効果に満足しちゃって、魔法を使ってなにができるか、を考えたことが無いだけよ！

　魔法ってのは、組み合わせたり、力の加減を変えたりすることで、今までできなかったことだってやれるようになるものなのよ！

　計数魔法を使って戦ったときに、効果拡大の魔法と組み合わせたのを、あんたも見てるでしょう？」

「ああ、そうか、そうだった。確かに、魔法の組み合わせには、可能性があるな……」

　翔馬は瀬里奈を正面から見て言った。

「瀬里奈……頼む。狙撃スナイプ弓射アローに代わる、飛んでいく弾丸を見なくても、狙ったところに当てられる魔法ってのを、考えてくれないか？　お前ならできるような気がする」

　翔馬に正面から見つめられた瀬里奈は、頰ほおを赤くして、つん、とそっぽを向いた。

「し、仕方ないわね。あんたができないって言うのなら、私が助けてあげるしかないわね。それも召喚主マスターの義務だものね……」

「恩に着る、魔法に関しては俺は門外漢だから、何もアドバイスできないけどな……」

「そうね、この大砲だって、私の電撃魔法がなけりゃ使い物にならないし、狙いを定めるのだって、私の魔法が頼たよりってことね。私がいることに感謝しなさい！」

　瀬里奈がそう言って、胸を張ったとき、待避所に、ライナが小走りにやってきた。

「里の信号所から連れん絡らくです！　帝てい国こくの蒸気戦車が、モーントーン川を渡ったそうです！　現在、王国領内を、人が歩くほどの速度でゆっくり峡きよう谷こく砦とりでに向かって進行中とのことです！」

「なんだって！」

　翔馬は驚おどろいた。

「帝国の侵しん攻こうが、予想していたよりもはるかに早いじゃないか！　対戦車砲だってまだ完成していないのに……」

「どうすればいいのじゃ？」

　真しん剣けんな顔で聞いたサフェダ長老に、翔馬は言った。

「仕方ありません。まだ未完成ですが、対戦車砲を、峡谷砦まで運びましょう。予備の部品や工具も全部！　現地で組み立てて、実験を続行します！」




　クラフトの里に戻った翔馬を出で迎むかえたのは、王宮から飛ひ竜りゆうに乗ってやって来たジーラだった。

「ジーラさん！　何でここに？」

　驚く翔馬を見て、ジーラは真面目まじめな顔で答えた。

「王国軍に、総動員令が下りました。私は、翔馬殿どのと瀬里奈様の身辺警護員として、派は遣けんされたのです。これから峡谷砦で、作戦会議が開かれるので、それに間に合うよう翔馬殿を迎むかえに来たのです」

「え？」

　翔馬は里の中央広場に降り立って、餌えさを食べている飛竜を見て、固まった。

「また、あれに乗るの？」

「嫌いやなのも、苦手なのもわかります。ですが今は翔馬殿の、個人的な好すき嫌きらいを問題にしている場合ではないのです。さあ、翔馬殿の身の回りのものはすべてカバンに詰つめてあります。私と一いつ緒しよにあれに乗ってください」

「はい……」

　翔馬は、刑けい場じように牽ひかれて行く罪人のような顔でうなずいた。




　五分後。

　翔馬はジーラが操あやつる飛竜の背に乗って、雲の上を飛ひ翔しようしていた。

「しっかりつかまってください！　飛ばします！」

　そう言うなり、ジーラは飛竜の翼つばさを羽ばたかせるのを止めた。

　翼を広げ、高空を滑かつ空くうし始めた飛竜に向かって、短く『えい！』と気合いを入れると、飛竜は、すうっと翼を折りたたみ始めた。

　滑空していた飛竜の身体からだは、揚よう力りよくを失って、徐じよ々じよに降下を始める……言い換かえれば、高空から一気に落ち始めた。

「うわ！　落ちてる！　墜つい落らくしてるよ！　ジーラさん！」

「落ちているのではなく、落としているのです！　ごちゃごちゃ騒さわがず、しっかりつかまってください！」

　ジーラはそう答えると、飛竜の翼をさらに折りたたませた。

　半分以下の翼面積となった飛竜は、恐おそろしいほどの勢いで落下し始めた。

　ぐんぐん地表が迫せまってくる。

「うわ、もうダメだ、落ちる、死ぬ！　潰つぶれる、バラバラになる！」

　パニックになった翔馬は目をつぶって、小声でつぶやき続けた。

「安心してください！　落下速度を利用して加速しただけです！　地表近くになれば、再び上じよう昇しようし、高度を稼かせぎます！　この飛び方をすれば、区間速度が上がり、早く目的地に到とう着ちやくするのです」

「理り屈くつはわかりました！　でも、理屈と感情は別なんです！」

　翔馬はそう言い返すと、前に座っているジーラの腰こしをぎゅっとつかんだ。

「ひぁっ！」

　ジーラが変な声を上げた。

「あ、ごめんなさい！」

「い、いや、いい、仕方が無いです。つかまってください、と言ったのは私です……ですが……できれば、もう少しこう、身体全体をつかんでください。腰まわりをつかまれると、くすぐったいのですよ……」

「あ、はい、こうですか？」

　翔馬は両手を前に出してぐるりと腰に手を回した。

「うむ、そうです、それでいい」

　ジーラの背中に顔を寄せて、両手を後ろから回した翔馬は思った……。

　──こんな格好を瀬里奈に見られたら、ひどい目にあいそうだ……こっちはそれどころじゃないんだけどなあ。

　そんなことを考えたとき、ジーラが叫んだ。

「よしっ！」

　その言葉と共に、飛竜が翼を広げ始めた。

　風を切る、シュルルルルという音が強くなり、それに合わせて、速度がぐぐっと落ちていくのがわかる。

　空気抵てい抗こうが増えて、落下速度が落ちているのだ。

　──急降下爆ばく撃げき機についている、ダイブブレーキとかと同じ理屈なんだろうな……。

　翔馬がそんなことを考えたとき、飛竜の翼が一いつ杯ぱいに広がった。

　そして、落ちた高度を取り戻もどすかのように、再び羽ばたきを始めた。

　ばさっ！　ばさっ！　と羽ばたくたびに、ぐん、ぐん、と高度が上がっていくのがわかる。

「この飛び方は、飛竜にかなりの負ふ担たんがかかります。これを長時間続けることのできる飛竜は少ない。王立騎き士し団に所属している飛竜だからこそ可能な飛び方なのです」

　ジーラの言葉を背中で聞きながら、翔馬の頭の中には、ひとつの言葉が浮かんでいた。

　それは先ほどの『急降下爆撃』という言葉だった。

　──飛竜による爆撃は、何度か考えた。実際に何度か飛竜乗りの人に、模も擬ぎ弾だんの投とう擲てきをやってもらったこともある。でも、誰だれも上空からの投擲なんかやったことが無いから、命中率はさんざんだったし、火薬が無いから、爆弾を作れないということで、爆撃は無理だという結論になった。

　でも、爆発するのは、火薬だけじゃない。それ以外にも、威力のあるものがあるはずだ。電でん撃げき魔法でプラズマ爆発を作り出したように、火薬以外の品物で、爆発を作り出せれば、それを上空から投擲するだけで、広こう範はん囲いの敵を足止めできる。

　それに、さっきみたいな急降下ができるなら、急降下爆撃だってできるはずだ。

　急降下爆撃は、命中精度が高い、と本で読んだことがある。

　ピンポイントで、敵の補給路などを破は壊かいできれば、効果は抜ばつ群ぐんだ。

　翔馬の脳内に、急降下爆撃機が、橋を爆撃する、昔の記録映画の映像が浮うかんだ。

　──モーントーン川の橋を狙ねらうというのは……いや、ダメだ。爆弾もないのに、橋が破壊できるわけがない。もっと壊こわしやすいもの……爆弾でなくとも、石を落とすだけでも壊せるようなものがあれば……。

　翔馬の脳内に、蒸気機関車の構造が浮かんだ。

　──そうか、蒸気機関車は大量に水を使う。帝国軍は、進しん撃げきルート上に給水所を設けているはずだ。

　その水タンクを破壊できれば、侵攻は遅おくれる。タンクと言っても金属製のヤツじゃない、大きな木製の水みず桶おけのようなものだろう。それに沢さわから水を引いてきて貯ためてあるような、そんな施し設せつだ。

　そいつに、夕暮れに乗じて近づき、敵が撃うち込んできた蒸気砲ほうの弾丸のようなものを、高空から、一気に急降下して叩たたき込むんだ。

　上手うまく命中すれば、一発で水桶を破壊できる。対戦車砲と違ちがって視線で誘ゆう導どうできるから、魔法で命中精度も上げられる。

　行ける！　これなら行けるぞ！

　翔馬が自分の思いつきに喜んだその時、ジーラの声がした。

「つかまって！　降りますよ！」

　はっと我に返った翔馬がジーラの腰に回した腕うでに力を入れるのと同時に、飛竜が翼を折りたたんだ。

　シュルシュルシュル！　という風切り音と共に、飛竜は一気に降下し始めた。

「うわあああ！　ちくしょー！　この作戦を立てても、俺は絶対に一緒に行かないぞぉおおお！」

　翔馬はそんなことを叫びながら、一気に降下して行った。
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　上空から見た一ヶ月ぶりの峡きよう谷こく砦とりでは、ざわついていた。

　何百人という数の兵士たちが群がって、城じよう壁へきに沿って掘ほられた溝みぞをさらに深く、広くする工事が行われている光景は、まるでアリの巣のようだ。

　峡谷砦の中庭に降りた飛ひ竜りゆうから降り立った翔しよう馬まを、フィラメント少しよう佐さが出迎えた。

「ご苦労様です！」

「あっちこっち飛び回って、もう、足がガタガタです……」

「飛竜が苦手な翔馬殿どのには、本当にご苦労をお掛かけします……申し訳ない。カルダモン防衛司令以下の参さん謀ぼうと指揮官を全員招しよう集しゆうして、司令部の会議室に待機させております。休きゆう憩けいを取っていただきたいところですが、緊きん急きゆう事態ですので……」

「わかりました、ちょっとへろへろになってますけど、お話はできると思います」

　翔馬は、そう答えると、ふらつく足を踏ふみしめて、峡谷砦の中にある司令部へと向かった。

　会議室には、カルダモン司令官をはじめとする、王国軍の面々が揃そろっていた。

　翔馬の姿を見て、重苦しい雰ふん囲い気きだった会議室に、ざわめきが広がった。

「おお、ショーマ殿だ！」

「ショーマ殿が来てくれた！」

「なんでも、クラフトたちと一いつ緒しよに、あの蒸気戦車を一発で葬ほうむる秘密兵器を開発したらしいぞ？」

「一発で？　どうやったらそんなことができるのだ？」

「瀬せ里り奈な様の魔ま法ほうの力を使ってアダマンタイトとミスリルの合金の弾だん丸がんを飛ばすもので、名前は確か……たいせんしゃほう、とか言うらしい」

「対戦車砲？　蒸気砲のようなものか？」

「弾丸を飛ばすなら同じようなものなのだろうな……」

　翔馬が着席するのを見て、フィラメント少佐が、壁へき面めんに掛けられた大きな地図のタペストリー前に立って説明を始めた。

「では、現在の帝てい国こく軍の状じよう況きようについてご説明します。

　帝国軍の主力部隊と蒸気戦車は昨日の午後、モーントーン川に架かけられた石造りの橋を渡わたり、王国領内に入りました。

　進行速度は非常にゆっくりで、人の歩く程度の速度だった、とのことです。

　現在は、川のこちら側に作られた前進基地にいるものと思われますが、偵てい察さつ部隊がまだ帰ってきておりませんので、詳しよう細さいな現在位置は不明です。

　帝国は、蒸気戦車を渡と河かさせる前に、多くの建設用ゴーレムと作業員、そして資材を運び込んでおり、これらの建設部隊が、現在この峡谷砦への侵しん攻こう路を啓けい開かい中であります。

　旧街かい道どうを利用して、その拡かく幅ふく、及および軟なん弱じやく地の補強、小河か川せんに架かっている橋の架け替かえなどを行っており、すでに十キロ近く工事は進んでおります」

　フィラメント少佐がそう言って地図を指示棒で示すと、街道の下半分が赤く点てん滅めつした。

「工事は、すでに北域街道の半分まで進んでいる。ということですね？」

　翔馬の質問に、フィラメント少佐はうなずいた。

「はい、しかし、この地図だけではわかりませんが、この地点までは比ひ較かく的てき平へい坦たんな道で、周囲も開けており、路面の補強工事は簡単です。

　問題はこの先、北域街道が峡谷砦のあるこの谷に入ってからです。

　ここから先は、沢さわに沿って道がくねくねと曲がっており、途と中ちゆうで何度も橋を渡らねばなりません。この橋を、蒸気戦車の重量に耐たえられるように補強するのは、かなり時間がかかるのではないかと思われます」

「その、谷の入り口のところにある、赤い星は何の印ですか？　そこの手前にもいくつかありますけど……」

　翔馬が聞くと、フィラメント少佐はその赤い星を、指示棒で示した。

「これですか？　ああ、これは、帝国軍が建設している中ちゆう継けい基地のようなものです。建設資材を置いて、宿しゆく泊はく施し設せつや、倉庫、そして大きな貯水タンクを作っております。

　偵察部隊がスケッチしてきた絵がございますので、お見せします」

　フィラメント少佐はそう言うと、指示棒で地図の余白を叩たたいた。

　すると、そこに、偵察員が描えがいたスケッチが映し出された。

　そのスケッチには、材木や石材と共に、足場を組んだ上に組み立てられている大きな木で出来た桶おけのようなものが描かれていた。

　その絵を見て、翔馬が言った。

「その桶は、蒸気戦車の給水用だと思われます。蒸気戦車は走行するのに大量の燃料と、そして水を必要とします。水が不足すれば、動けなくなりますから」

　フィラメント少佐はうなずいた。

「なるほど、およそ五キロおきに中継基地を作っている、というのは、そういうわけですか……」

　翔馬は、にやっと笑った。

「はい、ですから、逆を言えば、そこの中継基地にある給水設備を破は壊かいすれば、蒸気戦車は動けなくなる、という意味でもあります」

　会議室が一気にざわついた。

「なるほど、水の供給を断たつ。ということか」

「しかし、それは根本的な解決にはならんぞ？　せいぜい数日か一週間足止めをするだけだ」

「あ、いや、その一週間が大事なのかもしれん。秘密兵器を、ここまで運んで据すえつける時間が必要だ」

　出席者の会話を聞いていた翔馬は、立ち上がった。

　会議室が、しん、と静まり返る。

「今言った中継基地への攻こう撃げきは、決定的なものではなく、敵の進撃を遅おくらせるものでしかありません。しかし、今、ここで、帝国軍の進撃速度を遅らせることには大きな意味があります。

　御ご存ぞん知じの方も多いと思いますが、私はクラフトの里で、帝国軍の蒸気戦車を破壊する秘密兵器を作っておりました。

　これは、瀬里奈の電撃魔法によって生じる電力を、二本のレールに通し、その高圧電流によって生じたエネルギーを利用して、鍛たん造ぞうしたアダマンタイトとミスリルの合金で作られた弾丸を、音速以上の速さで撃うち出す物です」

　会議室がふたたびざわついた。

「音の速度を超こえる、だと？　それはどういう意味だ？」

「音が伝わる速度は、かなりのものだぞ？　あれよりも速い速度で物を飛ばすことなんてできるのか？」

「それは魔法でも不可能なことだぞ？」

　翔馬は、背負ってきたリュックから、一枚の金属板を取り出した。

　それは、厚さ三センチほどの、分厚いミスリルの板だった。見ると、その板のど真ん中に、何かが突つき刺ささったような穴が開き、内側が花が咲さいたようにめくれあがっている。

「これは、その秘密兵器で昨日試射した弾丸が貫かん通つうした標的の板です。これから皆みな様さまに回しますので、よくご覧ください」

　そう言って、翔馬は列席者の一番手前に座っているカルダモン司令官に穴の開いた金属板を渡した。

「おお、これはすごい、この厚さのミスリルを、見事に貫通しておる……」

　カルダモン司令官は、目を丸くして金属板を見たあとで、顔を上げて翔馬に聞いた。

「これは、どれほど離はなれた場所に置かれていたのかな？　秘密兵器の対戦車砲、とやらから、この標的までの距きよ離りは？」

「はい、およそ四百メートルです」

　翔馬の答えを聞いたカルダモン司令官は目を丸くした。

「四百メートルだと？　四百メートル離れていて、それでいて、これほどの厚さのミスリルを貫つらぬくというのか！」

「はい、それがこの弾丸の威い力りよくです。初速、つまり弾丸を撃ち出したときの速度が、音速を超こえているがゆえに、できることなのです……」

「いや……帝国の蒸気戦車を一撃で破壊する秘密兵器……という話を聞いて、半信半疑だったが、あの板を見て納なつ得とくした。まさに論より証しよう拠こ。現物の持つ説得力のまえには、いかなる議論も無意味だな……」

　カルダモン司令官の言葉のとおりだった。

　回されている穴の開いた金属板を手に取った王国軍の幹部や指揮官は、みんな圧あつ倒とうされたように目を丸くして、分厚い金属板をひっくり返したり、穴の縁ふちのめくれ上がった部分を指で押さえたりしながら「ほう」とか「うむ」とつぶやくだけで、それ以上は一言も発しなかった。

　穴の開いた金属板がほぼ一周し終わったのを見て、翔馬が立ち上がった。

「皆さんに見ていただいたとおり、私の作っている対戦車砲は、一発で、敵の蒸気戦車を破壊する威力があります。しかし、耐たい久きゆう性に問題があり、一発撃つと、砲ほう身しんが粉々に割れてしまうのです。

　現在のところ、この耐久性の無さを解決する方法はありません。この秘密兵器は一発しか撃てないのだということです」

　会議室は静まり返った。

「いや、だが……その一発で、敵の蒸気戦車を徹てつ底てい的に破壊できるのなら、どうということはなかろう？　まったく対たい抗こう手段が無いよりはマシだ」

「おお、そうだな。狙ねらいをしっかりつけて撃てばいいだけのことだ」

　翔馬はうなずいた。

「はい、この対戦車砲には、鉄製の部品を一いつ切さい使っておりません。魔法の効果を使うことができます。瀬里奈が、その組み合わせによって、命中精度を上げることができないか調べております……つまり、私は、その板のように、敵の蒸気戦車を破壊する方法は見つけ出しました。しかし、それは方法であって、まだ、手段ではない、ということなのです。

　確実に作動し、確実に命中し、確実に破壊できる、戦える兵器となるには、まだ、時間がかかります。

　そのために、時間を稼かせいでいただきたいのです！」

「なるほど、わかった。当面の課題は、対戦車砲の据すえ付つけ場所の選定、据え付け工事、それと、並行して敵の中継基地への攻こう撃げき、ということになるわけだな」

　カルダモン司令官は、そう言ってうなずくと、タペストリーの前に立っているフィラメント少しよう佐さに指を立てて合図をした。

　フィラメント少佐は小さく一礼すると、手に持った指示棒でタペストリーの上をなぞった。

　細かなキラキラする砂のようなものが表面から散ったように見えた。

　そのキラキラが消えた後には、さっきまでの地図は消え、代わりに峡きよう谷こく砦とりでの図面が浮かび上がっていた。

　峡谷砦は、その名のとおり細長い窪くぼ地ちの両側の山の中腹に作られた複数の出城と、谷をせき止めるように構築された三重の城じよう壁へきからなる、広大な構造物である。

　カルダモン司令官は、タペストリーの中に浮かび上がった峡谷砦の図面を指差して言った。

「峡谷砦は、前回の蒸気砲による攻撃を撃退した後、強化工事を行いさらなる堅けん陣じんへと進化した。特に、この左右の山の中腹にあった出城は強化され、単なる要害ではなく、強力な城じよう砦さいとして機能するようになった。いざとなったら、孤こ立りつしても一週間以上篭ろう城じようして戦い続けることができる……」

　カルダモン司令官は、翔馬に聞いた。

「その、秘密兵器は、どこに据えつけるのが最適かね？　前に出て指示していただきたい」

「わかりました」

　立ち上がってタペストリーの地図の前に来た翔馬は、一番外側にある第一城壁を指差した。

「この第一城壁は、木製の塀へいのような構造物で、敵の突とつ進しんを妨さまたげるために作られた障害物であり、耐久力はそれほどありません。蒸気戦車が突っ込んでくれば、簡単に破壊されてしまうでしょう。

　対戦車砲は、一発しか有効弾を撃てません。蒸気戦車が動いている状態では、狙いをつけるのが難しいと考えます。なんとしてでも、蒸気戦車を足止めし、動けなくなったところを撃破するしかありません。城壁の強化はどうなっていますか？」

　カルダモン司令官は、手元にある書類を読み上げた。

「第一城壁は木製の塀と門で、これは補強されていないが、その内側にある第二防壁は、基礎部分の石垣だけでなく、全体に土を盛り、さらに石いし垣がきの上にあった板塀の内側に足場を組んでその中に石をつめ、簡易石垣として強化した。蒸気戦車が体当たりしても、そう易やす々やすと破壊はできん。

　さらに、この外周第二城壁を越えても、そこには、深い溝みぞが掘ほってある。

　城壁を破壊して越えて来た蒸気戦車はその溝に落ちる。蒸気戦車と共に突とつ撃げきしてきた兵士や騎き兵へいもこの溝に落ちるのだ。

　溝の底から這はい出そうとするものには、さらに内側の防壁に陣じん取どる我が軍の兵士から石が投げ込まれたり、矢で狙われたりするだろう、ここを抜ぬくのは並なみ大たい抵ていのことではない。ここで足止めしたところを狙うのが最適と考える」

　翔馬は、タペストリーを見つめて考えていた。

　──今のカルダモン司令官の話を聞くと、蒸気戦車が、この第二城壁の内側にある溝に落ちて動けなくなったところを狙うのが最適のように思える……でも、そんなに簡単に敵がこの溝に落ちるだろうか？

　──もし俺が帝てい国こく軍として、この陣地を攻せめるとしたらどう攻めるだろう？

　防壁は、蒸気戦車で破壊できる。破壊して、一いつ旦たん下がり、城壁の内側を確かく認にんすれば、そこに深い溝があることはすぐわかる。

　溝があるのをわかっていて、蒸気戦車を突っ込ませるようなことはしないだろう。

　だとすると、まず最初にその溝を埋うめに来るだろう。人海戦術や、ゴーレムを使って石や土ど囊のうを投げ込み、溝を埋めて蒸気戦車を再び突っ込ませるに違ちがいない……。

　翔馬は顔を上げた。

「帝国軍は、蒸気戦車を、どのように使うのかと考えていたのですが……正面から力押しに突撃するのではなく。堅陣を突とつ破ぱするためのハンマーとタガネのような使い方をするのではないかと思います。

　つまり、城壁や城門を破るためだけに使い、城壁を破壊したら、一旦下がり、歩兵や騎兵を先行させて、後方から蒸気砲を撃って支し援えんする。という使い方です。

　蒸気戦車は帝国軍にとっても虎とらの子の秘密兵器ですから、やみくもに突っ込ませることはしないと思うんです」

　翔馬は、タペストリーの地図の中にある、三番目の城壁を指差した。

「この、三番目の城壁は、石積みの塀で、第一、第二城壁に比べてはるかに頑がん丈じようです。いかに蒸気戦車といえども、この城壁を突き崩くずすには時間がかかると思います。ですから、この第三城壁で、敵の蒸気戦車を撃破したいと思います」

　カルダモン司令官は目を見開いた。

「第三城壁ですと？　砦とりでの目の前ではありませんか！　そこで破は壊かいに失敗すればそのままこの砦の建物に、蒸気戦車が突っ込んでくるということですぞ？」

「はい、そうなります。第一、第二城壁は、敵を誘さそい込むための罠わなだとお考えください。城壁を破壊した敵は、勢いづくでしょう。この第三城壁を破壊すれば、この峡谷砦に直接取り付くことができます。兵士を建物の中に送り込むことができれば、砦は落とせます。

　第三城壁を破壊した時、敵の将兵は『勝った！』と思うでしょう……」

「その瞬しゆん間かんに、蒸気戦車を破壊する……というわけか」

　翔馬はうなずいた。

「はい、得意の絶頂から失望のどん底へ。その感情の落差こそが、付け入る隙すきとなります。秘密兵器が使えるのは一回だけ、ならば、最も効果的な瞬間にこそ使うべきだと思います」

　カルダモン司令官はうなずいた。

「なるほど、理にかなっているな……ということは、対戦車砲とやらはどこに設置するつもりかね？」

　翔馬は、第三城壁の右側にある山を指差した。

「ここに設置し、偽ぎ装そう布で完全に覆おおいます」

「むき出しでか？　防壁も何も無しで？」

「はい、なまじ防壁などがあると、敵の蒸気砲の的にされます。何も無い山のように見せかけておくほうが、狙われずに済みます。

　問題は、クラフトの里とセラムの里から部品が届くまでの時間と、組み立てにかかる時間です。少なくとも、一週間は必要かと思われます。何とかして時間稼ぎをしないと……」

　そのとき、一人の将校が手を挙げた。

　翔馬はその将校に見覚えがあった。モーントーン砦から撤てつ退たいする時に、翔馬を乗せていた竜りゆう騎き兵隊の隊長だった。

「その任務は、我々竜騎兵隊に任せて欲しい。走竜の快速を活いかした一撃離り脱だつの奇き襲しゆう攻こう撃げきこそ、我ら竜騎兵の役目だ！」

　だが、反対側に座っていた、別の部隊の将校が反論した。

「確かに奇襲を掛ければ、敵の中ちゆう継けい基地を破壊できるかもしれん。しかし、帝国軍は我々の三倍近い竜騎兵をこの地に展開させている。

　首しゆ尾びよく破壊しても、追尾され包囲されてしまえば全ぜん滅めつだ。竜騎兵隊は、ショーマ殿どのが蒸気戦車を破壊し、帝国軍がパニックに陥おちいったその時、反撃の先せん陣じんとして敵の戦線を突つき崩す衝しよう撃げき戦力として必要だ。温存すべきだと思し慮りよする！」

「では、どうやって中継基地の給水タンクを破壊するつもりなのだ！　代案があれば説明してくれ」

　竜騎兵隊の隊長に代案を求められた将校は、両手を広げて言った。

「単に給水タンクを破壊するだけなら、正攻法で正面から攻撃しなくても良いではないか。偵てい察さつ部隊と同じように偽装ギリー服スーツを身につけた少数の部隊で夜や襲しゆうをかけて、だな……」

　そこまで言ったとき、偵察部隊の隊長が手を挙げた。

「いや、今はそれは難しい。最近、帝国軍はフクロウを使い魔まに使った夜間パトロールを強化している。偽装服を着ても発見され、交こう替たい要員がたどり着けない、という事案が多発しているのだ」

　偵察部隊の隊長の発言は、知らなかった者も多かったらしく、あちこちから「おお」とか「なんと！」という驚おどろきの声が上がった。

「頼たのみの綱つなの偵察部隊が、そのようなことになっているとは……」

「潜せん入にゆうさせた偵察員は無事なのか？」

「はい、夜間、羽音を立てずに森の中を飛び回るフクロウは、我々には発見できません。夜間に動く方が危険と判断して、早朝と、夕暮れ時を中心に、日中にゆっくり移動することで、なんとか対処しております」

「偽装服を使って夜間に敵の中継基地に攻撃を掛ける、というのは無理、ということか……」

「では、どうやって、中継基地の水タンクを破壊すればいい、何かいい方法は無いか？」

　翔馬は、迷っていた。

　──ここで、飛ひ竜りゆうを使った急降下爆ばく撃げきのアイディアを披ひ露ろうするのは簡単だ。でも、きっと、誰だれもそれをやったことが無いから、やって見せてくれ。と言われるに決まっている。

　飛竜に乗って急降下、なんて死んでもやりたくない……でも、それ以外に名案は無い……くそ、仕方ねえ！

　翔馬は、覚かく悟ごを決めて、手を挙げた。

「実は、俺に一つアイディアがあるのですが……」




　シュルシュルシュルシュル……。

　一時間後。

　翔馬の周りを、風を切る音が包んでいた。

「うわぁああああ！　だから嫌いやだったんだ！　こんなことなら、言うんじゃなかった！」

「翔馬殿どの！　わめいていないで、爆ばく弾だんの投とう擲てきのタイミングを指示していただかないと！」

　急降下する飛竜を操あやつるジーラの腰こしにつかまったまま、翔馬は叫さけんだ。

「だから、何度も説明しただろう？　急降下から上じよう昇しように移る瞬間に爆弾を離はなすんだ！　そうすれば、急降下の慣性がそのまま爆弾に掛かるから、真まっ直すぐ落ちていくんだって！」

「うむ、ここですね」

　ジーラがそう答えるのと、飛竜が翼つばさを広げるのは同時だった。

　降下していた速度が、がくんと遅おそくなるのがわかる。

　翼が大きく膨ふくらみ、速度が落ちきったところで、飛竜は大きく、ばさっと羽ばたいた。

　ぐん、と身体からだが持ち上がるのがわかった。

「どうですか？　標的のどのあたりに当たっているかわかりますか？」

　翔馬は、恐おそる恐る地上に目を落とした。

　荒地に大きく三重に描えがいた円の、ほぼ真ん中に土煙が上がっているように見える。

「はっきりとはわからないけど、真ん中に土煙が上がっているから、命中したのかもしれない……」

「そうですか、なんとなく、コツがつかめてきました。あと、五、六回やれば、こいつはモノになるかもしれませんね」

「次からは、一人でやってくれよ！　俺はもう必要ないでしょう？」

「いや、あと二、三回は付き合っていただくぞ」

「かんべんしてくれよ～」

　半泣きの状態の翔馬を乗せた飛竜が、峡きよう谷こく砦とりでの中庭に戻もどってくると、そこには、大型の輸送用の飛竜が二匹ひきいて、ぶら下げてきた対戦車砲の部品などを降ろしているところだった。

「後発組がついたらしいですね」

　ジーラの言葉を聞いて、下を見ると、荷降ろしをしている兵士たちの間に、瀬里奈たちの姿が見えた。

「瀬里奈たちもいますね……」

「うむ、おそらく輸送用の飛竜と一いつ緒しよに来たのでしょう……荷降ろしの邪じや魔まにならないように降りないとな……」

　ジーラはそう言うと、飛竜を巧たくみに操って、積荷を降ろしている輸送用の飛竜の邪魔にならない場所に降り立った。

　ガクガクする足で地面に降り立った翔馬のところに、瀬里奈たちがやってきた。

「ショーマ！　きたヨー！」

　手を振ふるミルチを見て、翔馬は言った。

「思ったより早かったな……」

「女王様が、『私の飼っている飛竜も全部使っていい』って言ってくれたんだヨ！」

「私物の飛竜を貸してもらったのか！」

「うん、おとなしくて、それでいてすっごく速いんだ。飛び方も優ゆう雅がでネ」

「へえ……飛竜にも、それぞれ個性があるんだな……って、生き物なんだから当然なんだけど……」

　翔馬がそう答えたとき。

「何、ヘラヘラしてるのよ！　どうせジーラの腰につかまって、いやらしい事でも考えていたんでしょ？」

「お前なあ……俺がどんな苦労してるか知らないだろう、見ろこの足！　まだガクガク震ふるえてるんだぞ！　ジェットコースターにすら乗れない人間が、飛竜に乗って、なんどもなんども急降下させられることがどんな拷ごう問もんかわかるか？

　どんなにジーラさんの腰周りが、柔やわらかくていい匂においがしていても、そんな気分になるもんか！」

「しっかり感かん触しよくとか匂いとかおぼえてるじゃない！」

「いや、まあ、それは、その、それくらいの楽しみがなけりゃやってられないというか、なんというか……」

「なによそれ！」

　眉まゆを吊り上げる瀬里奈を見て、ライナがため息をついた。

「……ホントに、変なところだけは正直なんですね、翔馬様は……」

「そりゃあ、まあ、噓うそつかれるよりは、マシかもしれないけど……なんか、むかつくのよね……せっかく人が、百発百中の魔法を思いついたっていうのに……」

　瀬里奈の言葉を聞いた翔馬は目を見開いた。

「本当か！　どんな魔法だ？　試ためしてみたのか？　本当に効果があるのか？」

「なによ、こっちだって今着いたばかりなのよ！　一休みくらいさせてよ！」

「あ、ああ、そうか、そうだったな……ごめん。ちょっと焦あせってた」

　そう言って頭を下げた翔馬を見て、飛竜を飼育係に預けて戻って来たジーラが、微笑ほほえんだ。

「翔馬殿は、峡谷砦についてから、ずっと会議と、急降下爆撃の立ち会いで休んでおらんからな……このあとの訓練は、私が部下に指示するから、翔馬殿も一休みしてください。急降下爆撃は充じゆう分ぶん使える戦法です。この作戦は以後王立騎き士し団が引き継ぎます」

「わかりました、お願いします……」

「飛竜に乗らないでいい、とわかったとたん、顔色が戻りましたね……確かにあなたは正直者ですね」

　翔馬の顔を見て、ジーラは笑った。




「検知サーチの魔法？　なんだそれ？」

　峡谷砦の中にある、瀬里奈が使っていた私室に戻った翔馬は、ライナが淹いれてくれたお茶を飲みながら聞いた。

「なくしたものを探す魔法よ。鍵かぎとか小物とか、なくしちゃって困ったときに、それを探し出すことができるの」

「へえ、そんな便利な魔法があるのか」

「うん、でもね、これは品物に対する思い入れが無いとダメなのね。なんというかな、愛着のある品物には、持ち主の思念がこもっているの、その品物に残っている残留思念をサーチする魔法なのよ。

　これと、照準ターゲツ強化トサイトの呪じゆ文もんと、あと、大昔に船乗りがつかっていた、星照スター目標サイト。これは、星を目標にして船の針路を保つ魔法なんだけど、こういった、目標に向かって物を進ませる魔法を合成して、呪文を組み立ててみたの。

　そうしたら……見ていて」

　瀬里奈はそう言うと、ポケットから小さな毛糸で編んだ人形を取り出した。

「これは私がずっとお守り代わりに持ってたもので、いわば私の分身みたいなものなの。思い入れが目め一いつ杯ぱい詰つまってるわけ。翔馬、ちょっと、この人形を私の目に見えないところに置いてきてくれない？」

「え？　どこでもいいのか？」

「うん、戸と棚だなの中とかでもいいわよ」

「わかった……」

　翔馬は、瀬里奈から小さな人形を受け取ると、隣となりの部屋に向かった。

　──えーと、どこがいいかな？　戸棚の中とかでもいいって言ったよな。よし！

　翔馬は、クローゼットの扉とびらを開けると、一杯服がぶら下がっているその一番奥のところにあるハンガーにひっかけて、扉を元どおりに閉めて戻って来た。

「隠したぞ」

「いいわ、じゃあ、見てて。私が呪文を唱えて、このボールを投げてみるわ。狙ねらいなんかつけて無いってわかるように翔馬が行った隣の部屋とは反対方向に投げるわね」

　瀬里奈はそう言うと、テーブルのゲーム盤ばんの上にあったピンポン玉より一回り小さな木製の球を手に取った。

　それはこの世界で普通に行われている『シルム』というバックギャモンによく似たゲームに使われている、いわば将しよう棋ぎのコマのようなものだった。

　瀬里奈は目を閉じると口の中で呪文を唱えはじめた、その呪文はいつもの攻こう撃げき魔ま法ほうより複雑で、なおかつ長かった。

　複雑な言葉を組み合わせた呪文を唱えていると、瀬里奈の手のひらの上に乗った木製の球が、ぼうっと青く光りはじめた。

　呪文を唱え終わった瀬里奈は目を開いて、自分の手のひらの上の球が青く光っているのを見て、ほっとしたようにため息をついた。

「ふう、何とか成功ね。呪文を間ま違ちがえると全然効果が無いから、緊きん張ちようするわ。じゃあ、このボールを投げるわよ、見てて！」

　瀬里奈はそう言うとボールを、さっき翔馬が人形を隠した部屋とは反対の方向に投げた。

　瀬里奈の手を離れたボールは、一メートルほど飛んだあとで、まるで意思あるもののように、ぐいっと方向を変えて、隣の部屋に飛んで行った。

　かこん！

　ボールがクローゼットの扉に当たった音がした。

　翔馬は、あわててボールの後を追った。

　ボールは、クローゼットの扉に当たって、下に落ちたのだろう。床ゆかの上をコロコロと転がって、何度もクローゼットの扉に体当たりしている。

　やがて、魔法の効力が切れたのだろう、青い光が失われていくと、動きがゆっくりになり、光が消えるのと同時に、床の上で止まった。

「すごいな、見えていなくても、狙いすらつけなくともそこまでちゃんと飛んで行くんだ！」

「へへへ、すごいでしょ。この魔法を、対戦車砲の砲ほう弾だんに掛かければ、敵が見えなくたって百発百中よ！」

「そうか……」

　そう答えたあとで、翔馬は気がついた。

「おい、ちょっと待て。その魔法って、もしかしたら目標のところに、何か思い入れのあるものが必要なんじゃないのか？」

「そうだけど？」

　きょとんとした顔をする瀬里奈を見て、翔馬は頭を抱かかえた。

「一つ聞きたい。魔法を掛けられた対戦車砲の砲弾が目標とする思い入れのある品物を、どうやって、敵の蒸気戦車にくっつけるんだ？　それに、蒸気戦車は鉄製だぞ？　魔法は効果があるのか？」

「あ……」

　翔馬は頭を抱えたままソファに座り込んだ。

「ああ、クソ、やっぱりダメだったか……」

「待って！　まだ時間があるわ！　私が何とかする！　してみせる！　この呪文を応用すれば、絶対に使えるようになるわ！　諦あきらめないで！」

　翔馬は顔を上げた。瀬里奈は真しん剣けんだった。

　その、思いつめたような顔を見て、翔馬は思った。

　──こいつの、こんな顔、久々に見たような気がする。

　こいつはこいつなりに、一いつ生しよう懸けん命めいなんだな。そうだ。俺だけが一生懸命なんとかしようとしているわけじゃない。

　俺だけが、必死に頑がん張ばっているわけじゃない。

　自分だけ必死で、他ほかの人間は、俺におんぶに抱だっこで、楽をしている。俺だけが汗あせをかいて、俺だけが血の滲にじむような想おもいで……そんな風に考えたくなるけど。そんなことは無いんだ。

　そういうやつも中にはいるだろう。でも一人二人のそういう人間が目に付くだけで、それ以外の人はみんな同じように頑張っているんだ。

　楽をしているクズ野や郎ろうがいるからって、自分も楽しようと思えば、そこで、そのクズ野郎の仲間入りだ。

　俺はクズの仲間になりたくない。

　クズ野郎は、頑張っている俺達を笑うだろう、俺達はさっさと逃にげたぜ。うまくやったぜ。ドジな連中ご苦労さん、と言って笑うだろう。でも、そうやってクズに笑われたほうが、クズの仲間として笑われるより、よっぽど気分がいい。

　翔馬はうなずいた。

「わかった、魔法は瀬里奈に任せる。頑張れ！」

　瀬里奈は翔馬を見つめて、そして力いっぱいうなずいた。




　そして、さらに二週間が過ぎた。

　その日の夕方、峡きよう谷こく砦とりでの一室で、偽装ギリー服スーツに身を包み、小さな人形を手にした翔馬が、困ったような顔で瀬里奈を見ていた。

「なんだよそれ……本当にそんなことやんなきゃいけないのかよ……」

　瀬里奈は、真っ赤な顔でうつむいた。

「私だって……恥はずかしいわよ。でも、そうやって思いのたけを吹ふき込まないと、思念が鉄の影えい響きように負けちゃうのよ……何度も実験してみたけど……私の中で、一番強いのが……それだったんだから、仕方ないじゃない！」

「それってつまり……そういうことか」

　下を向いていた瀬里奈が顔を上げた。

「それってつまり……そういうことよ！　私は翔馬が好き！　本当に好き！　子供の頃ころからずっと！　あの、山でけがをする前からずっと、翔馬の後を追いかけてた頃から！

　だから、ここに呼んだの！　この世界に！　来て！　って！　お願い助けてって！

　そうしたら、ホントに来てくれた……あのとき。私がどんなに嬉うれしかったか、あんたはわかって無いかもしれないけど……本当に嬉しかったんだ！

　だから、その気持ちを全部、この人形に込めたの！　これに向かって、あんたの気持ちを込めて！　その相乗効果が強ければ強いほど、照準が定まるわ。弾だん丸がんは私の想いを追いかけて、あんたの答えに向かって突つき進むわ。鉄がどれだけ魔法を邪じや魔ましても、想いが強ければ……鉄より強ければ、絶対に負けない！」

　瀬里奈の顔を見ていた翔馬は、大きく息を吐つくと、ゆっくりと言った。

「こんなムードの無い告白をすることになるとは思わなかったな……俺もだよ、瀬里奈。お前に呼び出されたことが、俺は嬉しかった。

　お前に、頼たよりにされていることが、俺は嬉しかった。

　自分の力と技術と知識と、そのすべてを使って、自分の好きな女の子を護まもる……それが俺の夢だった。

　ありがとう、瀬里奈。俺の夢をかなえてくれて……」

　瀬里奈は、ぽろぽろと涙なみだをこぼした。

「やだ……なんで泣いてるんだろ、私……これから出しゆつ撃げきする翔馬を見送る時に、泣くなんて……縁えん起ぎでもない……」

「気にするな、もしこれが逆のパターンだったら、そっちの方が縁起でもない」

「え？」

「考えてみろ、逆パターンなら、こうだぞ。『俺、この戦いから生きて帰ったら、彼女に好きだって告白するんだ……』。そんな死亡フラグなんかより、ずっとマシってことさ」
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「馬ば鹿か……」

　瀬里奈は笑った。笑って泣いた。

「じゃあ、行って来る。無事に帰ってくるから、お前は、対戦車砲の後ろで、でっかい電撃魔法を食くらわせることだけ考えていろ！　じゃあな！」

　翔馬はそう言うと、部屋を出た。

　廊ろう下かに立っていた、偽装服姿のライナが聞いた。

「瀬里奈様から、思いの依より代しろを受け取りましたか？」

「ああ受け取ったよ、依り代と、ついでに依り代に吹き込まれた想いもね……」

　ライナは一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開いたあとで、微笑ほほえんだ。

「そうですか……それは良かったですね……」

「ああ、ありがとう。それよりも悪いね、こんな作戦に巻き込んじゃって……」

　ライナは首を振ふった。

「いいえ、構いません。使い魔のミョルを使えるのは私だけです。お役に立てるのでしたら、ミョルも大喜びですわ」

「バタピーみたいに、油で揚あげたナッツ類るいはこっちの世界には無かったからな、あれがもらえると聞けば、決死隊に志願するネズミがいても不思議じゃないんだろうな」

「サンプルを持って帰ったミョルは、ネズミ仲間で王様扱あつかいになって、女の子にモテモテだったらしいですわ」

「そうか、美味おいしい思いをしたんだからその分ミョルにはがんばってもらわないとな……」

　翔馬がそう言って笑ったとき、偽装服に身を包んだ偵てい察さつ員が、やってきた。

「ショーマ殿どの！　準備完かん了りようです」

「わかった、今行く！」

　翔馬はそう答えると、ライナと廊下を歩き始めた。

　峡谷砦を出て、城じよう壁へきの城門から外に出た翔馬たちは、そのまま山やま裾すその森の中に入った。そこには、先行していた偵察員が二人、翔馬たちが来るのを待っていた。

「蒸気戦車の位置は？」

「ここから五キロ西側の、中ちゆう継けい基地です。煙けむりの位置は夕刻と変わりません」

「警備体制は？」

「かなり厳重です。日が落ちてもしばらくの間、上空を飛ひ竜りゆうが旋せん回かいして警けい戒かいしておりました……」

「ジーラさんたちの急降下爆ばく撃げきを警戒しているんだな……一週間前の攻こう撃げきで、やつらの給水タンクは全ぜん滅めつしたからな」

「ええ、おかげで一週間の時間的猶ゆう予よができました。あれが成功していなかったら、対戦車砲の据すえ付けが間に合わないところでした」

　翔馬は小さくうなずくと、その場にいる全員に向かって言った。

「いいか、作戦をもう一度確かく認にんする。ここからしばらくの間は、敵の夜間パトロールはいない。だが、中継基地の手前一キロほどのところにある、小さな川を渡わたった先の森は要注意だ。帝てい国こく軍はここに少なくとも四羽わの使い魔まフクロウを放っている。

　フクロウは羽ばたく音を立てずに木から木へと飛び回る。こいつに見つかれば、今回の作戦は失敗だ。蒸気戦車に近づくことすらできないだろう……」

　翔馬はそこで言葉を切ると、ライナを見た。

「だから、川を渡ったところで、ライナさん、君とミョル、そしてミョルの一族の決死隊の出番だ。決死隊が森に入ったところで、俺達が森に入る。森に入ったら、まっすぐ中継基地を目指せ。蒸気戦車まで五十メートルというところに近づいたら、俺が、このボウガンで戦車のボイラー部分にターゲットを飛ばす。

　自転車の発電機をバラして取り出した強力磁石が、ターゲットを蒸気戦車の車体に貼はり付かせれば、目的は達成だ！　蒸気戦車の構造を知っている俺でなければ弱点はわからない。これは俺の仕事だ。

　後は撹かく乱らんのために発はつ煙えん筒とうを焚たいて、混乱に乗じて峡谷砦を目指す。いいな？」

　居並ぶ兵士たちは、無言でうなずいた。

「よし！　行くぞ！」

　偽装服に身を固めた翔馬たちは、一いつ斉せいに森の中に入って行った。




　暗い森の中をひたすら進むこと三時間。

　少し動いて、あたりの気配をうかがって、また少し進む。というペースでは、三時間という時間を費ついやしても、せいぜい三キロ進むのがやっとである。

　翔馬たちは、帝国が警戒線にしている、小川の縁ふちまでやってきた。小川の向こうには、今まで通ってきたのと同じような黒々とした森が広がっている。

「あの向こうに、フクロウの使い魔がいるってわけか……」

「はい、不用意に踏ふみ込めばすぐに見つかります。中継基地にいる兵士が、わらわらと出てきて、山やま狩がりを始めます」

「わかった、ライナさん、ミョルの出番だよ、頼たのむ！」

「わかりました！」

　ライナはそう言うと肩かたから下げていた円えん筒とう形のバッグを地面に置き、蓋ふたを開けた。

　中から、鼻をひくひくさせて一匹ぴきのネズミが顔を出す。

　翔馬がポケットからミックスナッツの小袋ぶくろを取り出すと、ミョルは興奮したように、ぴょんぴょんと飛び跳はねた。

「よし、君の仲間はどこにいるんだい？」

　翔馬がそう言うと。ミョルは、翔馬の後ろに向かって、チチチ、と短く鳴いた。

　次の瞬しゆん間かん。

　翔馬の後ろの森の落ち葉が、ごそごそと盛り上がり、一斉に動いた。

「うわ！」

　その場にいた兵士たちは、思わず声を上げてしまった。

　目の前の落ち葉をかきわけて、何百匹というネズミが一斉に顔を出したのだ。

「な、なんだ、この数は……」

「ミョル……お前の仲間って、すごい数だな……」

　翔馬がつぶやくと、ライナがうなずいた。

「親しん戚せき一同、全部集めたそうです……ネズミ算式に増えるとは聞いていましたけど、こうやって目で見るとすごいですね」

「ああ、壮そう観かんだ。じゃあ、ネズミ諸君、よろしく頼む。帝国のフクロウは、野生じゃない。人間にコントロールされているから、襲おそわれる可能性は低い。とはいえ、この森にいるのは使い魔だけじゃない。野生のフクロウや走竜もいる、気をつけてくれ！」

　ミョルは、短くチチッ！　と鳴くと、小川に向かって走り始めた。

　そのまま幅はば一メートルほどの川に飛び込み、向こう岸に泳いで渡る。

　そのあとを、水中が真っ黒になるほどの数のネズミが続いた。

　足元をガサガサと音を立てて走っていくネズミの群れを見て、兵士たちが「うひゃあ」という情け無い声をあげた。

　ネズミの群れはそのまま川を渡り、森の中に消えていった。

「さあ、行くぞ！　使い魔になっているとはいえ、フクロウはフクロウだ、森の中を走り回るネズミがいれば、必ずそっちに注意が行く。俺達に気がつくことはない！」

　翔馬はそう言うと、先頭に立って小川を渡り、森の中に足を踏み入れた。

　森の中は、静まり返っていた。

　あれほどの数のネズミも、どこに姿を隠かくしたのか、見当たらない。

「ミョルは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　翔馬が聞くと、ライナはうなずいた。

「大丈夫です、使い魔らしいフクロウを見つけたので、みんなでからかっているらしいです」

「……ずいぶんと余よ裕ゆうだな、あんまり調子に乗るなって言ってやってくれ」

「わかりました」

　ライナはそう答えて微笑んだ。

　警戒が厳重な森を、ネズミたちの撹乱によって無事に通り抜ぬけた翔馬たちは、ついに、中継基地が見渡せるところまでやってきた。

　中継基地は、ちょっとしたグラウンドほどの広さの広場にあった。

　周囲を木の柵さくで囲い、中には帝国軍の大型テントが三十個ぐらい張られ、森から離はなれたところに、蒸気戦車が置かれて、白い蒸気と煙を上げている。

　広場の中には燃料に使うのだろう、直径三十センチくらいある太い大きな薪まきが山積みになっている。

　木の柵で囲われた中継基地の外周を、使い魔らしい小さな四足歩行の竜をつれた二人組の警戒員が歩いていく。

　途と切ぎれ途切れに会話が聞こえて来た。

「……ったく。王国軍の連中め、魔法の護ご符ふなんかバラ撒まきやがって……おかげで探知竜がひっきりなしにキイキイ吠ほえやがる……」

「魔法の物品を見つけたら吠えるように訓練されているからな、こいつは……潜せん入にゆうしてくるやつらを見つけ出すにはいいが、これじゃあ、どうしようもない」

「これは敵の意図的な行動で、これに乗じて潜入してくるから警戒を厳にしろ、って言われて最初はそう思ったけど、結局何も無いまま、今回で三回目だ。こいつはどうやら、俺達に対する嫌いやがらせだな」

「嫌がらせ程度の姑こ息そくなことしか出来ないって証しよう拠こなんだから、びびってないで、あの蒸気戦せん艦かんを敵の砦とりでに突つっ込ませればいいのに……」

「仕方ねえだろう？　皇こう帝てい陛下が来るのを待ってたんだから……」

「モーントーンの橋が出来たときに、ちょろっと顔を見せてすぐに本国に戻もどっちまったけど、また来てるんだよな？」

「ああ、来てる。蒸気戦艦の向こうに、でっかいテントがあるだろ？　俺達ですら近づけない……あそこにいるんだ。親衛隊が護まもってる」

「皇帝陛下サマのオモチャだからな、あいつは……」

　警戒員たちは、そんな会話を交かわしながら、去って行った。

「聞きましたか？」

　暗がりに身を潜ひそめていた翔馬に、偵察員が話しかけた。

「ああ、聞いた。皇帝がまた来ているとは思わなかった……クソ、警戒が厳しいな……」

「どうします？」

「今さら中止はできない。物もの陰かげを伝って、なんとか近づけないか試ためしてみよう……」

　翔馬はそう言うと、ライナに向き直った。

「ライナさんはここで隠れていて！」

　ライナは首を振ふった。

「基地に混乱を起こして、その間に近づくのはどうでしょう？　以前、翔馬様が敵に捕つかまって、走竜の卵を使って混乱させたときのように……」

「あれと同じことができれば、言うことは無いけど……どうやって？」

　ライナはにっこり笑った。

「ネズミですわ」




　最初に動きがあったのは、厨ちゆう房ぼうらしい煙えん突とつがついたテントだった。

　悲鳴と怒ど号ごうが聞こえ、次に、白いエプロンをつけた調理兵らしい男が、包丁を振り回してテントから飛び出してきた。

　その騒さわぎをきっかけに、あちこちのテントから叫さけび声が聞こえ始めた。

　次の瞬間、中継基地の上空に、まぶしい明かりが灯ともった。

「明かりの魔法……それも超強力なヤツです！」

　ライナの声が飛んだ。

　あちこちで、笛を吹ふく音がし始めた。それは帝国軍の召しよう集しゆうの合図だった。

　──やばいぞ。

　翔馬は焦あせった。

　──他ほかの班が、今の明かりを退たい却きやくの合図と間ま違ちがえて、発はつ煙えん弾だんを使いはじめるかもしれない！

　白の照明ライテイ魔法ング。

　それは、あらかじめ退路を確保するために配置してあった別動隊に、作戦成功を教える合図と同じだったのだ。

　翔馬の危き惧ぐは当たった。森のあちこちから、白い煙が立ち昇り始めたのだ。

　──やばい！　今、ここで発煙弾を使われたら、退却する時に、何の支し援えんも受けられなくなる！

　だが、発煙弾が中ちゆう継けい基地にいた警備隊の注意を引き付けたのだろう。召集された警備兵達は、翔馬たちが潜んでいる資材の箱の周囲の捜そう索さくをせずに、そのまま煙の方に向かった。

　中継基地の中が、なんとなく、がらんとした雰ふん囲い気きになったのを見て、翔馬は思った。

　──よし！　これならいける！　退却する時は、なんとかなるだろう。今は、あの蒸気戦車に、この人形を貼はり付けるのが先だ！

　翔馬は、懐ふところから、瀬里奈がくれた、黒いフェルトで作った小さな人形を取り出した。中にネオジム磁石が入っている人形は見た目よりも重かった。

　──瀬里奈のヤツは、こいつに想おもいを込めたと言っていた。そしてこいつが発動するには、俺の答えと想いをこいつに込めろ……と。

　なんだかすげえ非科学的な話で、トンデモなんてものじゃないけど、魔ま法ほうってのはそういうものだ、と言われてしまえば、返す言葉が無い。

　まあいいさ。それで、ちゃんと作用して、効果があるなら、それは、そういうものなんだ。

　翔馬は黒いフェルトの人形に向かって、何かを言おうとして、言葉に詰つまった。

「えーと、あの……なんて言えばいいのかな……」

　気がつくと、ライナがニヤニヤ笑ってこっちを見ていた。

「ライナさん！」

「男らしくありませんよ、翔馬様、ここはどーんと！」

「わかったよ」

　翔馬はヤケクソで人形に向かって力強くささやいた。

「俺も好きだ、大好きだよ、瀬里奈！」

　汗かん腺せんから、どっと汗あせが出てきたようなむず痒がゆさが背中を駆かけ巡めぐった。

「うわ、あああああ、言っちまった！」

　ライナがにこにこ笑ってうなずいた。

「それでいいと思いますよ、翔馬様。さあ、後はそれを蒸気戦車の車体に！」

「わかった！」

　翔馬は背中に背負ったリュックの中から小型のボウガンを取り出すと、矢の先に磁石の入った人形をくっつけた矢をセットした。

　──大丈夫だ、きっとくっつく。

　何度も何度も練習したじゃないか。クラフトの連中が戦利品で持ち帰った、蒸気砲の鉄製砲身を蒸気戦車に見立てて、矢を飛ばして、練習用の人形を貼り付ける練習を。

　最初は失敗ばかりだったけど、一週間続けたら、成功率が九割を超こえた。

　いける！　大丈夫だ！

　翔馬は自分に、そう言い聞かせると、柵さくを越こえて、一番近いテントへと走った。

　テントの陰に身を潜め、周囲をうかがう。

　動きは無い。

　よし、次だ！

　翔馬は腰こしをかがめて走った。次のテントの陰まで、十五メートルはある。基地の中は人が少なくなったとはいえ、まだ、帝てい国こく兵であふれている。

　翔馬は、再び周囲をうかがった。

　警備兵が、二人、こっちを向いているのが見えた。

　──くそ、あいつらさえいなけりゃ……。

　翔馬がそう思ったそのとき。後ろの方で声がした。

　振り返ると、さっきのテントから、人が飛び出してくるところだった。

「うわあ、ネズミだ！　何でこんなにネズミがいるんだよ！」

　こっちを見ていた二人の警備兵は、その男のほうに視線を移した。

　──いまだ！

　翔馬は素す早ばやく、十五メートルを駆け抜けた。

　次のテントの陰に滑すべり込んだ翔馬は、ネズミ騒ぎのタイミングの良さに気がついた。

　──きっと、ライナさんがやってくれたんだ。

　翔馬は感謝しながら、テントからテントを渡わたり歩いて、やっと蒸気戦車の近くまでたどり着いた。

　しかし、そこで動けなくなった。

　蒸気戦車の周りは、銀色の鎧よろいに身を固めた、屈くつ強きような兵士で固められていたのだ。

　──こいつらが、皇帝の親衛隊、というわけか。

　ネズミを仕し掛かけても、こいつらなら、眉まゆ一つ動かさないかもしれない。

　──さて、どうしよう？

　テントの陰にうずくまった翔馬は、自分の場所から蒸気戦車までの距きよ離りを測った。

　──およそ五十メートルか。

　計画通りの、ずっと練習してきた距離だ。しかし、確実に人形を貼り付けるなら、出来ればあと十メートルは近づきたい。

　さあ、この十メートルをどうするかだ。考えろ、考えるんだ、翔馬。

　そうだ、こういうときは、まず自分が持っているものを確かく認にんしろ、とボーイスカウトで教わった。

　頭の中でいくら考えてもダメだ。品物を直接手にすれば、使い道が浮うかんでくる。その使い道を組み合わせれば道は開ける。

　俺が今持っているのは……百円ライター。ＬＥＤライト。アーミーナイフ、ロープ、キャンデー、バンダナ……くそ、今イチだな。

　翔馬は胸ポケットを触さわった。何か硬かたいものがあった。

　──そうだ、スマホだ！　こいつがあった！

　ソーラー充じゆう電でん器のおかげで、スマホは充分使えるのだ。当然どことも通話できないが、内蔵されているカメラやムービー、そしてアラームなどは機能する。

　翔馬は、ボリュームを最大にして、アラームを十五分後にセットした。

　それを足元に置いて、ゆっくりとあとずさりする。

　テントを回り込んで。スマホを置いた場所の反対側まで回り込む。

　十五分後、さっき置いたスマホが、大音量で、ワグナーの「ワルキューレの騎行」を奏かなで始める。

　その瞬しゆん間かんに、立ち上がって、走りより、矢を放つ。

　もう一か八かだ、見つかればそれで終わりだ。

　でも、上手うまくすれば、逃げ切ることができるだろう。そして、もし、俺が捕まっても、あの人形が発見されなければ、明日あした、攻こう撃げきが始まったそのとき、瀬里奈の魔法で発射された徹てつ甲こう弾だんが、こいつのボイラーを撃うちぬくだろう。

　この蒸気戦車が破は壊かいされれば、帝てい国こくは撤てつ退たいする。

　なぜなら、王国は蒸気戦車を遠えん距きよ離りから破壊できる兵器を保持している、という事実が、帝国に伝わるからだ。

　そのテクノロジーは、おそらく帝国の皇帝も知らない。

　火薬の原料が産出されないこの世界で、鉄をもつらぬく『砲』を所持しているということが、どういうことか、この世界の人間にはわからない。

　だが、皇帝にはわかる。

　異世界人で、火薬を使った銃じゆう砲ほうの存在を知っている皇帝には理解できるはずだ。この世界で銃砲を所持していることが、どれほどの優位性を持つのか。

　厚い鎧を着込み弓矢や剣けんや槍やりで戦っている、この世界の戦争が、根底から覆くつがえされる。その恐おそろしさを、皇帝は理解する。

　そこに、交こう渉しようの余地が生まれる。

　あの対戦車砲は、単に目の前の蒸気戦車を破壊するための武器じゃない。弱小の王国が帝国と対等に交渉するための、武器なんだ。

　翔馬は待った。

　ボウガンを抱かかえて、待ち続けた。

　そして、十五分が過ぎた。

　闇やみの中に、突とつ然ぜん音楽が響ひびき渡った。

　ワグナー作曲の歌劇、「ニーベルングの指輪」の「ワルキューレの騎行」が、夜の闇の中に、朗々と響き渡ったのだ。

「うぉっ！」

「な、なんだ！　この音楽は！」

「どこだ！　どこから聞こえる？　すぐ近くだぞ！　探せ！」

　蒸気戦車の周りを固めていた親衛隊の兵士が、一いつ斉せいに音楽の方向に殺さつ到とうしたその時。

　翔馬はテントの隙すき間まから走り出ると、蒸気戦車のボイラーの上にある、蒸気ドームに照準を合わせて、ボウガンの引き金を引いた。

　ビィン！

　ボウガンが、弦げん鳴りの音を立てるのと同時に、先せん端たんに人形を付けた矢が、飛んだ。

　矢は、やや山なりの軌き跡せきを描えがいて、蒸気ドームの下に当たり、カン！　という小さな音を立てて、ころころと転がり落ちた。

　落ちた矢の先に、人形の姿は無かった。

　──やった！

　翔馬は目を凝こらして蒸気戦車を見た、だが、黒いフェルトで作られた五センチほどの人形の存在は確認できなかった。

　発見されないように、黒いフェルトで作ったのだ。まして夜の闇の中で、確認することは不可能だ。

　大だい丈じよう夫ぶだ！　間違いなく、あの人形は、ドームの近くに貼り付いているはずだ！

　翔馬が確信した、その時。

　誰だれかが、翔馬の腕うでをぐい、と引っ張った。

　──しまった！

　振ふり返った翔馬の前に、男が立っていた。

　年ねん齢れいは三十代半ばだろうか。軍服も鎧も着ていない。着ているのは白いフリルのついたブラウスのようなシャツだ。

　男は、翔馬の偽装ギリー服スーツを上から下まで見たあとで、感心したように言った。

「そういう服があるとは知らなかった……逃げるなよ、逃げても無む駄だだ。こいつはれっきとした武器でな……ピストル、と言うんだ」

　見ると、その男の左手には、ピストルが握にぎられていた。

　回転式の弾だん倉そうを持った、リボルバーだった。

　翔馬は、もう一度その男の顔を見た。

　ヨーロッパ系の顔をしたその男を見て、翔馬は確信した。

　──こいつが、皇帝だ……。

　翔馬は、ゆっくりと言った。

「逃げない。だからそいつを引っ込めてくれ……それに、火薬は貴重だろう？　この世界では……」

　男は、目を見開いた。

「なんだと？　貴様！　何者だ！　顔を見せろ！」

　気がつくと、周りを兵士たちが取り囲んでいた。

　何十本もの槍と矢に狙ねらわれながら、翔馬はゆっくりと、偽装服の頭カバーを脱ぬいだ。

　中から出てきた翔馬の顔を見て、親衛隊の兵士たちがざわついた。

「なんと！　まだ子供だぞ！」

「見たことが無い顔だな」

[image: ]

「こういう顔の民族を見たことがあるか？」

「いや、初めて見るな……」

　翔馬は、ピストルを構えている男に一礼した。

「……異世界から召しよう喚かんされ、アンゼリカ王国のために戦っている山やま吹ぶき翔馬、と申します」

　兵士たちがどよめいた。

「ショーマだと！」

「あの、悪あつ鬼きのような男が、こんな、子供だと？」

「こいつは噓うそをついている！　あんな残ざん虐ぎやく非道な魔ま法ほうを編み出した人間が、こいつなわけがない！」

「あの破壊の悪あく魔まのような魔法使い、瀬里奈が召喚したんだ、まともな人間の格好なわけがない。俺が聞いた話では、耳が尖とがって、舌の先が三つに分かれ、人の生き血をすする、妖よう怪かいだという話だった！」

「ああ、下半身は竜りゆう、角が生えて、闇やみ夜よにケケケケケ、と笑うというのが本当のショーマだ！」

　──一体俺はどんな評判になっているんだろう？

　翔馬はそんなことを考えながら、言葉を続けた。

「私の知識を聞いていただければ、こちらの方には、理解できるのではないかと……」

　翔馬はそこで言葉を切ると、目の前にある蒸気戦車を指差した。

「この蒸気機関車は、イギリスのジェームズ・ワットが発明した蒸気機関を応用したものです。馬車に代わって石炭を搬はん出しゆつするためにスチーブンソンが開発し、それをトレビシックという人が改良しました。

　燃料によって熱せられた水から発生した蒸気は上のドームに集められ、左右のシリンダーに送り込まれ、そこでピストンを押すことで往復運動を起こし、往復運動はクランクで回転に変わります。

　弁装置は何を使っているのかわかりませんが、ワルシャート式かもしれません……」

　そこまで言ったときピストルを構えていた男がゆっくりと言った。

「わかった、きみは異世界人だ。君の知識は何一つ間ま違ちがってはいない。ただし、私の世界ではトレビシックという人間は存在しない……どうやら君は私とは違う世界から来たようだ……よろしい、君を客として扱あつかおう。数少ない……もしかしたら、この世界で二人だけの異世界人だ。粗そ略りやくに扱うわけにはいかない。申もうし遅おくれた。私はリチャード・ホンブロワーと申す。何の因果か皇帝とやらをやっているがね。元は蒸気機関の技師だよ」

　皇帝は、そう言うと、慇いん懃ぎんに一礼した。

　このとき、帝国軍に捕つかまった翔馬が、皇帝のテントに引き立てられていく光景を、一匹ぴきのネズミが足元で見ていたことに、誰も気が付かなかった。







　あとがき




『召喚主マスターは家ストレ出イ・キ猫ヤツト　③ハンドメイドの決戦兵器』いかがでしたでしょうか？

　この作品のような、私たちが暮らしている世界とは違ちがう世界に主人公が転移し、その世界では知られていない知識やテクノロジーで危機を切きり抜ぬける、というシチュエーションの物語は、ＳＦやファンタジーなどで数多く語られてきました。

　面おも白しろいことに、過去に書かれたそういった物語の主人公の多くは、大学教授であったり、エンジニアであったり、それなりの知識と技術を身につけた大人でした。専門的な知識を覚えている人間、という条件をクリアするには、主人公を、たくさん本を読み、たくさん実務を重ね、勉強をした専門家にしなければならなかったのです。

　しかし、ここ最近のインターネットなどの発達により、専門家でなければ知りえなかった知識を、普ふ通つうの高校生でも知ろうと思えば知ることができるようになりました。

　理論や知識だけではなく、理論を応用したさまざまな装置を作製する手順や方法を動画で見ることもできます。

　もし、異世界に転移しても、単なる知識だけしか持っていないのと、実際にその知識を応用して、実用的な物を作れるのとでは、説得力が違います。

　そう考えると、今、私たちが生きているこの現代世界は、昔の物語では、大学教授やエンジニアでなければできなかったことを、現代の高校生や大学生がやれてしまう世界なのかもしれません。

　この『召喚主は家出猫』の世界は、魔ま法ほうが存在する、テクノロジーが未発達な世界です。過程を省略し、結果がダイレクトに現れる魔法という概がい念ねんが支配している世界で、技術によって戦おうとする翔しよう馬まは、結果を出すための過程に苦労することになります。

　帝てい国こく皇こう帝ていの率いる蒸気戦車を破は壊かいする手段を模も索さくする翔馬の頑がん張ばりをお楽しみ戴いただければ、と思います。

　さて、最後になりましたが、今回も瀬せ里り奈なや翔馬そして隠かくれ巨きよ乳にゆうのライナなどを、唯ゆいさんが華か麗れいなイラストで、ビジュアル化して下さいました。心より感謝いたします。




　そうそう、同じスニーカー文庫から出ている、「艦かん隊たいこれくしょん」のノベライズ「一航戦、出ます！」もどうぞよろしくお願いいたします。




（次の最終巻をどう盛り上げるかを考えて、にやにや笑いが止まらない）鷹たか見み一かず幸ゆき
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